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プロローグ　異世界




　巨大な影が動き、樹木が折れる乾いた音があたりに響いた。名も知らぬ鳥が飛び立ち、力のない小動物が算を乱して逃げだす。

　距離にして二百メートル。

　樹々の間から姿を現したのは巨大な黒毛のクマのような猛獣。その鋭い眼がん光こうが真っ先に捉えたのは、ゴスロリファッションに身を包んだ十二、三歳のたおやかな少女。

　次いで、学生服を着た十五、六歳の華きゃ奢しゃな少年に視線が移る。

　少年の端正な顔が恐怖に引きつる。

「魔物？」

「魔物じゃないわ。普通に猛獣よ」

　続く、少女の囁くような声に少年が無意識に後あと退ずさる。

「いやいや、無理だろ。動物園で見たヒグマの三倍はあるぞ、あれ。だいたい武器の一つもないのにどうやって戦うんだよ」

　クマに襲われた小型の四輪駆動車が容た易やすく破壊されるニュース映像が少年の脳裏をよぎる。

「錬れん金きん工こう房ぼうで武器は作れないの？」

「無理だ。使い方が分からない」

　無力さを口にした瞬間、少年は自分が何の力もない獲物なのだと改めて自覚した。心臓を鷲わし掴づかみにされたような息苦しさと恐怖が少年を襲う。

「魔力で身体強化を図りましょう。武器はそのへんの岩で大丈夫なんじゃないかしら？　あ、怪我しても光魔法で治してあげるから安心して」

「属性魔法が使えるって言ったよな？　魔法でチャチャっと片付けられないのか？」

　猛獣は少年と少女を視界に捉えたまま、樹木の間を抜けて川沿いの広い場所へと移動する。

「それこそ無理よ。力がほとんど失われているんだから、属性魔法なんて申し訳程度のことしかできないわ」

「それじゃ怪我したって治せないんじゃないのか？」

「それは大丈夫。光魔法だけは健在よ」

　恐怖の元凶が少年に向かって、突如、駆けだした。樹々をなぎ倒し地面を揺らす。

　全身に伝わる振動が少年の恐怖心を増幅させる。

「魔力による身体強化ってどうやるんだ！」

　意を決した表情で少女が少年の傍かたわらに駆け寄る。

　瞬く間に猛獣と少年との距離が詰まる。

　少年との間に残された距離は百メートル！

「身体強化の方法を教えてくれ！」

　切せっ迫ぱくした声が響く中、彼女の左手が少年の背中に触れた。

「分かる？　今、強制的に魔力を身体中に循環させて身体強化を施したわ」

　咆ほう哮こうが空気を震わせた。

　少年の心臓が跳ねる。

　鼓動が速まる。

　五十メートル！

　迫る巨体が少年の視界いっぱいに広がる。

　全身から汗が噴きだしたような錯覚を覚える。

　同時に身体強化とは別の力を感じていた。

　少年は身体の奥底に感じる力に意識を集中する。

　自分が持つ力を瞬時に理解した。

「これが、俺の力……」

　高揚感が少年の中で急速に膨れ上がった。










第一話　女神の助手




「ハーイ」

　ゴスロリファッションに身を包んだ十二、三歳の美しい少女がにこやかに微笑んだ。

　その笑顔に心臓が激しく脈打つ。

　ダークブラウンの大きな瞳が俺をまっすぐに見つめていた。穏やかな風がウェーブのかかった銀髪をさらうと、腰のあたりまで伸びた髪が大きく揺れる。

　少女の涼やかな声が耳に届く。

「あなたは誰？」

「神かん薙なぎ拓たく光み」

　自分の発した声で我に返った俺は、意識を少女から周囲へと移した。彼女の背後には陽光を反射して輝く小川が流れ、周囲には新しん緑りょくを茂らせた樹木が群生している。

　周囲の景色を認識した途端、疑問が湧き上がった。

　何で森の中にいるんだ？

　俺は……、つい先ほど高校の校門をくぐったはずだ。

「ようこそ、神薙拓光さん。あたしはユリアーナ。あなたのいた世界とは異なる世界の女神よ。あなたは、あたしの助手としてこの世界に召喚されました」

「女神様が俺を異世界に召喚した……？」

「その理解で正しいわ。それとあたしのことは『ユリアーナ』と呼んで。あたしもあなたのことを『たっくん』って呼ぶから」

　いきなり『たっくん』かよ。いや、些さ末まつなことは後回しにしよう。

「ここはどんな世界なんだ？」

「ここは科学の代わりに魔法が発達した世界で、最も進んだ文明レベルでも地球の中世ヨーロッパ程度と考えてもらっていいわ」

　そこから女神様の説明が始まった。

　国家形態は君主制がほとんどを占め、王国や帝国が点在し身分制度が存在する。教育レベルも国家により多少の差はあるが、こちらも中世ヨーロッパ程度と考えて問題ないようだ。

　地球との最も大きな違いは住民と魔物の存在。この世界には人間の他にエルフやドワーフ、幾いく種しゅ類るいもの獣人が存在し、多少の確かく執しつはあるが共存している。そして、彼らの共通の敵として魔物が存在した。

「後は各地にダンジョンがあるわよ」

　魔法のあるファンタジー世界確定だ！　何とも魅力的な世界じゃないか。彼女の話を聞いている時から胸が高鳴っていたが、ぬぐいきれない不安もあった。

「元の世界に帰ることはできるのか？」

「今すぐは無理よ。でも、あたしが力を取り戻せば元の世界に帰ることは可能よ」

　つまりは、彼女に協力するしか選択肢はないということか。

「何いずれ帰れるならそれでいい。そんなに未練がある訳じゃないからな」

「うわー、寂しい人生を送ってたのね」

　彼女の憐れむような眼まな差ざしが、イジメられていた中学時代の記憶と入学して間もないが孤独に過ごす高校生活の記憶とをフラッシュバックさせた。

　彼女の哀れむような眼差しと蘇った記憶が俺の胸を抉えぐる。

「俺の過去よりもこの世界でのこれからの方が大切だろ！」

「前向きじゃないの。理由は訊かないであげるわね」

　一言多いな、この女神様。それよりも気になるのは魔法だ。

「魔法がある世界と言っていたが、俺も魔法を使えるのか？」

「使えるわ。たっくんからは強大な魔力を感じるもの」

　魔法が存在する世界でも俺自身が使えなければ意味がない。だが、それは杞き憂ゆうのようだ。文明レベルが地球の中世ヨーロッパ程度というのも魅力に拍車をかける。

　俺は心の中でガッツポーズをした。

「それで助手ってのは？　俺は何をしたらいい？」

「実はこの世界は今、未み曽ぞ有うの危機に直面しているの」

　彼女が言うには、神しん聖せい石せきと呼ばれる神の力を秘めた石が、天界の事故によりこの異世界の各地に散らばってしまったそうだ。

　散らばった神聖石は百余。その一つ一つに世界のパワーバランスを崩すほどの力が秘められている。この世界のパワーバランスを崩さないためにも早期に回収する必要があった。

「人や魔物の手にあまる力よ。可能なら人や魔物が手にする前に、最悪でも崩れたパワーバランスを修復しながら、世界に散らばった神聖石を回収するのが目的よ」

　その目的を果たすために女神である彼女が降臨し、助手として俺を地球から召喚したということだ。

　想像した以上に危険な状況じゃないのか、これ……。孤独ではあっても、平和で怠惰な地球での日常が、とても大切なもののように思えてきた。

「世界の危機を救うって？　まさか、世界が消滅するなんてこともあるのか？」

「そこまで深刻じゃないわ」

　どこまで信用していいのか判断に迷うところだが、今は世界が消失する危険がないと信じよう。

　俺が考え込んでいると、ユリアーナが先を続ける。

「でも、パワーバランスが崩れて各地で人の手にあまる事件がこれから発生するの」

「これから発生する？　女神様だから先のことが分かるのか？」

　先回りして解決するのだろうか？

　彼女は俺の質問を『まあ、そんなところね』、と軽く流して先を続ける。

「召喚者であるたっくんには特別なスキルが備わっているはずよ」

　強大な魔力に特別なスキル。なんて魅み惑わく的てきな響きだ。

　自然と口元が綻ほころぶ。

　そんな俺の様子を見たユリアーナが文字通り女神のような笑みを浮かべた。

「少しはやる気になったようね、嬉しいわ」

　落ち着きかけていた鼓動が再び速まる。

　自分の鼓動が耳を打つ。

　彼女の笑顔に胸を高鳴らせていることを悟られないようにしよう。

「頼まれたら断れない性しょう分ぶんなんだよ」

「理由はどうあれ、やる気のある助手は大歓迎よ」

　こんな美少女と一緒に魔物を撃破して悪を懲こらしめる旅をするのか。

　いいねー。女神様を背に庇かばって悪を懲らしめる自分の姿に胸が躍る。

　俺の中にある天秤の傾きが更に大きくなる。

「それと『女神様』はやめて。一緒に世界を巡るのよ。それなのに同行する男の子に『女神様』、なんて呼ばれたら周りの人が不審に思うでしょ」

　確かにその通りだ。

「ＯＫ。これからはユリアーナと呼ばせてもらうよ」

「よろしくね、たっくん」

「それで、他の助手は？」

　他者とうまくやれるか一いち抹まつの不安がよぎった。

「それがさー、最後の力を使って召喚したから、追加で誰かを召喚するって無理なのよねー」

　形の良い唇から小さく舌をだして笑う。

「ちょっと待て。最後の力だって？　それじゃ二人きりで世界を救うつもりなのか？」

「そうなるわね」

　俺の中で何かが弾けた。

「無理だ！　絶対に無理だ！　俺を元の世界に帰せ！　今すぐ帰せ！」

「今すぐ戻すなんて、それこそ無理よ」

「俺の輝かしくなるはずの高校生活を返せ！　未来の彼女とリア充生活を返せ！」

「空想の産物でしょ？　空想ならこっちの世界でもできるわよ」

　今、鼻で笑ったな。

　なおも俺が抗議をしようとすると、突然その手に炎を出現させる。

「魔法、使いたくない？」

　使いたくないと言えば嘘になる。だが……。

「命が惜しい」

「冷静になって考えて。元の世界に戻るにはあたしが力を取り戻すしか方法はないの。そして、力を取り戻す方法はたった一つ。この世界に散った神聖石を回収すること」

「二人きりで何ができるんだ？」

　現実を見つめようぜ。力を失った女神と高校生のコンビだ。

「言ったでしょ。召喚された者は特別なスキルを手に入れられるって」

「この世界で戦い抜けるだけの力が俺の中に備わっているとでもいうのか？」

「あたしが選んだ助手よ。自信を持ってちょうだい」

　マジか！　口くち車ぐるまに乗せられている気もするが……、チート能力があるなら美少女と二人きりというのも悪くはない。

　俺が思案していると女神様が先を続ける。

「この世界を救う過程であたしも本来の力を取り戻せるから、必要なら途中で追加の助手を召喚してもいいかもね」

　本当に必要になったらそれもありだが、無理に俺以外の助手を召喚してもらう必要はないよな。俺一人で対処できるなら役やく得とくを独り占めできる。

　思案する俺の耳に女神様の魅惑的な声が響く。

「ミッションコンプリートの暁には、元の世界に戻る時に魔法を使えるようにしてあげるなり、この世界で面白おかしく生きるなり、好きな方を選ばせてあげるわよ」

　文明社会に戻ってイジメた連中に復讐をする未来も捨てがたいが、中世ヨーロッパの領主のように贅沢三昧な生活も得難い魅力がある。

　俺の中で天秤が振り切った。

「なるほど、この世界が正常に近づくに従って女神様の力も復活するという訳だ」

「そう、そうなのよ。理解が早くて助かるわー。それと、女神様じゃなくて『ユリアーナ』ね」

　愛らしい笑顔でウィンクをした。

　心臓の鼓動が途端に速まる。

　俺は鼓動が早はや鐘がねのように打っているのを気づかれないよう、平静を装って一つの疑問を口にする。

「ところで、最後の力ってことは、ユリアーナにはもう力が残っていないのか？」

「弱体化してるけどそれなりに魔法は使えるわ。神聖石が集まるにつれて力が復活するから、厳しいのは最初だけよ」

「つまり、まともに戦えるのは俺だけってことか。それで俺はどんな力を持っているんだ？」

　俺は期待に胸を膨らませて聞いた。

「こっちが知りたいわ」

「は？」

　今の一言はなんだ？

『こっちが知りたいわ』というユリアーナの声がリフレインする。

　放心しかけた俺に気づかないのか、彼女が説明を続けた。

「世界を渡る時に何かしらの特別な能力を一つ手に入れたはずよ」

　召喚された人間や動物、魔物が異世界へと転移する際に何らかの特別なスキルを手に入れる。そのほとんどがこの世界でも上位のスキルか、他に存在しないユニークスキルだ。

「どんな能力なのかは本人にしか分からないのよ」

「特別なスキルねー。どうやって調べればいい？」

「自分の中に力を感じるはずなんだけど？　取り敢えず目を閉じて意識を集中してみて」

　俺は言われる通りに目を閉じて心を落ち着ける。すると、すぐに身体の奥底で今まで感じたことのない何かが感じられた。

「これか！」

「あったのね、スキル！　どんなスキル？」

　ユリアーナが期待に目を輝かせた。

　俺は頭に浮かんだ単語をそのまま告げる。

「錬れん金きん工こう房ぼうだって」

「生産系かー」

　途端、ユリアーナが頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「随分な落ち込みようだな」

　釈然としない気持ちを抑えきれず、それが口調に表れてしまった。だが、ユリアーナはそんな俺の口調など気づかずに虚ろな表情を浮かべている。

「ここは危険な世界だから、攻撃系のスキルが欲しかったわー」

「その危険な世界を生産系のスキルしかない俺と、俺以上に能なしのユリアーナとでどうやって生きていくんだ」

「目的が変わってる！　神聖石を集めるの！　世界を救うのよ！　それにあたしは役立たずじゃないわよ。女神の力を失ったとはいっても、治癒系の光魔法と地、水、火、風の四属性の魔法を全部使えるんだからね」

　誇らしげに胸を張りユリアーナが『それだけじゃないのよ』、と更に続ける。

「魔力感知と異空間収納の他にも若干の飛行能力もあるのよ」

「戦闘はユリアーナに任せて俺は生産に精をだすことにするよ」

　戦う女神様の傍らで生産に従事してスローライフ。それも悪くないかもなー。

「安心しなさい。たっくんも前衛で十分に戦えるから。属性魔法の才能がなくても魔道具の助けを借りて強力な魔法を使えるわ。つまり、錬金術で魔道具を自作して戦えばいいのよ」

「錬金術じゃなくって錬金工房な」

　スキルの正式な名称を告げた。

「それよ。あたしも長いこと女神をやっているけど、錬金工房なんて初めて聞くスキルよ」

「この世界には今まで存在しなかったスキル、俺だけのユニークスキルか」

　未知のスキルであることに若干の優越感を覚えた瞬間、ユリアーナが冷水を浴びせる。

「誰かに使い方を教えてもらうこともできないから自力で何とかするしかないわね」

「頼むから俺の前ぜん途とに不安の影を落とさないでくれ」

「落ち込みたいのはこっちよ」

　ユリアーナが憂うれわしげな表情を浮かべた。悩みは俺と同じ、多た難なんな前途のようだ。

「でも、普通は誰かに教えてもらうまでもなく、自分のスキルなら直感である程度分かるはずなのよねー」

「やめてくれ。心が折れそうだ」

「先ずは魔道具ね。試行錯誤して何とか魔道具を作れるようになりましょう」

　立ち直ったユリアーナが当面の目標を打ち出した。俺に自作の魔道具を装備させて戦わせようという計画だ。

「根本的に無理がある。俺は運動神経があまりよろしくないんだ」

「運動音痴なんて気にしなくても大丈夫」

　オブラートに包んだのに、俺のプライドを一言で打ち砕いてくれたな。

　言葉に詰まっている俺を置き去りにしてユリアーナが続ける。

「魔力による身体強化が可能よ。たっくんの魔力は容量も出力もこの世界の住人とは比べものにならないくらい大きいの。魔法による身体強化だけで上位の戦闘職以上の肉体能力を簡単に得られるわ」

「つまり、俺は十分に強いってことか？」

　俺の中で一度は失われた意欲が再び頭をもたげた。

　そのタイミングでユリアーナが更に持ち上げる。

「そうよ、たっくんは強いわよー。悪人どころか魔物だって簡単に倒せるくらいなんだから」

　つい今しがた、あの笑顔に騙されたんだよなー。

「真しん偽ぎのほどは後で確かめるとして」

　当面どうするのか訊こうとした矢先、俺は視界の端に動く影を捉えた。

　影に視線を向けると巨大な黒毛の猛獣と目が合う。

「魔物？」

「魔物じゃないわ。普通に猛獣よ」

　後退りながら『たっくん、頑張って』、と囁くような声援。

「いやいや、無理だろ。動物園で見たヒグマの三倍はあるぞ、あれ。だいたい武器の一つもないのにどうやって戦うんだよ」

「錬金工房で武器は作れないの？」

「無理だ。使い方が分からない」

「魔力で身体強化を図りましょう。武器はそのへんの岩で大丈夫なんじゃないかしら？　あ、怪我しても光魔法で治してあげるから安心して」

　明るく振る舞っているが声が切迫している。

　これはかなりヤバい状況だ。

「属性魔法が使えるって言ったよな？　魔法でチャチャっと片付けられないのか？」

「それこそ無理よ。力がほとんど失われているんだから、属性魔法なんて申し訳程度のことしかできないわ」

「それじゃ怪我したって治せないんじゃないのか？」

「それは大丈夫。光魔法だけは健在よ」

　どこまで信じていいのか怪しいな。だが、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

　突如、猛獣が駆けだした。

　速い！

　距離が一気に詰まる。

「魔力による身体強化ってどうやるんだ？」

　まずい！

　百メートルを切った！

「身体強化の方法を教えてくれ！」

　俺の言葉が終わらないうちに、彼女の左手が俺の背中に触れた。刹那、身体中に何かが流れ込んでくる。

「分かる？　今、強制的に魔力を身体中に循環させて身体強化を施したわ」

　猛獣が咆哮をあげた。

　鼓動が速まる。

　全身から汗が噴きだしたような錯さっ覚かくを覚える。

「属性魔法で牽制するから突進をかわして！」

　巨体が眼前に迫った。

　五十メートル。

　間に合わない！

　そう思った瞬間、身体強化とは別の力を感じる。その力に意識を集中すると自分が持つ力を一瞬で理解した。

「これが、俺の力……」

　高揚感が湧き上がる。

　自然と口元が綻ぶのが分かった。

「……錬金工房」

「たっくん？」

「属性魔法は必要ない。ユリアーナは下がってろ」

「ちょっと、大丈夫なの！」

　迫る巨体と凶悪な眼光に女神が悲鳴にも似た声をあげた。

「安心しろ。ただの猛獣なんて俺の敵じゃない」

　恐怖心と高揚感がない交ぜとなって襲ってくる。

「来るわよ！」

　巨体に似合わぬスピード。

　瞬く間に距離が詰まる。

　眼前に迫った猛獣が咆哮をあげて後ろ足で立ち上がった。刹那、膨れ上がる高揚感が恐怖心を飲み込んだ。

「問題ない」

「たっくん、避けて！」

　自分のものとは思えないほど落ち着いた声が静かに響く。凶悪な前足が俺へと向かって振り下ろされるタイミングで錬金工房を発動させた。

　ユリアーナの悲痛な叫び声が木こ霊だまし、続いて彼女の茫然とした声を風がさらう。

「……え！　消え、た……？」

　咆哮も地響きもない。あるのは草木を揺らす風の音と川のせせらぎだけだ。

　俺たちの眼前から脅威が消えた。

　成功だ。

　理解した通りの能力が発動したことに鼓動が更に高鳴る。叫びだしたくなるほどの高揚感が全身を支配する。興奮しているのが自分でも分かった。俺はそれを気取られないように振り返ると、硬直しているユリアーナに声をかける。

「片付いたぞ」

「何を、したの……？」

　疑問と狼ろう狽ばいがない交ぜとなった眼差しが向けられた。

「錬金工房の中にクマみたいなヤツを収納した。さっきユリアーナが口にした異空間収納も同じような機能なんじゃないのか？」

　錬金工房の能力を理解した瞬間、ゲームによくある『アイテムボックス』や『ストレージ』と呼ばれる機能が頭に浮かんだ。更に意識を集中することでそれ以上の機能があることも瞬時に理解した。後は状況に最適な機能を発動するだけだった。

「異空間収納は生きたまま収納することはできないけどね」

「生きたまま収納できるのは珍しいのか？」

「あたしが知る限り、ないわ……」

　彼女の表情と口調から容易に想像がつく。生きたまま収納できるというだけでも驚愕に値するようだ。

「収納以外のスキルでも？」

　ユリアーナが表情を強張らせたまま、ゆっくりと首を振る。

　先ほどとは違った高揚感が襲う。

　いや、これは優越感だ。俺だけが使える能力。俺だけの力。

　綻びそうになる口元を引き締めて提案する。

「他にもいろいろと試してみたいことがあるんだ。ここで少し錬金工房の能力確認をしてもいいか？」

「他にも？」

「能力の詳細は追い追い確認するにしても、現状の戦力把握はしておきたいからな」

「賛成よ。あたしもたっくんの能力を知っておきたいわ」

　俺は現時点で自分が理解している範囲の能力を伝えることにした。

「錬金工房の中を幾つもの空間に区切って、その空間ごとに時間を止めることも、加速することもできるし、自在に重力を制御することもできる」

　錬金工房の中で先ほどの獣が宇う宙ちゅう遊ゆう泳えいをするようにジタバタしている様子を彼女に告げた。すると、額に汗を浮かべたユリアーナが息をのむ。

「生きてるの……？」

「今のところ元気にしているな。それと、取り込んだモノの鑑定と解体が可能だ」

　収納した獣を意識しただけで瞬時に解体したことを告げる。

「自由自在ね」

　どこか感情が消え失せたような声のトーンだ。

「異空間収納の上じょう位い互ご換かんって感じなのかな？」

「まったくの別ものよ」

　どこか疲れ切ったような表情を浮かべて頭を振ると、異空間収納の基本的な能力について教えてくれた。

「内部の時間は停止している状態で、収納したモノに対して何か干渉することはできないわ」

「あまり大っぴらにしていい能力じゃなさそうだな」

「それと今、ターゲットから一メートルくらい離れた状態で収納したでしょ」

「そんなものだったか？」

　獣との距離を思いだすが、体感では数センチメートル程度まで迫っていたように思える。どうやら、自分で考えている以上にビビッていたようだ。

「稀に対象物から十数センチほど度離れた状態でも収納できる人はいるけど、普通は対象物に触れないと収納できないから気を付けてね」

「つまり、こういうことはしない方がいいってことか」

　数メートル先にある直径一メートルほどの大岩と、その隣に生えている大木を錬金工房へと取り込む。大岩と大木が瞬時に消え、大木に巻きついていた蔦つたが地面に落ちた。バランスを失った鳥が、何とか空中で姿勢を正して飛び去っていく。

「見事に消えたわね」

　大木が生えていた場所に開いた大きな穴を、呆れたような表情で覗き込んだユリアーナが振り向く。

「もう言うのもバカバカしいけど、収納量は魔力量に比例するから、収納量を悟られないように気を付けなさい」

「この世界の住人と比べて俺の魔力量が多いってことだな」

「それも桁違いにね」

「今収納した獣くらいなら問題ないか？」

「問題ないとは言えないけど、驚かれる程度で済むはずね」

「ＯＫ。このクマみたいな獣が収納量の限界ってことにしておこう」

　次に錬金部分について簡単に触れる。

「錬金工房のスキルで何か作成するには、錬金工房内に素材を取り込んでその中で作成するしかないらしい」

「そのあたりは錬金術の方が便利そうね」

　早速、試してみるか。

「出来上がり」

　俺は鋼はがねのナイフを作成し、それを右手に取り出してみせた。岩から鋼と軟なん鉄てつを抽出して刀身を作り、木で作った柄にはなめした猛獣の革を巻きつけてある。

「それ……」

「材料さえあればその場でオーダーメイドの武器や防具が瞬時に作れるんだ。生活費に困ることはなさそうだな」

　ユリアーナが即座に反応する。

「早い、早い！　普通はナイフ一つ作るのでも小一時間かかるの！　この世界の住人でなくても、少し考えれば分かるでしょ！」

　まったくもってその通りである。

　皮のなめしや鉄の精製、木の加工という前工ほどだってある。なのに数すう瞬しゅんでナイフが完成するのはおかしい。

「謝るからそう怒るなよ。人前で同じ間違いは起こさないから安心してくれ」

　噛かみつきそうな勢いのユリアーナにそう告げて、話題を逸らす。

「最後は収納容量がどれくらいあるか確かめたいんだけど、このあたりの岩や木を適当に取り込めばいいかな？」

「収納量は魔力量に比例するから、この世界の住人が持つ異空間収納なんて足元にも及ばないはずよ」

「世界トップクラスの収納量ってことか」

「ええ、おそらくあたしと同程度……。ううん、それ以上の収納量があるはずよ」

「桁外れの異空間収納持ちが二人。これで異世界を巡る旅も、随分と楽になりそうだな」

「戦闘もね」

「遠距離からの収納か」

　ターゲットを生きた状態で遠距離から収納できる。この力があれば刃を交えるような直接戦闘をしなくてもすみそうだ。

「遠距離からの狙撃や不意討ちさえ対処できれば無敵なんじゃないか？」

「どんな特殊なスキルを所持している相手が敵になるか分からないのよ。あんまり調子に乗らないでね」

　ユリアーナが心配そうに諫いさめた。

「ＯＫ。慎重に行動するよ。俺も死にたくないからな」

　彼女が何か言いたげな視線を一瞬向けたが、次の瞬間軽く頭を振る。

「身体強化の訓練をする間に例の獣の血抜きをしようと思っていたけど、それも必要ないようだから移動しましょうか」

「血抜き？」

「そうしないと臭くて食べられないでしょ？」

　さも当然という顔で返した。

「ちょっと待て。女神なのにクマを食べるのか？」

「女神だってお腹くらい空くわよ。できればもっと美味しいものが食べたいけど、贅ぜい沢たくが言える状況じゃないでしょう？」

「随分と人間臭い女神だな」

　いや、神様って供物を要求するよな。やっぱり人間と同じように美味いものを食べたいと思うものかもしれない。

「神界にいればお腹が空くこともないわよ。そもそも不老不死だからね」

　違った、今の状況が特殊なのか。

「もしかして、人間界に降臨した今の状態だと、怪我したり、その、死んだりするのか？」

「そう、そうね。そうなるかしら」

　どこか困ったような曖昧な微笑みを浮かべる。

「……ユリアーナ」

「自己犠牲とかじゃないから。その、誰かがやらないとならないでしょ？」

　慌てたユリアーナが不意に視線を逸らした。

「……元気出せよ。俺も頑張るからさ」

「ありがとう」

　世界を守るために頑張る少女。

　眼前の健気な少女の味方が自分だけだと思うと、胸が締め付けられるような気がした。

「その、なんだ……俺がここにいる状況には納得できないところもあるけど、ユリアーナがそんな危険を冒してまで頑張ってるんだ。男の俺がいつまでもグダグダ言っていられないからな」

「たっくんのそういうところ、大好きよ」

　不意討ちの笑みに心臓が大きく波打つ。

「お、おう」

　ゆっくりと歩きだした彼女の背中を視線で追う。

「それじゃ、移動しながら身体強化の練習をしましょうか」

　そう言って不意に振り返った。

「錬金工房が十分に戦力になることは分かったけど、魔物が脅威であることに変わりないわ。自分の身を守る上でも身体強化は重要よ」

　不安そうな眼差しが俺に向けられた。

　そりゃ、不安だよな。だが近い将来、それを信頼の眼差しに変えてやる。

「手を抜くつもりはないから安心してくれ」

　当面は二人の能力を活かして戦う。本格的に武器や防具、アイテムが作成できるようになったら、それぞれの弱点を補うアイテムを作成する。隙が少なくなれば生存確率は上がるはずだ。

　そんなことを考えた瞬間、俺の中で何かが閃ひらめいた。

「さっき、飛行能力があるとか言ってたろ？　なら、俺を抱えて飛べば魔物に遭遇しなくてすむんじゃないのか？」

「空を飛ぶ魔物だっているわよ」

「そう、か……」

「それにたっくんを抱えて飛ぶなんて無理よ。今のあたしが持っているのは低レベルの飛行能力だもの」

「でも、上空から町を探すくらいはできるんじゃないのか？」

　大まかな方向が分かるだけでも、無闇に森の中を歩き回るより安全で確実だ。

「エッチ」

「何を言っているんだ？」
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「あたしを宙に浮かせて、下から覗くつもりなんでしょ」

　恥ずかしそうに頬を染めるユリアーナに俺の心臓が再び大きく跳ねた。

「しないって！　そんなことする訳ないだろ！」

「ふーん。怪しい……」

　ほんのりと頬を染めた彼女が上目遣いで見つめた。疑惑の眼差しだと分かっていても、えも言われぬ幸福感が襲ってくる。

　心臓がまるで早鐘を打つように高鳴る。

「違うから。やましいことは考えてないからな。俺は純粋にお互いの弱点を補えればと考えただけだから」

　自分でもしどろもどろになっているのが分かる。

「そういうことにしておいてあげる」

「そういうこと、ってなんだよ」

　なおも抗こう弁べんしようとする俺の言葉を遮る。

「この話はここまでよ。少し離れているけど雑魚を見つけたわ」

「魔物か？」

　神しん妙みょうな顔でうなずく彼女の視線の先に意識を集中する。

「無理よ。まだ視し認にんできる距離じゃないから」

「どうして分かったんだ？」

「魔力感知よ。さっきの獣は魔力がなかったから、近づかれるまで分からなかったけど、魔物は魔力があるから分かるの」

　魔力専用のセンサーみたいなものか。

「距離は？」

「およそ一キロメートル。敵はまだこちらに気づいていない、と思う」

　俺は取り込んだ樹木で全身が隠れる大きさの盾を二つ作成し、一つをユリアーナに差しだす。

「少しはマシだろ」

「ありがとう」

　盾を受け取ったユリアーナが、お礼の言葉に続いて選択肢を示す。

「隠れてやり過ごすか先制攻撃をかけるかよ」

「先制攻撃を仕掛けよう」

　即答した。

「敵の正体が分からないのに？」

「こちらが敵の正体を確認する手段は視認しかないんだ。もし敵が犬やオオカミみたいに鼻が利きく魔物だったり、聴覚が異様に優れた魔物だったりしたら、隠れても発見される可能性が高いんじゃないのか？」

「ええ、それはそうだけど……」

　ユリアーナが不安そうに言い淀む。

「だったら見えるところまで近づこう」

「その選択肢は身体強化をそれなりに使えるようになってからにしてほしかったわ」

「百メートルだ」

　百メートルほど先にある、直径二メートルほどの大岩を収納してみせた。

「え？」

「百メートルまで近寄ることができれば、錬金工房で確実に収納することができる」

　重量物を収納できた距離。それが魔物だとしても生きた状態で収納できると直感的に分かる。

　俺の言わんとしていることを理解したのか、ユリアーナが静かに首しゅ肯こうする。

「いいわ、やりましょう」

　俺たち二人は、ユリアーナの魔力感知を頼りに、風かざ下しもから敵の側面へと回り込むように近づいていく。

　しばらく進んだところで彼女の動きが止まった。

　大木に身を隠して一点を見つめる。

「ゴブリンよ」

　彼女の視線の先を見ると、深緑色の皮膚をした小柄な魔物が周囲を警戒しながら進んでいた。

「数は分かるか？」

「魔力感知に引っかかったのは十二匹」

　自分自身が敵の位置を把握できていないことに多少の不安はあったが、恐怖で足がすくむこともなければ混乱することもなかった。普段以上に頭が冴えているのが分かる。

「本当に一人で大丈夫？」

「問題ない」

「弓矢を持っているのが三匹と片手剣を手にしているのが二匹」

　彼女の視線の先に目を凝らす。弓矢を手にした三匹のゴブリンと、その両側を挟むようにして二匹のゴブリンが歩く姿を捉えた。

「ＯＫ。こちらでもその五匹を視認した」

　言葉と同時に錬金工房を発動させる。弓矢を手にした三匹のゴブリンとその両側を歩いていた二匹のゴブリンを瞬時に取り込んだ。

　成功したことに俺は胸を撫で下ろす。

「鮮やかなものね」

　感かん嘆たんの声に続いて、ゴブリンの位置を知らせる囁きが耳に届く。

「左の方に三匹。もうすぐ茂みから出てくるわ」

　的確な指示だ。すぐに三匹のゴブリンが茂みから姿を現し、そして消える。

　あと四匹。

　突然ゴブリンたちが騒ぎだした。

「異変に気付いたようね」

「十二匹のうち八匹が忽こつ然ぜんと消えたんだ、そりゃおかしいと思うだろ」

「ちょっとしたサスペンスね」

　彼女が笑みを見せた。

「ユリアーナはゴブリンだけでなく、周辺を警戒してくれ。クマも見逃すなよ」

　言外に魔力感知だけでなく視覚での周辺警戒もするよう告げる。

「言うじゃないの」

　そう言って口角をつり上げると、

「任せてちょうだい」

　愛くるしい大きな目でウィンクをした。

　それとほぼ同時に四匹のゴブリンが姿を現す。

　ゴブリンたちは周囲を警戒しているというよりも、何が起きたのか分からずに慌てふためいているように見える。

「警戒していても慌てふためいても一緒なんだけどな」

　独り言を口にしながら残る四匹のゴブリンを錬金工房へと取り込んだ。
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「見て、街道よ」

　耳元でユリアーナの軽やかな声が響いた。

　彼女が指さす先、樹々の間から明らかに森や草原とは違う、乾いたむき出しの地面がわずかに見えた。あと十数分も歩けば到着する距離だ。

「最初はどうなることかと思ったが、日が暮れる前に森を抜けられるな」

　移動を開始する直前、飛行能力で上空から周囲を確認したユリアーナとの会話が蘇る。

　――地上から百メートルほどの高さで、フワフワと浮いているユリアーナが言う。

「町も村も見えないわねー」

「もっと高く飛べないのか！」

　地上から彼女に向けて声を張り上げた。

「低レベルの飛行能力、って言ったでしょ。これが限界なの」

「山小屋とか街道も見えないのか」

「ちょっと！　覗かない、って約束したでしょ」

「微妙に見えないから安心しろ」

　本当だ。風でスカートが揺れるが膝の上あたりまでしか見えない。想像は掻き立てられるが十分セーフの範囲だ。

「本当でしょうね？」

　ゆっくりと降下してきた彼女が疑わしげな眼差しを向けた。

「俺だって、覗き見で神罰なんか下されたくないからな」

　彼女は『まあいいわ』、と軽く流すと、

「取り敢えず樹々がまばらになっている南を目指しましょう」

　迷いなく言い切った。

　それが数時間前のことだ。

「随分と時間がかかったな」

　赤く染まりだした西の空を見る。

「身体強化を使わなかったら、今日中にたどり着けなかったでしょうね」

「終始発動させっぱなしっていうは、精神的にも疲れるんだな」

　俺は肉体の疲労感だけでなく、精神的な疲れがあることを訴えた。

「精神的な疲労感は魔法障壁を展開しているからよ」

　道中、俺は魔力による身体強化と同時に、魔力で身体全体を覆う練習も並行して行っていた。

　それが魔法障壁だ。

　魔法障壁は魔法攻撃と物理攻撃の両方に対してダメージを軽減する効果がある。一般的には戦闘時に展開するものなのだが、今回は訓練を兼ねて身体強化と一緒に終始発動させて移動していた。

「ユリアーナは随分と楽そうだな」

　俺と同じ目の高さでフワフワと空中を漂う彼女に言うと、

「低レベルとは言っても飛行魔法は結構疲れるのよ」

　涼しげな表情で返した。

　街道を視界に捉えたことで安堵した俺は、傍らをフワフワと飛行するユリアーナに気になっていたことを聞く。

「神しん界かいで起きた事故って何があったんだ？」

　百余個もの力のある神界の石、神聖石。それがこの異世界に散らばってしまう原因となった事故。女神であるユリアーナが降臨することになった原因について聞いた。

「とても不幸な事故よ」

　遠い目をしたが、直前、目が泳いだ。『何か隠している』と俺の直感が告げる。

「話したくないなら無理には聞かないけどさ、二人でこの世界を修復するんだし、その、ユリアーナが降臨することになった背景とか、俺も知っておいた方がいいかな、と思ったんだ」

「ありがとう」

　愛らしい笑みを浮かべた。だが、それだけだ。肝心の事故については何一つ触れない。

「それで何があったんだ？」

　穏やかな笑みを貼りつけて再び問う。

　俺とユリアーナの間にしばしの沈黙が流れた。

　耐えきれずに沈黙を破ったのはユリアーナ。

　彼女が作り笑いを浮かべて言う。

「女神としては神界の恥をさらしたくないのよ」

「さっきから話を逸らそうとしているだろ？」

「どうしても話さないとダメ？」

　足を止めたユリアーナが頬を染めて上目遣いで見つめる。

「その視線にはごまかされないからな。話さないなら協力はしない」

「触れてほしくないこともあるの……」

「召喚されたばかりの俺じゃないからな。少なくとも錬金工房のスキルがあれば、ユリアーナを頼らなくてもこの世界で生きていける」

　不安はあるが強気で言い切った。

「卑怯者……」

　涙を浮かべてか弱い美少女を演じても、譲れないものは譲れない。

「こればっかりは引かないからな」

　そもそも神界で起きた事故だけでなく、この異世界に散らばった神聖石を探す方法も気になる。問題を解決する後者の疑問を先にクリアにすべきなのかもしれないが、これまでのユリアーナの言動と抑えきれない俺の好奇心とが前者を優先させた。

「しょうがないわね、二人だけの秘密よ」

　観念したようにそう口にすると、

「ある日、お茶をしながら神聖石を磨いていたの」

　神界の事故について語りだした。

　テーブルに並べられた百八個の神聖石。それを半分近く磨き終わったところで睡魔に襲われ、耐え切れなくなった彼女が椅子から転がり落ちる時に誤ってテーブルをひっくり返した。

　結果、百余個の神聖石を下界、つまりこの異世界に落としてしまったのだという。

「少しでも被害を抑えようと手を伸ばしたんだけど、残念ながらこの手に掴むことができたのはほんのわずか」

　黒いレースのハンカチで涙を拭く振りをした。

　原因はお前かよ。話の途中で何となくそんな気はしたたが、予想通りの落ちだった。

　そりゃ、言いたくはないよな。

「それで俺を召喚して自分自身もこの異世界にやってきたということか」

「逆よ。あたしが先にこの世界に落ちて……。降臨してから」

「ちょっと待て！」

　彼女の言葉を遮って確認する。

「この世界に落ちて、って言ったよな？」

「降臨、よ」

　無理があるぞ。引きつったその表情でごまかすのは無理だ。

「先にユリアーナが落ちたんだよな」

「そうよ！　落ちたのよ！　あたしが神聖石もろとも落ちたのよ！」

　逆切れされた。

「でもね、落下中にかろうじて幾つかの神聖石を掴むことができたのよ。多少でも被害を未然に防いだのは間違いないんだから」

「それで、俺はどうやって召喚されたんだ？」

　必死で自分の功績を訴える彼女に新たに湧き上がった疑問をぶつけた。

「掴んだ神聖石の力を使って、たっくんを召喚したの」

「最後の力を振り絞って、というのはそういうことか」

　どうやら俺は彼女にとっての切り札らしい。

「なけなしの希望よ」

　違った……。

　涙は疑わしいが、落ち込んでいるのは間違いなさそうだ。あまり追い詰めても可哀想だし、この世界に散った神聖石を探す手段を確認するのは次の機会にしよう。

　程なくして街道に到着した俺たちは路面の様子を確認すると、幾つもの馬ば蹄ていの跡と轍わだちがすぐに目に付いた。

「割と新しい轍が幾つもあるから、頻繁に使われている街道みたいだな」

「轍も結構深いし、隊商か行商が最近通ったのかもしれないわね」

　そのことから、ユリアーナはそう離れていないところに、ある程度の大きさの町があると推測した。

「今夜はあのあたりで野営しましょう」

　街道から百メートルほど離れたところにある平地を指さした。

　野営の準備は容易に整った。食用目的のイノシシや鳥はもちろん、道中、目に付いた巨木や岩など幾つも収納していた。それらを素材に錬金工房で椅子とテーブル、ベッドを作成。並行して竈かまどを作成して夕食の準備をする。

　それが二時間ほど前のこと。

　食事を終えて人心地ついたところで、俺はゴブリンが持っていた碁石ほどの大きさの石をテーブルに置いた。

「鑑定で『闇やみ属ぞく性せいの魔石』と出た」

　正確には錬金工房の能力の一つで、収納したモノを鑑定することができる。

　利用用途を聞こうとした矢先、

「闇魔法の魔道具が作れるわ」

　ユリアーナが先回りするように答えた。

「たとえば？」

「剣に毒の魔法を付与すれば、斬りつけた敵を毒状態にできる」

　剣に毒を塗れば良くないか？

「毒だけなのか？」

「魔石の質や大きさにもよるけど、この大きさなら毒の他に、麻痺や睡眠も可能かもね」

　あまり魅力は感じられないが、錬金工房の実験にはなるか。

「昼間収納したゴブリンなんだけど、スキルを持っている個体が三匹いた。火魔法を持った個体。頑強を持った個体。そして狙撃と頑強を持った個体だ」

「頑強は先天的なスキルね。魔法と狙撃はどちらも後天的なスキルよ」

「ちょっと待ってくれ。魔法は生まれ持った才能やスキルじゃなく、後から習得できるのか？」

「できるわよ。ただし、『魔法の才』がないと習得に時間もかかるし、たとえ習得しても発動効果はたかが知れているわね」

『魔法の才』があれば魔法全般の習得や効果に影響があり、『火魔法の才』などの個別の魔法に対する才能は対象となる魔法以外には効果がないのだという。つまり、先天的な魔法の才能がなくても魔法は習得できるが才能のある者には遠く及ばない。

「一般的に生活魔法と呼ばれている、魔力さえあれば使える魔法がそれね。魔術師と呼ばれる人たちは、何らかの魔法の才を持って生まれた人たちよ」

　戦うのに不十分でも魔法が使えるというだけで俺には十分に魅力的だ。

　後で魔法を教えてほしいと頼もうとすると、

「そこで発達したのが魔道具。魔力さえあれば何の訓練もなしで使えるわ」

　身も蓋ふたもないことを言った。

　魔道具か……。

　俺が考え込んでいるとユリアーナは更に続けた。

「しかも、強力な魔道具ならスキル所持者と遜そん色しょくない魔法を使うことも可能よ。ただし、強力な魔道具は簡単には作れないから希少で高額だけどね」

　つまり、強力な魔道具を自作すれば解決する訳だ。

　湧き上がる高揚感を抑えて話題を戻す。

「ゴブリンが持っていたスキルな……。錬金工房のスキルで剥ぎ取ることができた」

「え……？」

「剥ぎ取ったスキルは素材として保管できる」

「何言ってんの？　そんなことできるはずないでしょ……」

　薄々予想はしていた。生きた魔物からスキルを奪って他のアイテムや生物に付与し直すというのは、やはり普通はではないらしい。

「他のゴブリンに付与し直すこともできた」

　俺は剥ぎ取ったスキルを既に他のゴブリンに付与したことを告げた。

「もしそれが本当だとしたら、とんでもない能力ね。怪物を作りだすことができてしまうわ」

　ユリアーナの表情が強張る。

　彼女が何を心配しているのか直感的に分かった。

　力を求めて力におぼれる、心の弱い者の未来。

「怪物を作ることはできるかもしれないけど、俺自身が怪物になることはできないんだ。付与できるのは錬金工房の中だけで、俺自身は錬金工房の中に入れないからな」

『残念』と少しおどけて微笑む。

「本当残念ね。最強の助手を手に入れ損ねたわ」

　彼女が胸を撫で下ろした。










第二話　遭遇




　ユリアーナが焚き火代わりの竃に枯れ枝を投げ込む手を止め、東へと延びる街道の先に視線を向けた。

「人が近づいてくるわ。人数は七人」

「目がいいな」

　俺もそちらを見るが、それらしい人影は見えない。

「二キロメートル以上先よ」

　なるほど、人間は魔力があるから魔力感知に引っかかったのか。

「魔力感知で魔物と人間の区別がつくんだな」

「人間と亜人族との区別はつかないけど、魔物か人族かくらいはね。結構な速度で近づいてくるから馬に乗っているのかも」

「こっちの世界の人間との初めての接触か」

「こんな時間に馬を駆けさせているってことは何かあったのかしら……？」

　声音から警戒しているのが分かる。だがそれ以前に、この状況を何とかしないとさすがにまずいだろう。

「旅人風にカモフラージュした方が良くないか？」

　旅人が持ち歩きそうにない、椅子とテーブル、ベッドや竃を視線で示す。異空間収納はレアなスキルだと言っていたし、収納量は魔力量に比例するとも言っていた。相手がどんな人間なのか分からない以上、不用意に情報を与えるのは避けたい。

　俺は旅人が持ち歩きそうにない椅子とテーブル、ベッドを片付け、イノシシの皮を加工したリュックサックを二つ作成する。その間にユリアーナが竃を片付け、それらしい焚き火を用意した。甚だ軽装だが、二人の旅人の出来上がりである。

　程なくして馬蹄の音が響き、騎乗した七人の男たちが姿を現した。男たちは全員が剣や槍で武装している。

「盗賊ね」

　ユリアーナが断定するように言った。

　人を外見で判断するのは反対だが、今回ばかりは彼女に賛成だ。七人の男たちは抜き身の剣を手に俺たちに近づいてくる。

　対するこちらは丸腰だ。

　焚き火の明かりで盗賊たちの表情が見て取れる。下げ卑びた笑いというのはあんなのを言うんだろうな。見本のような七つの笑みに嫌悪感を覚えた。

　焚き火の炎に照らしだされたユリアーナの顔を見た盗賊の一人が口角をつり上げる。

「こりゃ大当たりだ」

　他の男たちも次々と下品な言葉を並べ立てた。

「ちょっと若すぎるが美人じゃねぇか」

「若すぎるのが趣味だっていう貴族や金持ちは大勢いるから大丈夫だ」

「むしろそっちの方が高く売れるってもんだ」

　これまで抱いたことのない感情が俺を襲う。自分の連れの女の子に下品な言葉を投げかけられることが、これほどまでに不快なことだと初めて知った。

「さっき攫さらった村娘みたいに、なぶり殺したりするんじゃねえぞ」

「アジトに連れ帰って数日楽しもうと思ったのによー」

「まったくだ。お前はやりすぎるんだよ」

　頭の禿げ上がった年配の男が左の頬に傷のある若い男を小突くと、

「勘弁してくださいよ。今度は殺さないようにしますから」

　そう言って悪びれる様子もなく笑った。

　こいつら、近隣の村から娘を攫ってなぶり殺しにしたのかよ。

　沸々と怒りが込み上げてくる。

　それはユリアーナも同じだった。

「神罰を下しましょう」

「俺たちに何か用か？」

　彼女の抑よく揚ようのない静かな囁きと、爆発しそうになる感情を抑えた俺の声とが重なった。

「このガキ、大人に対する口の利き方も知らねえみてえだな」

「ちーっと、躾しつけをしてやるか」

　男たちの間から下品な笑い声があがった。

「それじゃ、逃げらんねえように脚を切り落とすか！」

　突然、一人が大声をあげると、これ見よがしに剣で焚き火の明かりを反射させた。

　威嚇のつもりなんだろうな。

　視線でユリアーナに合図を催促するのと別の男が声をあげるのが同時だった。

「待てよ、男の方も可愛らしい顔してんじゃねか」

「傷きず物ものにするなよ、値が下がるからな」

「どっちも高く売れそうだ」

　男たちが上機嫌で笑う。

　彼らの反応に怒り心頭のユリアーナが冷たい笑みを口元に浮かべて聞く。

「大丈夫？」

「問題ない」

　七人全員、いつでも錬金工房に収納できることを告げた。

　初めて生きた人間を収納することになりそうだが、俺の精神状態は極めて落ち着いている。むしろ、酷ひどく不快にさせる連中を『さっさと視界から消したい』、という感情が急速に膨れ上がっていく。

「顔が怖いわよ」

　どうやら自然と口元が綻んでしまったようだ。

　俺は口元を引き締めて彼女に囁く。

「もう十分だろ？」

「まだよ。言げん質ちを取ってからね」

　文字通り、女神様の愛らしい笑みだ。

「あたしたちをどうする気かしら？」

　そう言葉を発した時には、たった今、俺に向けられた愛らしい笑みは消えていた。そこにあったのは酷こく薄はくな笑み。

「まずは俺たちのお屋敷にご招待だ。そこでたっぷりと楽しんでもらったら町へ連れてってやるよ」

　彼女が怯おびえるのを見て楽しむつもりなのだろう。何が待ち受けているのか容易に想像ができるような言葉をわざと選んでいる。

「そっから先は貴族や金持ちの商人のところだ」

「もしかしたら外国に連れてってもらえるかもな」

　盗賊たちの下品な笑い声が湧き起こる。

　大声で笑う盗賊たちにユリアーナが冷笑を浴びせた。

「あなたたちは人さらいね？　あたしたちを奴隷商人に売るつもりなんでしょ？」

「良くできました」

「お嬢ちゃんはこっちのガキと違って賢いな」

「たっくん、やっちゃって」

　盗賊たちの笑い声が響くかな、ユリアーナの囁きが俺の耳に届いた。

　次の瞬間、笑い声もろとも盗賊たちが消える。

　刹那の出来事。何の動作も必要ない。残像だけを残して七人の盗賊たちは消えた。

「終わったよ」

「ご苦労様」

「こいつらどうする？」

「情報を聞き出したいから、取り敢えず拘束した状態で一人吐きだしてくれる？」

「アジトを襲撃するのか？」

　自分でも声が弾んでいるのが分かる。俺は武装解除した盗賊の一人を手て枷かせと足あし枷かせとで身動きできない状態にして地面に転がした。

　止まった時間が動きだす。

　収納する直前に響いた笑い声が再びあたりに響き、すぐに戸惑いの声に変わる。

「何だ？　てめえら、何をしやがった！」

「これからあなたに質問をするから正直に答えてね」

「おい、お前ら。こいつらを痛めつけろ！」

　盗賊が自由にならない手足を必死に動かして大声を張り上げた。

　状況が把握できていないようだな。この男にある最後の記憶は、武装した仲間たちで俺とユリアーナを囲んで笑っていた瞬間なのだから無理もない。

「誰もいないぞ」

　地面に転がった男は初めて周囲を見回す。

「皆、あなたを見捨てて逃げていったわよ」

　楽しそうなユリアーナの顔が焚き火の炎に照らしだされる。

　盗賊の顔が蒼ざめた。

　自分が独り取り残され、拘束されていることをようやく理解したようだ。




◇




　盗賊の一人からアジトの場所と戦力を聞きだすのにそう時間はかからなかった。

　ユリアーナ曰く。

「所詮、盗賊。命を対価に脅せば、義理も根性も罪の意識すらないから簡単に口を割るわよ」

　その通りだった。自分の命惜しさにベラベラと喋る。こちらが聞いてもいない情報まで教えてくれた。浅ましい大人を目の当たりにすると、青少年としては『ああはなりたくない』と本心から思う。

　盗賊のアジトを急襲しようと、「さあ、盗賊のアジトに乗り込むわよ！」とかけ声をかけたのが十分ほど前のこと。

　――俺とユリアーナの口から漏れたのは諦めの言葉だった。

「そろそろやめないか？　これ以上時間を無駄にする訳にはいかない」

「そうね、ちょっとハードルが高かったかもね」

　荒ぶる二頭の馬を錬金工房に収納した。

　聞きだした連中のアジトに馬で駆けつけようとしたのだが……、それが大きな間違いだった。一度も乗馬なんてしたことがないのになぜ乗れると思ったのだろう。他人のせいにするつもりはないが、ユリアーナの軽いノリに惑わされた気がしてならない。

『乗ったことはないけど、見たことはあるんだし、何とかなるでしょ』とはユリアーナ。

　結局、何ともならなかった。七頭の馬全て試したが歩くことすらままならない。端的に言うと、馬に乗ってすぐに放り出された。

「歩くしかなさそうね」

　盗賊たちのアジトはここから五キロメートルほど先にある洞窟。

「ユリアーナ、提案というか相談がある」

「五キロメートル歩くのが嫌だとか言わないでよ。盗賊を掴まえて騎士団に突きだしたら報ほう奨しょう金きんが貰えるのよ」

　先ほどの尋問で、盗賊団のボスを含めた五人の盗賊たちに賞金がかかっていることを聞きだしていた。更に盗賊が盗んだ財産は討伐した者に所有権が移ることも確認済みだ。

「先立つものは必要だし、善行を積んで大金を得られるんだから反対するつもりはない」

「じゃあ、歩きましょう」

　そう言って歩きだす彼女の背に言葉を投げかける。

「盗賊の持っているスキル」

　そこで言葉を切ると、案の定ユリアーナが即座に反応した。

「何か面白そうなスキルでもあったの？」

「全員、公用語のスキルを持っていた」

「当たり前じゃないの」

　期待に輝いた瞳を落胆の色に染めて力なくうなだれた。

「そのスキルを馬に付けられないかな？」

　声帯が違うから喋ることはできなくても、こちらの命令を正しく理解することができるようになるかもしれない。理解できれば俺たちでも馬に乗れるはずだ。公用語を理解できなくなった盗賊の末路を想像すると若干の罪悪感を覚えるが、これも因果応報と諦めてもらおう。

　振り返ったユリアーナの口元に笑みが浮かぶ。

「盗賊が公用語を理解できるよりも、馬が公用語を理解できる方がずっと価値があるわ」

　予想はしていたが迷いがない。

「言いだしておいて何だが、反対しないんだな」

「公用語スキルを失った盗賊には、女神であるあたしから感謝の祈りを贈りましょう」

　胸の前で両手を組むと静かに目を閉じる。

「それだけ？」

「過分な同情は禁物よ」

「それじゃ……」

　俺は盗賊の公用語スキルの剥奪を試みることにした。適当に二人を選んで地面へと転がす。

「てめぇら！　俺たちにこんなことをしてただで済むと思うなよ！」

「生まれてきたことを後悔するくらいひでぇ目に遭わせてやるからな！」

　縛り上げられた状態でなおも虚きょ勢せいを張る二人を無視してユリアーナが聞く。
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「二人だけ？」

「俺たち二人しか馬に乗らないんだから二人で十分だろ？」

「実験だしそんなものかしらね」

「おい！　無視するんじゃねえ！　さっさとこの縄を解きやがれ！」

「てめぇら二人とも、売り物にならないくらい弄もてあそんでやるから覚悟しろよ！」

「因ちなみに、言語スキルは二人とも公用語しか持っていないのかしら？」

「公用語だけだ」

　その言葉を聞いた瞬間、ユリアーナが酷薄な笑みを浮かべた。

「言語スキルがなくなったら人ってどうなるのかしら？　とっても興味が湧いてきたわ」

「何の話をしてやがる！」

「このあたりには俺たちの仲間がいるんだ！　絶対に逃げられねえからな！」

　俺は二人の盗賊から公用語のスキルを剥奪した。

　その刹那、

「ウワー！　アアアアー！」

「アギャ！　ワギャー！」

　二人は文字通り言葉にならない叫び声をあげた。手足を縛られている状態で身体を必死に動かして泣き叫ぶ。自分でやっておいて言うのもどうかと思うが、何とも憐れな姿だ。

「うるさいわね」

　ユリアーナが辟へき易えきとした表情で盗賊の一人を軽く蹴った。すると、叫び声が赤ん坊の泣き声のように変わる。

「大の大人が赤ん坊みたいに泣いても可愛くないわよ」

「これって、本能の部分で恐怖を感じて泣いているんじゃないのか？」

　身体の自由が利かない状態で軽くとはいえ攻撃を受けて痛覚が刺激されたのだ。恐怖を感じるには十分だろう。

「言われるとそんな感じね」

　蹴られていない方の盗賊も、隣で怯えたように泣く盗賊に影響されてか同じように泣きだした。

「思考するのにも言語が必要だろう？　こいつら二人とも、考えることもできないんだと思う」

「本能の部分で反応しているだけということね」

「おそらくな……」

　唯一の救いは本人に自覚がないことだろう……。もっとも、それが本当に救いなのかは分からない。

「見ていて気分の良いものじゃないわね」

「どうする？　公用語のスキルを返してやるか？」

　後味の悪さを感じているとユリアーナが無情な一言を放つ。

「いえ、馬に付与しましょう。その方があたしたちのためにもなるし、この世界のためでもあるわ」

「分かった」

　俺は赤ん坊のように泣きながら怯える二人の盗賊を収納した。
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　俺たち二人は夜の街道を馬で駆けていた。知らない者が見たら熟練の騎手だと勘違いするほどの手た綱づなさばきだ。

「そろそろ馬を降りて歩きましょう」

　馬を並走させるユリアーナの声が馬蹄に交じって響いた。

　俺は彼女の言葉にうなずいて馬に語りかける。

「よし、もういいぞ。止まってくれ」

　馬はゆっくりと速度を落として静かに止まった。すぐ隣にユリアーナの乗った馬も止まる。

　盗賊から剥ぎ取った公用語スキルを馬に付与することで、乗馬の経験がない俺たちでも容易く馬を扱えた。

「いい子ねー。他の馬よりもたくさんの飼い葉を食べさせてあげるからね」

「飼い葉は村か町に着いたら買ってやるからな」

「盗賊のアジトに行けば飼い葉くらいあるわよねー」

　再びユリアーナが馬に語りかける。すると小さないななきをあげて二頭の馬が大きくうなずいた。

　俺は二頭の馬を錬金工房に収納し、盗賊のアジトがあるという岩場に目を凝らす。アジトまで一キロメートル余。身体強化で視力を強化しても、月明かりの下では有用な情報は得られないか。

　諦める俺の隣でユリアーナが言う。

「二十五人いるわ」

「あの盗賊、嘘をついたのか？」

　尋問した盗賊の情報ではアジトにいる仲間は二十四人。男が十六人、女が八人だと言っていた。

「あの状況で嘘をつくとは思えないし、ごまかすにしても一人少なく伝えた程度じゃ何の意味もないわよ。頭悪そうだったし、単純に人数を数え間違えただけじゃないの？」

　無造作に歩きだすユリアーナの後を慌てて追う。

　岩場が見えてくると盗賊たちがアジトとして使っている洞窟の入り口がすぐに分かった。かがり火に照らしだされた洞窟の入り口と二人の見張り。

　岩の陰から覗き込みながら囁く。

「洞窟の中に二十二人。外に三人……」

「見張りは二人だけだぞ」

　強化した視力で周囲を改めて見回すが、洞窟の前に立っている二人以外は見当たらない。

「もう一人はあのあたりね」

　そう言って彼女が指さしたのは入り口のそばに放置された三台の馬車だった。大きく切り裂かれた幌ほろには黒ずんだ染みが広がり、その切れ目からは水が入っていると思しき樽や服などの日常生活を連想させる品が幾つも見える。隊商か行商人を襲ったばかりのようだ。

　瞬時に嫌悪感が湧き上がる。

「問題ない。見張りの二人だけでなく、もう一人も馬車ごと収納できる」

「それじゃ、お願い」

　彼女の言葉が終わると同時に俺たちの視界から二人の見張りと三台の馬車が消えた。

「相変わらず鮮やかなものね」

　ユリアーナは一言そう口にすると洞窟の入り口へと向かって歩きだす。

　俺も彼女の隣を並んで歩きながら、錬金工房で武器を作成する。素材は盗賊から奪った鋳ちゅう造ぞうの剣。はっきり言って鈍なまくらだ。しかし、これを切れ味鋭い鍛たん造ぞうの日本刀へと生まれ変わらせるのに瞬き一つする時間も必要なかった。思い描いた通りの日本刀が錬金工房の中に瞬時に出現する。

　闇に溶け込むような黒塗りの刀身。柄つかも鍔つばも鞘さやすらも、全てが黒一色の日本刀だ。

　鑑定すると『鋭利』という見慣れないスキルがあった。それをユリアーナに告げると、腕のいい鍛か冶じ職しょく人にんが作った剣に稀に現れることがあるスキルが幾つかあり、『鋭利』もその一つだと教えられた。

「素人が初めて作った剣に、どうしてそんな希少なスキルが現れるのよ」

　呆れる彼女の隣を歩きながら、抜き身のそれを右手に出現させると、黒い刀身にかがり火が鈍く反射する。

「やっぱり日本人は日本刀だよな」

「武器は必要ないでしょ？　それに何だか華きゃ奢しゃな武器ね。斧でも受け止めたら簡単に壊れちゃいそう」

　ロマンのかけらもない感想だ。

「勘違いするな、これは戦うための武器じゃない。俺の精神を高揚させるためのアイテムだ」

　だからこそ見た目が重要になる。違うな。見えないところこそ重要だ。

「我が愛刀の号は『修しゅ羅ら』！」

　柄に隠れた号を口にした途端、身体の奥底から力が漲みなぎってくるような錯覚を覚えた。
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「刀に名前を付けたの？」

「武器に名前を付けるのは、日本では当たり前のことだ。何といっても神話の時代から続く文化だからな」

「へー、そうなんだー」

　相変わらず理解できていないようだ。

「それにこいつには、ゴブリンから奪った『頑がん健けん』が付与してある。見た目通りの性能だと思うなよ」

「何よ、それ。『頑健』って肉体に宿るスキルよ……。いえ、いいわ。たっくんのスキルについて、あれこれ疑問を口にするのはやめましょう」

「俺の愛あい刀とうは斧を受け止めても十分に耐えられる」

「どうせなら武器じゃなくて防具にしなさい。たっくんの場合、遠距離攻撃と不意打ちさえ防げれば勝てるんだから」

　やはり、男のロマンが分かっていない。

「身体強化と魔力障壁は展開済みだ」

　反射神経と運動機能の強化で物理的な攻撃への対処ができること、加えて鋼の鎧よろい程度の防御力で全身を覆っていることを告げた。

「油断は禁物よ。魔法障壁を破壊してダメージを与えられる敵がいるかもしれないでしょ」

　もしそんな強大な魔力を感知していれば、とっくに警告しているはずだ。

「そんな恐ろしい魔術師はいないんだろ？」

「魔道具を持っている可能性もあるわよ」

　そう言って昼間使った木製の盾を要求する彼女に、新たに鋼で補強し『頑健』を付与した盾を渡した。

「それと、これも念のため装備しておけ」

　作成したばかりの、『鋭利』付きのショートソードを差しだす。

「未経験者が剣を二本作って、二本とも鋭利が付いているとか、この世界の鍛冶職人が聞いたら絶望しそうね」

「ごちゃごちゃ言ってないで神罰を下しに行くぞ」

「それはあたしの台詞でしょ」

　俺たち二人は洞窟へと足を踏み入れた。

　洞窟の中を慎重に進む間も、奥からはいかにも盗賊らしい下品な笑い声と嬌きょう声せいが聞こえる。

　無防備すぎる。警戒して進むのがバカバカしく思えるが、それでも罠わなの可能性があると自分に言い聞かせて警戒を怠らないように進む。

「この扉の向こうに二十人が集まっているわ」

　頑丈そうな木製の扉。その向こうにある程度の広さの空間が広がっているのだろう。

「扉を開けたら盗賊たちを片っ端から収納する」

　最悪は蹴り破る覚悟だったが、扉を押すと容易く開いた。扉のわずかな隙間から中の様子がうかがえる。

「まだ気づいていないみたいね」

　隙間の先にあったのは、行商人を襲ったときの話を肴さかなに笑いながら酒を飲んでいる盗賊たちだった。

「こいつら、クズね」

　ユリアーナが怒りを顕わにする。

「正面から突入するぞ！」

　俺は扉を勢いよく蹴破ると、それまでバカ騒ぎしていた連中の視線が俺たちに集中する。

「誰だ、てめえら！」

　一人の盗賊が鬼のような形ぎょう相そうで睨みつけた。

　扉を蹴破ると同時に酔い潰れていた八人を収納したが、誰も気づいていないようだ。

「あえかな美少女とひ弱そうな少年が相手だと分かった途端に強気ね」

　ユリアーナに対する抗議の台詞を飲み込んで俺は魂の名を告げる。

「神かん薙なぎ修しゅ羅ら」

「たっくん？　唐突に何を言いだすの？」

「この世界での俺の名だ」

「頭、大丈夫？」

　可哀想な人を見る目で俺を見るな。

「神薙とは神を薙なぐこと。修羅とは最強の鬼。俺は神をも斬り裂く最強の鬼となる！　改めて名乗ろう！　断罪者、神薙修羅だ！」

「いろいろと間違っているけど突っ込まないであげる」

　ユリアーナは俺を気遣うように囁くと盗賊たちに向き直った。

「あたしのことは気にしないで。悪人に名乗る名前は持ち合わせてないから」

「ゴチャゴチャとうるせー！」

　そう叫んだ男が立てかけてある剣へと手を伸ばした。

　次の瞬間、男の手が空を切る。

　男は剣があるはずの空間を振り向くと、驚いた表情を浮かべて動きを止めた。

　残念だったな、剣は錬金工房の中だよ。

　俺は目に付く範囲の武器と、連中が装備している武器を次々と収納する。

「武器がねえ！」

「俺の剣もだ！」

　あちらこちらで、驚きの声があがった。理解を超えた攻撃が自分たちに向けられていると知り、盗賊たちの顔に怯えと恐怖が浮かぶ。

　俺は怯える盗賊たちに言う。

「武器も持たずに俺たちと戦う気か？　奥に武器があるんだろ？　取ってこいよ。それくらいの時間は待ってやるぜ」

　背筋に電流が走るような錯覚を覚えた。自分らしくない言葉遣いに、えも言われぬ快感が襲う。

　隙を見つけたつもりなのだろう、七人の男女が奥へと駆けだした。彼らが通路の陰に差しかかる直前に錬金工房で収納する。

　これで、いくら待っても奥から武器を持って戻る者はいない。

「奥から二人来るわよ」

　ユリアーナの警告にうなずきながらそいつらを収納し、同時に飛んでくる投げナイフを俺に突き刺さる直前で収納する。

「やった！　え……？」

「仕留めたと思ったか？」

「そんな……」

　女の顔から笑みが消え、顔が蒼ざめてくる。

「お前の投げたナイフは銀のナイフか？　それとも金のナイフか？」

　馬車の中にあった銀食器と金貨を加工して作成したナイフを左手に出現させた。

「通じる訳ないでしょ」

「ちょっとした冗談だよ」

　ナイフを上に放り投げるような動作をして再び錬金工房へと収納する。同時にナイフを投げた女も収納したが、部屋にいた全員が俺の手の動きに気を取られていて女が消えたことにすぐには気づかなかった。

「奥から更に二人」

「問題ない」

　男たちが姿を現した直後に収納した。

「消えた……！」

　奥から現れた男たちが突然消失するさまを見ていた盗賊の一人が怯えたように後退る。他の盗賊たちも自分たちを取り巻く異変にようやく気づいたようだ。

「おい……、他のヤツらはどうした……？」

「何で俺たちしか残ってねえんだ？」

　盗賊たちが疑問を口にしながら周囲をうかがう。

「助けてくれ。金も武器も全部差しだす。命だけは助けてくれ」

　盗賊の一人が涙を流してその場に平伏すると、他の連中も同じように平伏して抵抗の意思がないことを示した。

　怯えて涙を流す盗賊たちに、ユリアーナが冷ややかな口調で聞く。

「あなたたち、隊商か行商人を襲ったでしょ？　生き残りはいるの？」

　その質問に三人の女たちが悲鳴で答えて奥へ向かって走りだした。悲鳴をあげる女だからといって容赦はしない。通路に差しかかったところで、まとめて三人の姿と悲鳴が消える。

「もう一度聞くわ。生き残りはいるの？」

「行商人の仲間なのか？」

「荷物は返す。全部返す」

「助けてくれ、助けてくれ」

　涙を流して懇願する五人の男たちにユリアーナが三み度たび問う。

「生き残りはいるの？」

　彼らの肩がビクンッと跳ねた。

「……いねえ。全員、殺しちまった」

「殺すつもりはなかったんだ。本当だ」

　刹那、鬼の形相で一人の盗賊がユリアーナに飛びかかった。だが、飛びかかってきた盗賊と泣き叫ぶ男たちを収納する。

　部屋の中に静せい寂じゃくが訪れた。

「これで全員か？」

「少なくとも魔力感知には何も引っかからないわ」

「それじゃ、盗賊たちがため込んだ盗品をいただくとしよう」

　アジトの奥へ向かおうとすると、ユリアーナが気怠そうに言う。

「疲れたからお宝を吟味するのは明日にしましょう」

「お宝は逃げないか……」　俺たちは盗賊のアジトで一夜を明かすことにした。




◇




　翌朝。

「やっぱり屋根と壁があるっていいわね」

　ベッドの上で気持ちよさそうに伸びをするユリアーナが顔を輝かせて提案する。

「ねえ、たっくん。野営用に小屋を造りましょうよ」

　それはもはや野営ではない気がする。だが、雨風をしのげる空間が欲しいのは俺も同じだ。幸い周囲は森と岩場のため、建材は十分にある。金属類も、鋼の武器を中心に盗賊たちのため込んでいた武器類が洞窟の奥にあったので、材料に困ることもない。

「リビングとダイニング、それぞれの寝室にキッチンとトイレ、風呂があればいいか？」

「お風呂、いいわねー。できれば温泉が欲しいところだけどー」

　物欲しげに見るな。

「さすがにそれは無理だろ」

「大丈夫。どこかで温泉を見つけたら大量の源泉を収納しましょう」

　収納容量がどれくらいあるか知らないが、俺とユリアーナなら問題なく実現できそうだ。ユリアーナと二人きり、混浴の露天風呂が鮮明な映像となって浮かび上がる。

「ＯＫ、岩風呂でも檜ひのき風ぶ呂ろでも任せておけ」

　温泉の魅力に負けて承諾の返事をすると、

「お風呂は男湯と女湯で別にしてね」

　見透かしたようにクギを刺された。

　寝室は当然別々になるから、２ＬＤＫでトイレ付、風呂は岩風呂と檜風呂の二つを作って男湯と女湯を日替わりで交互に替えるか。

「分かった。取り敢えず作ってみるから、それを見てから意見をくれ」

「馬小屋にいる馬も全部持ってくわよ」

　洞窟の外に馬小屋があり、そこに三十頭以上の馬が繋がれていた。

　公用語スキルを付与した二頭の馬も昨夜はその馬小屋で一晩を過ごしている。約束通り飼い葉を大量に用意したので心行くまで食べているはずだ。

「と、その前に盗賊のお宝ね」

　そう言って勢いよくベッドから飛び降りた。

「ところで、昨夜から気になっていたんだが……」

「何よ、歯切れが悪いわね」

「入り口のところにあった馬車、あれを中に隠れている盗賊ごと収納しただろ？」

「それがどうしたの？」

「隠れていた場所が積み荷の中なんだ」

「え？」

「しかも、女の子なんだよ。何て言うか、村娘っぽい恰好をしている。もしかしたら襲われた行商人の同行者じゃないのか？」

　盗賊に襲われた時、咄嗟に積み荷の中に隠れた可能性に思い当たる。いや、状況からしてその線がかなり濃厚な気がしてきた。

「もっと早く言いなさいよ。

「ともかく、その女の子を出しましょう」

「了解だ」

　馬車の中に隠れていた少女を先ほどまでユリアーナが寝ていたベッドの上に横たえた。年の頃は十二、三歳。ユリアーナと同じくらいの年齢に見える。北欧系の彫りの深い顔立ちで、きめの細かい白い肌と淡い水色の髪が目を惹く。

　端的に言って美少女だ。

　どことなくホンワカとした感じのする女の子で保護欲をそそられる。見た目はともかく、言動のきついユリアーナよりもこの娘の方が好みかもしれない。ただし、服装はこの上なくみすぼらしい。ツギハギどころが、ところどころ穴の開いたボロ服を着ていた。

　ベッドの上で眠っている少女を覗き込んでいたユリアーナが不意に顔を上げる。

「何で眠っているのよ」

　疑いの眼差しが俺に向けられた。

　錬金工房内の時間を停止せず、隠れていた少女が一晩中怯え、泣きつかれて眠ってしまったと思われたようだ。気持ちは分かる。俺も少女が眠っていることが信じられない。

　だが……。

「間違いなく、時間は停止していた」

「もしそうなら、相当図太いわよ、この娘」

　つまり、盗賊に馬車を襲われ仲間が皆殺しにされる中、積み荷の中で息を潜めて隠れていたのではなく、隠れて居眠りをしていたことになる。

　ユリアーナが寝息を立てる少女に再び向き直る。

「もしもーし。お嬢さん、起きてください」

「う、ん……」

　覚醒しそうで覚醒しない。

「起きなさい」

　ユリアーナの語調が強まるが、一向に起きる気配がない。相変わらず幸せそうな寝顔だ。

　少女を起こそうと揺すること数回、ユリアーナがキレた。

「いい加減に起きなさい！　これ以上眠り続けると神罰を下すわよ！」

「ふぇ……」

　能天気そうな声を発して少女が目を覚ました。

　寝ぼけ眼まなこの少女にユリアーナが聞く。

「あなたは誰？」

　つい最近、聞いた台詞だ。

「誰！　誰ですか！」

　俺とユリアーナに気づいた少女は驚きと恐怖の表情を浮かべると、怯えたようにベッドの上を後退る。

「君に危害を加えるつもりはないから安心してくれ。俺は神薙修羅、この娘はユリアーナ・ノイマン」

　俺の魂の名前と昨夜急遽決めたユリアーナの偽名を告げた。次いで、簡単に現状を説明しようとする矢先、再びユリアーナが問う。

「あなたは誰？」

「ごめんなさい。悪気はなかったんです」

　引きつった顔で小さな悲鳴をあげたと思ったら、そのままベッドの上で泣き崩れた。

　俺とユリアーナは互いに顔を見合わせた。
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「信じられないな」

「信じられないわね」

　俺とユリアーナの声が重なった。

「本当です、嘘はついていません」

「嘘をついているとは思ってない」

　信じられないのはそこじゃない。

「町から逃げだすのに行商人さんの馬車に無断で潜り込んだのは反省しています。信じてください、悪気はなかったんです。他に方法が思いつかなくて……」

　次の町まで三日。

　三日分の食料を抱えて馬車に潜り込む後先を考えない行動力も信じ難いが、信じられないのは盗賊に襲撃されたにも拘わらず、積み荷に隠れたまま眠ってしまう神経の方だ。

　泣き崩れる少女を落ち着かせてようやく話を聞きだすことができたのが十数分前のこと。

　少女の名はリーゼロッテ・フェルマー。

　ここから半日の距離にあるラタの町の出身で、三日前に十四歳になったばかり。十一歳の時に両親に先立たれて以来、地元の孤児院で暮らしていたそうだ。だが、最近赴任してきた代官に目を付けられ、身の危険を感じて町からの脱出を図ったのだという。

「それでリーゼロッテはこれからどうするつもりなんだ？」

「取り敢えず隣の町に逃げ込んで、落ち着いたらどこかの商家か、商業ギルドで働かせてもらおうと思っていました」

　十四歳の少女がそんな簡単に職につけるものなのか、と疑問に思っていると、

「あたし、文字の読み書きと計算ができるんです」

　そう言ってリーゼロッテが微笑む。

　俺と目が合ったユリアーナがリーゼロッテの言葉を肯定するように小さくうなずいた。なるほど、この国では文字の読み書きと計算ができる人材というのは貴重なのか。一応、考えてはいるようだが……。

「目を付けられた相手は町の代官なんだろ？　隣町に逃げたくらいで何とかなるものなのか？」

「どうでしょう？　あたしもお代官様から逃げるのは、これが初めてなのでよく分かりません」

　あまり考えていないようだ。

「町の一つや二つ離れたくらいで逃げ切れるとは思えないけどな」

「その代官の執着度合いにもよるでしょうけど、本気で追いかけてくるようなら逃げきれないでしょうね」

「隣町でなく隣国に逃げ込むなら、その代官からも逃げ切れるかもしれないな」

　町を一つ二つ隔てたくらいで逃げ切れるなら、この世界は犯罪者で溢れ返っていそうだ。

「そんな！」

　計画が根底から覆り、絶望がリーゼロッテを襲ったところにユリアーナが追い打ちをかける。

「そもそも、その代官は本当にあなたを狙っているの？」

　それはあんまりじゃないのか？　もし、彼女の勘違いだったら、この逃亡計画そのものがギャグにしかならない。

　リーゼロッテが恥ずかしそうに頬を染め、うつむき加減で話しだす。

「孤児院の帳ちょう簿ぼ確認を手伝っている時もやたらと身体を触られました」

　二歳しか違わない俺ならセーフだが、大人ならロリコン確定だ。

「お屋敷に来るよう言われたり、無理やり馬車に連れ込まれそうになったりしたのも一度や二度じゃありません」

　世界が変わっても権力者のやることは汚い。

　俺の中の正義感を何かが刺激する。

「それに、昨夜は怪しい男の人たちに攫われそうになりました」

　そう言って涙を流しだした。

　決まりだ。悪代官、許すまじ。

「リーゼロッテ、君には三つの選択肢がある。一つは、ここで俺たちと別れて隣国を目指す。もう一つは隣町へと向かう。もう一つは俺たちと一緒にラタの町に戻る」

「お二人と一緒に隣国に向かう、という選択肢はありませんか？」

　無理な頼みだと分かっているのだろう、額に汗が浮かび、その一部が頬を流れる。

　とはいえ、意外と強いな、この娘。

「あなたねー、慈悲深いあたしでも限界があるわよ」

「ごめんなさい！　希望です、希望を言ってみただけなんです」

「それで、どうするつもり？」

「どうしましょう？」

　小首をかしげるリーゼロッテに、ユリアーナがため息交じりに返した。

「聞いてるのはこっちよ」

「ヒッ、ごめんなさい」

　ベッドの上で後退るリーゼロッテに言う。

「俺たちは三十一人の盗賊を簡単に倒せる力がある。その悪代官がリーゼロッテに迫ってきても俺が守ってやる」

「え？」

　驚くリーゼロッテの頬がわずかに赤らんだ。

　おや？　これは脈ありか？

「このままじゃ他国に逃げない限り、常に悪代官の追っ手に怯えて暮らさないとならないぞ」

「それは……」

「必ず守る」

　彼女の手を取ると、頬の赤みが増した。もう一押しだな。

「リーゼロッテも故郷を離れたくはないだろ？」

「それはそうです、が……」

「俺を信じてくれ。もし、途中で信じられないと思ったら逃げだしてくれて構わない」

　彼女に金貨の入った皮袋を投げる。

「これは？」

「信じられないと思った時に逃げるための逃亡資金だ」

「信じます！　あたし、シュラさんを信じます！」

　身を乗りだして俺の手を強く握り返した。背後から聞こえるユリアーナの『ばっかじゃないの』という言葉は聞かなかったことにしよう。

　こうして俺たちの次の目的地が決まった。次の目的地に向かうとしても事前準備は必要だ。洞窟の奥にあった一室を開けると無造作に積み上げられた盗品と思しき品物の山があった。一般的な馬車十台分はありそうな量だ。

「随分と羽振りのいい盗賊だな」

「街道沿いだし、隊商や行商人が頻ひん繁ぱんに往来していたんでしょ」

「やっぱり悪いことする人たちって儲かるんですね」

　俺とユリアーナに続いてリーゼロッテがあんぐりと口を開けてあたりを見回す。

「それじゃ、片付けるか」

　俺は一人で部屋の中に入ると『異空間収納』に収納する要領で、盗品の数々を収納して回る。それと同時に収納した品物を錬金工房内で鑑定と選別を続ける。

「へ？」

　おかしな声をあげて固まっているリーゼロッテに聞く。

「異空間収納を見るのは初めてか？」

「えーと……、見たことはあります、けど……」

　何か失敗したかと思いユリアーナに視線で問うが、彼女も思い当たる節がないらしく小さく首を振る。

「収納量が多いのは内緒にしておいてくれると助かる」

「それもありますが……」

「気づいたことは言ってくれ。俺もユリアーナも世間に疎うといんだ」

　俺とユリアーナは異国の大商人の子どもで腹違いの兄妹という設定だ。更に、正せい妻さいの息子である長兄と折り合いが悪く、父親が若くして病死したのをきっかけに、ろくに世間のことを知らないまま家を出る羽目になったということにしてある。

「速いんです。ともかく、収納するスピードがあり得ないくらい速いんです」

　彼女が言うには異空間収納で対象物を出し入れするのに普通は一分ほどかかるらしい。重量物であれば更に時間が必要となる。

「そうなの？　知らなかったわー。あたしたち家族の間ではこれが普通だったのよー」

「ははは……、凄いご家族ですねー……」

　室内の盗品を全て錬金工房に収納し、必死にごまかすユリアーナと反応に困るリーゼロッテに声をかける。

「二人ともこっちに来て座らないか？」

　錬金工房からたった今出した椅子を二人に勧め、同様にたった今出したテーブルの上に錬金工房で作成した装飾品を並べる。

「これが闇属性の指輪だ」

「早速試してみましょう」

　ユリアーナはそう言うと、闇属性の魔石を組み込んだ二つの指輪、『睡眠の指輪』と『麻痺の指輪』を装着して虚空を見つめたまま動きを止めた。

「どうした？」

「成功ね」

　口元に笑みを浮かべて二つの指輪を外すユリアーナに聞く。

「今、何かしたのか？」

「二つの指輪に付与された魔法を発動させたの」

　言葉通りだとすると、発動させた魔法は睡眠の魔法と麻痺の魔法。何もない空間に向けて発動させたので見た目には変化が生じないが、魔力感知ができる彼女だからこそ魔法が発動したことを確認できたのだろう。

「盗賊が装備していたブレスレットと同様の機能ね」

「そのブレスレットを参考にして作成したんだから当然だろ」

「たっくんが作ったから、永遠に眠り続けたり、死ぬまで麻痺したままだったりと、実用性を無視した方向で高性能なんじゃないかと心配したのよ」

「何の話をしているんですか？」

　リーゼロッテの疑問をスルーして、ユリアーナが『杞き憂ゆうだったようね』と微笑む。

　心配なのは理解できるが、もう少しオブラートに包んだ発言ができないものだろうか。リーゼロッテが笑顔を引きつらせているだろ。

　釈然とせずにいると、ユリアーナは次の指輪へと手を伸ばした。

「これは？」

「火の指輪だ」

　これも盗賊が所持していた指輪を参考に作成した。この周辺の国々では中産階級の住民たちの間で、標準的に利用されている魔道具だと盗賊たちから説明を受けている。

　ユリアーナの手のひらから数センチメートルのところに、ロウソクの炎くらいの火が浮かび上がった。彼女が軽く手を振ると地面にぶつかって消える。

　魔道具で魔法を発動させる様子を驚くでもなく見ているリーゼロッテに聞く。

「リーゼロッテは魔法が使えるのか？」

「いえ、使えません」

「そんな君に朗報だ。この指輪を嵌はめるだけで、誰でも属性魔法が使えるようになる」

　テーブルの上から白金プラチナの指輪を手に取り、彼女の指に嵌めた。

「あたし、お金なんて持ってません！」

「お金は要らない。対価は知識。知らないことをいろいろと教えてほしい」
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　湧き上がった邪よこしまな想像を頭の片隅に追いやる。

「え！」

「ちょっと！」

　怯えた表情でリーゼロッテが手を引っ込め、ユリアーナが怒りの形相でテーブルを叩くのが同時だった。

「どうした？」

「いたいけな少女に何を要求するつもりだったの？」

　立ち上がったユリアーナが、椅子の上で震えているリーゼロッテを抱きかかえた。

「誤解しないでくれ、やましい気持ちもなければ、下心もない。本当だ」

　一瞬だけよぎったが、口にはだしていないからセーフだ。

「今、もの凄くいやらしそうな顔をしていたわよ」

「御代官様を思いだしました」

　悪徳代官と一緒かよ！　ひどい言われようだな。

「誤解だ。その指輪の説明を聞いてリーゼロッテが驚く顔を想像しただけだ」

「本当でしょうね？」

「女神様に誓う」

　左手を挙げてドラマで見た宣誓のポーズをした。

「いいわ、信用しましょう」

「疑ってしまってごめんなさい！　あたし、神経質になっていたみたいです。許してください！」

　まだ疑惑を捨てきれていない眼差しのユリアーナとは対照的に、リーゼロッテは心底反省したようで何度も謝罪の言葉を口にした。

「それじゃ、俺の信用が回復したところで話を再開しよう」

　銀製の幅広のブレスレットをリーゼロッテに渡して意見を求める。

「え？　あたしですか？」

「この地域でどう思われるか、意見を聞かせてほしい」

　幅広のブレスレットには横に四つ、縦に三つ、合計十二個全てが異なる形状のシンボルを刻んである。それぞれのシンボルに触れて魔力を流すことで、四つの属性魔法から三つずつの魔法、合計十二個の攻撃や防御の魔法が使える魔道具だと告げた。

　盗品の中にも魔法が固定されているとはいえ、水と火が出せる魔道具があったのだから、それほど非常識な魔道具ではないはずだ。

「えーと……、これに近い魔道具の噂を聞いたことがあります」

「噂？」

「騎士団の団長が先王から頂戴した宝剣で、火球と水刃と岩弾が使えるそうです」

　そう言うと幼い子がイヤイヤをするように首を横に振りながら、ブレスレットの魔道具を無言で俺に差し戻す。

　宝剣だと？　この程度でもヤバい品物らしい。

「助かるよ、俺もユリアーナも魔道具に疎くってさ」

「本当、助かるわー」

「これからもこの調子で教えてくれると嬉しいな」

「こんなのがまだあるんですか？」

　俺とユリアーナとは違った種類の乾いた笑いが彼女の口から漏れた。

　次は魔道具の説明に移ろうと思ったんだが……。

「この際だから、失敗はこの場で全て済ませてしまおうと思うがどうだろう？」

「賛成よ」

　俺の提案にユリアーナが即答した。

「ということで、次の魔道具だ」

「まだあるんですね……」

　嫌そうな顔をするリーゼロッテの前に指輪を差しだす。

「その指輪には地・水・火・風、四種類の属性魔法が付与されている」

「四つ魔法が使えるんですか！」

「四つじゃない。四種類の属性魔法が使えるようになる。盗賊たちが持っていた魔道具のように固定された魔法だけでなく、属性魔法の才能を持って生まれた人のように訓練次第で幾つもの魔法が使えるようになる」

　ユリアーナの表情が強張り、驚愕した様子でまっすぐに俺を見ている。対してリーゼロッテは呆然とした表情をしている。

「えーと、よく分かりません」

　おそらくはこの世界に存在しない性能の魔道具なのだろう。すぐには思考が追いつかないのも無理はない。

「固定された魔法じゃなく、属性魔法が使える、ですって……？」

「検証はまだだが、性能はそのはずだ」

「聞いたことないわ」

　女神であるユリアーナすら知らないのか……。

「付与したのは盗賊たちから剥奪した地・水・火・風の属性魔法のスキルなんだけど……」

　俺がそう告げると二人が息をのんだ。

「何ですか、それ……」

「スキルを剥奪する能力はもちろん、剥奪したスキルを付与する能力も、この世界には存在しないわ」

　俺の隣に移動したユリアーナがリーゼロッテに聞こえないように囁いた。

「俺の錬金工房だからこそ作れる魔道具ということか……」

　ユリアーナの口から改めて言われると、自分が授かったスキルの壊れっぷりが実感できる。

　俺はこの世界に存在しなかった魔道具を量産することができる……。

　不安がないとは言わない。だが、それを大きく上回る好奇心と期待とで胸が高鳴っていた。それはユリアーナも同様のようだ。指輪を見つめる瞳が輝き、口元には妖あやしい笑みが浮かんでいる。

「盗賊たちの所持していた魔道具は属性魔石を使って、その属性ごとに何か一つの魔法が使えるようになるものだ。だが、俺の作製した魔道具は特別なものだ」

　俺はリーゼロッテに理解できるよう説明を始めた。

「持っていることも秘密にしないといけないような魔道具だと理解してくれ」

「……シュラさんは神器が作れるんですねー」

　抑揚のない語調だ。それに目の焦点が合っていない。今なら何を言っても疑問の声をあげることなく受け入れてくれそうだ。

　ユリアーナに視線を向けると、同意するように小さくうなずいた。

「そんな便利な指輪があと二つある」

　一つをリーゼロッテに、もう一つをユリアーナに指輪を差しだす。

「あたしは別に」

　彼女の言葉を遮って言う。

「もともとの力を頼らずに訓練次第で強力な属性魔法が使えるようになるかもしれないだろ？」

「意図は分かったわ」

　ユリアーナが指輪を嵌めた。

　これで属性魔法のスキルがない俺とリーゼロッテは魔道具の力を借りて属性魔法が使えるようになる。ユリアーナは失われた女神の力に頼らずに、訓練次第で強力な属性魔法が使えるようになるかもしれない。

「でも、よく同じ形のものが三つもあったわね」

「形状を変えた。元の持ち主の関係者が現れて、盗賊に奪われた品だなんて騒がれても嫌だからな」

　犯罪組織が盗んだ宝石を加工し直して足がつかないようにするのと同じだ。

「この世界じゃ、盗賊が奪った品の所有権が討伐者に移るのは普通のことよ」

「俺の気分の問題だ」

　ユリアーナの『小心者ね』との言葉を聞かなかったことにして話題を変える。

「そんなことよりも、試してみなくていいのか？」

　――結果。

　俺たち三人とも四属性の魔法が使えるようになった。

「実際に目の当たりにしてもまだ信じられないわ……」

　口では平静を装っているが、俺も内心では今にも歓喜の叫び声をあげそうだ。対してユリアーナは驚愕を隠せずにいる。リーゼロッテに至っては殻を閉ざしたようにブツブツと何か呟やいて自分の世界に入り込んでいた。

　指輪に付与した魔法スキルは地・水・火・風の四つの属性魔法のスキル。属性魔石と違い魔法スキルの付与では、地・水・火・風それぞれの属性で複数の魔法が使用できた。

　俺はユリアーナに提案する。

「ラタの町に向かう前に錬金用の素材を集めようと思うんだ？」

　目的は強力な魔道具の作製と魔法に慣れておくためである。

「賛成よ」

　魔法を使った戦闘にも慣れておいた方がいいでしょうしね、と言ってロッテを見た。

　決まりだ。

　俺たちは盗賊のアジトを拠点として魔物を狩りながら、錬金工房で魔道具と武器の強化を図ることにした。










第三話　ラタの町




　ラタの町へと向かう道中、暇を持てあました俺は盗賊のアジトで手に入れた武器や道具に魔物狩りで入手した魔法やスキルをあれこれと付与していた。

「よし！　できた！」

「何を作ったの？」

　馬車の椅子の上に出現させた長剣をユリアーナが興味深げに覗き込んだ。

「盗賊たちのアジトにあった大量の剣を錬金術で合成したり、魔法スキルを付与したりしてみたんだ。

「合成？」

　ユリアーナが可愛らしく小首をかしげる。

「五、六本の剣を合成して一本の剣にしてみた」

「何か意味があるの？」

「錬金術を使って鋳造の剣を鍛え上げて鍛造の剣を作ったんだ。簡単に言うと鈍らの剣を業わざ物ものに鍛え直したってことだ」

　見た目も地球のＲＰＧに出てくる聖剣や魔剣をモデルにしている。

「それだけ？」

　俺の高いテンションとは裏腹に、ユリアーナから返ってきたのは薄い反応だった。

「それだけじゃないからな。鍛え直した剣に魔物から奪ったスキルを付与してある」

「それは面白そうね。何を付与したの？」

　途端に瞳を輝かせて声を弾ませる。

　俺は二振りの剣を手にした。

「これには硬化と自己再生を付与してある。そしてこっちは、硬化と自己再生に加えて火の属性魔法だ」

　リーゼロッテの情報通りなら、どちらも売れば一財産手にできるのは間違いなかった。

「なるほど！　これを売れば生活環境が劇的に改善できるわね」

　食いついたユリアーナが「他には？」と急かす。

「指輪を貸してくれ」

　俺は四つの属性魔法を付与した指輪をユリアーナから受け取ると錬金工房に収納し、すぐに強化を始めた。

　強化は一瞬である。強化を終えた指輪を再び取りだして彼女に返す。

「見た目は同じだが、性能は段違いだ」

「これで性能がアップしているの？」

　ユリアーナはそう言うと、馬車の中から外に向けて火魔法を発動させる。すると、馬車の後方百メートルほどの地点で火柱が上がった。

「な、何をしたんですか！」

　犯人が俺たちだと端から決めつけたリーゼロッテが馬車を止めて慌ててこちらを振り返る。

「すまない、ちょっと試し撃ちをしただけだ」

「ちょっと、何よ、これ……」

　ユリアーナが表情を強張らせて俺をまっすぐに見た。

「言っただろ、性能は段違いだ、って」

「どうやったの……？」

「魔物から奪ったスキルを幾重にも重ねて付与したんだ」

「付与魔法を幾いく重えにも重ねた？　そんなことできる訳ないわ。いえ、実際にやったのよね……？　ちょっと待ってね、頭を整理するから」

　混乱するユリアーナを心配そうに見つめるリーゼロッテに言う。

「しばらく攻撃魔法の検証はしないから馬車を進めてくれ」

　俺はなおも心配するリーゼロッテに「ユリアーナならすぐに立ち直るから大丈夫だ」と言って彼女を御ぎょ者しゃ席せきに戻した。

「たっくんの錬金工房は、女神であるあたしの想像を遙かに超えてくるわね」

「少し自じ重ちょうした方が良いかもしれないな」

「何を言ってるのよ！　どこまで付与魔法を重ねられるか試してみましょう！」

　やっぱり限界を知らないとダメよね、とユリアーナが再び瞳を輝かせる。

「限界を知ることも大切だが、まずは実用性のある武器と防具、魔道具を作るのでどうだろう？」

「じゃあ、両方やりましょう」

　ユリアーナが愛らしく微笑んだ。
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「シュラさん、ユリアーナさん、ラタの町が見えてきましたー」

　御者席からリーゼロッテが声をかけた。

「盗賊たちを一旦出すから、馬車を止めてくれ」

「はい」

　快活な声と共に馬車の速度が弱まる。

　停止すると同時に俺は馬車を飛び降りて、後方に檻おりでできた馬車を二台と八頭の馬を出現させた。

「これが檻馬車？」

「リーゼロッテに聞いて作成したこの地域で使われている護送用の馬車だ」

　大きめの荷馬車の上に鉄格子の檻が設置されており、罪人の護送、奴隷や魔物の移送に使われているそうだ。

　すると駆け寄ってきたリーゼロッテが馬を連れて檻馬車へと向かう。

「檻馬車に繋ぎますね」

「すまないな、リーゼロッテ」

「ロッテでいいですよー」

　返ってきた笑顔は年相応の愛らしさが感じられ、少し前まで見せていた怯えは見られなかった。

　手枷と足枷で拘束し、猿ぐつわを噛ませた盗賊たちを、空っぽの檻馬車二台に分乗して出現させる。途端、盗賊たちの抗議のうめき声であたりが騒がしくなった。なかにはこちらを威嚇してくる者もいる。心配になってロッテを見たが、盗賊たちの威嚇など意に介してはいなかった。

「最初はどうなることかと思ったけど、順応力が高い娘で良かったわ」

　出発前に魔道具での実戦を経験しておきたかったので、丸三日森の中に入って魔物狩りをした。

『無理です！　魔物となんて戦えません！　ゴブリンとの戦闘経験だって数回しかないんですよ！』と涙ながらに主張するロッテも、ゴブリンとの戦闘経験が一度しかない俺と並んで魔物と戦った。

　最初の数戦は戦闘開始を待たずに気絶。その後も、泣くわ、喚わめくわの大騒ぎの末、開始間もなく気絶する始末だった。だが、そこは順応力の高いロッテ。俺と並んで次々に魔法で魔物をなぎ倒し、最後の方はショートソードでの接近戦も無表情でこなしていた。

「あの様子なら悪代官を前にしても、畏い縮しゅくすることはなさそうだな」

「それどころか、悪代官に攻撃魔法をぶっ放さないか心配よ」

　そう言ってユリアーナが笑った。

　笑いごとではなく、本当にそれができてしまうだけの力が今の彼女にはある。

　彼女の右手薬指に光る白金の指輪。地・水・火・風、四つの属性魔法のスキルを付与してあるのだが……、スキル付与は同じスキルを重ねて付与することで、少しずつだが強化できることが分かった。遭遇した魔物が持っていた魔術スキルは全て剥奪し、三人が持つ指輪に重複付与した結果……。魔術師としてどの程度の位置にいるのかは分からないが、ゴブリンの一個小隊くらいなら単独撃破できるはずだ。

　もっとヤバいのは魔力とそれに伴う身体強化。

　興味本位で収納した魔物から魔力を剥がしてみたら剥ぎ取れた。別の魔物に剥ぎ取った魔力を付与してみたら、ほんの少しだけ魔力が上がった。

　やることは決まった。

　後は片っ端から魔力を剥ぎ取ってロッテに付与して彼女の魔力量を底上げした。すると、底上げされた魔力量に応じて身体強化も底上げされる。

　魔物との最終戦、戦闘経験のある成人男性でも苦戦する魔物――、オークの顎をハイキックの一撃で砕いた。それが自信になったのだろう、盗賊たちを恐れる様子は微み塵じんもない。

「終わりました。出発の用意をしますね」

　檻馬車二台に馬を繋ぎ終えたことを知らせると、先頭の馬車へと駆けていった。

　馬車を走らせること丸一日。御者席のロッテが「ラタの町が見えてきました」と弾む声で告げた。

　俺とユリアーナも馬車の中から前方へ視線を向ける。すると、左右に広がる森の合間から小さく防壁のようなものが見えた。

「結構な規模の町に見えるわね」

「あと三時間も走らせれば到着します」

　規模感も距離感も俺にはよく分からないが、昼前には到着できるのは確かなようだ。

　ロッテが言った通り、三時間弱でラタの町の門へと到着した。

「こんにちはー」

　御者席のロッテが門番に手を振ると、門番がもの凄い勢いでこちらに走りだした。

「知り合いか？」

「何年か前の孤児院の出身者なんです。一緒に過ごしたことはありませんが、ときどき孤児院に食べ物を持って顔を出してくれるんですよ」

　門番が駆け寄ってきたので馬車を止めると、

「ロッテちゃん、どこに行ってたんだ？」

　そう言って彼女の隣に座っていた俺をもの凄い形相で睨みつけた。

「どこって？　あ！」

　ロッテが小さく叫んだ。

　そうだった……、彼女は行商人の馬車の積み荷にこっそり隠れて町から逃げだしたんだ。

「その男は誰だ？」

　門番が俺に向けた眼差しは、完全に不審者を見る目だ。

「行商人さんの馬車で眠ってしまって、気づいたら町の外だったんですよー」

「行商人の馬車で眠ってしまったって？」

　そんな間抜けな言い訳が通用する訳ないだろ！　ロッテが町の外にいる言い訳を考えておけばよかった。

「そうなんですよー」

「ロッテちゃんらしいな」

　二人揃って笑いだした。

　ロッテ、お前って周りの人からどんな風に見られているんだ？

「それでそっちの男は？」

　門番の視線が俺へと移る。

　ロッテのアドバイスを取り入れて、俺は軽装の革かわ鎧よろいを着込んでいた。腰の後ろにコンバットナイフを装備しているが、旅の商人としてはそれほどおかしな恰好ではない。

「街道で途方に暮れていたところを、こちらの親切なご兄妹に助けていただいたんです」

「兄妹？」

「ハーイ」

　衛兵が疑惑の視線を再び俺に向けるのと同時に、相変わらずのゴスロリ姿のユリアーナが馬車から顔を出した。

「ハ、ハーイ」

　釣られて鼻の下を伸ばす衛えい兵へいにロッテが説明をする。

「こちらのご兄妹は旅の商人さんなんです」

「奴隷商人か？」

　門番が盗賊を詰め込んだ檻馬車を見て言った。

「違いますよ、普通の商人です。檻馬車の中は、ここから半日ほど行ったところに巣食っていた盗賊たちです」

「盗賊だって！」

「全部で三十一人います」

「本当ですよ。だから騎士団の方を呼んできてもらえますか？」

　ロッテが助け舟をだしてくれた。
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　門からそれほど離れていないところにある騎士団の詰め所で待たされること三時間余。俺たち三人は六畳ほどの一室に閉じ込められ、部屋から出ることを禁じられていた。

「町に入る前に昼食を済ませて正解だったな」

　天井を仰いでどうでもいいことを呟いていると、ようやく扉が開き中年の騎士と若い騎士が入ってきた。

「仲間はどこだ？」

　中年の騎士は部屋に入るなりそう切り出した。

「盗賊団は引き渡した三十一人で全員です。少なくともヤツらのアジトに他の仲間はいませんでした」

「頭の悪いヤツだな」

　苛いらついた様子で舌打ちをすると語調を強めた。

「私が聞いているのは、お前たちの仲間がどこにいるか、だ」

「俺たちに仲間なんていませんよ」

「三十一人からの盗賊団をお前らのようなガキが、たった二人でどうにかできる訳がないだろ！」

　口調や態度に腹は立つが、疑いたくなる気持ちは分からないでもない。

　幸い催眠の腕輪もあることだし、魔法で眠らせたことにするか……、などと思案していると更に高圧的になる。

「正直に話した方が身のためだぞ」

「仲間はいないわよ」

　ユリアーナの否定の言葉に続いて、それらしい言い訳を並べることにした。

「野営をしていたところに、七人の盗賊が近づいてきました。脅し文句と風体から盗賊だと判断し、手元にあった睡眠の魔道具を使って運よく眠らせることができました」

　若い騎士が書類を読みながらうなずく。

　盗賊の証言と俺の言葉との差さ異いを確認しているようだ。これは下手な嘘はつかない方が良さそうだな。

　俺は気づかない振りをして話を続ける。

「その時に捕らえた盗賊の一人からアジトの場所を聞き出して恐る恐る偵察に行くと、見張りは少数でアジトからは宴会のような騒ぎが聞こえてきました。盗賊たちは行商人を襲った直後らしく、見張り以外の全員が酒盛りをしていました。盗賊たちが油断していたので、ここでも睡眠の魔道具で彼らを眠らせることができました」

　全てが幸運と睡眠の魔道具のお陰ということで押し通した。

「盗賊の証言と概おおむね一致しています」

　若い騎士が中年の騎士に耳打ちした。

　盗賊の方は自分たちの身に何が起きたのか分かっていないのだから、「魔道具で眠らせた」と告げると疑うこともなく信じた。

　あとは俺たちが適当にとぼければ追及のしようもない。

「盗品はどこだ」

「馬車の中に」

「盗賊たちの盗品をどこに隠したと聞いているんだ！」

「ですから、馬車の中に積んであります」

「盗賊たちの証言から、盗品があの十倍はあることは分かっているんだ！」

　盗賊たちめ、余計なことを言いやがって。

　そもそも盗賊たちの持ち物は盗品だろうとそうでなかろうと、討伐した俺たちに所有権が移るはずだ。この中年オヤジ、良からぬことを考えているんじゃないだろうな。

「全部を持ちだすことはできませんでしたから、目ぼしいものだけを馬車に積んで残りは盗賊たちのアジトに置いてきました」

　中年オヤジがいやらしい笑みを浮かべた。

「盗品を放置してきたということは、所有権を放棄したということになるな」

「おっしゃる通りです」

　中年オヤジの問いに若い騎士が即答した。

　なるほど、そういうことか。盗品をどこかに隠してあったとしたら、それは所有権放棄とみなして着服するつもりなのか。

　腐ってやがる。

　中年オヤジは満足げにうなずいて俺に言う。

「そのアジトの検分も必要だな。アジトに案内をしろ」

「ここから馬車で半日以上かかるので、今から行っても到着するのは夜中になります。案内は明日で構いませんか？」

　ロッテの問題が解決したら、こんな町はさっさとおさらばしよう。

「明日の朝一番で見習い騎士を何人か集めておきます」

　若い騎士の言葉に中年オヤジがうなずくと俺に向き直り、

「明日朝一番で騎士団に出頭しろ。遅れたら拘束するから、そのつもりでいろよ」

　口角をつり上げた顔でそう告げた。
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　騎士団の詰め所を出て、町中を適当に歩くこと数分。

　詰め所から離れたことで安心したのか、

「それにしても頭にくるわね、あのオヤジ！」

　ユリアーナはそう吐きだすと見えない相手を殴るように拳を振り回した。

「いけ好かないヤツだったが、部下を従えていたし、騎士団の中ではそれなりの地位にありそうな中年オヤジだったから……、アジトに案内をしたら揉もめるかもしれないな」

　中年オヤジは盗賊のアジトには盗品の残りがあると信じ込んで上機嫌だった。空っぽのアジトを目の当たりにしたら矛先はこっちに向くよな。

「どうするつもり？」

「俺たちが移動している間に、知らない誰かが持っていったことにしよう」

　自分で言っておいて何だが、あの横暴な中年オヤジが納得するとは思えない。別の手立てを考えておく必要があるな。

「この町の騎士団って、皆あんなに横暴なの？」

　ユリアーナがロッテに訊いた。

「貴族出身の騎士様とお話しすることはありませんからよく分かりませんが、孤児院出身の騎士さんはとても優しいですよ」

「孤児院の少女が貴族出身の騎士と接点がある方が不自然よね」

　二人の会話を背中で聞きながら町並みと道行く人々に意識を向ける。

　改めて町を見回すと、図書館で見た中世ヨーロッパを描いたイラストを彷彿とさせるような町並みが広がっていた。石造りの頑丈そうな建造物と木造の建造物が入り交じり、雑然とした感じはするが人通りも多く賑わっている。ファンタジー世界に登場する亜人と呼ばれる人とは異なる種族ともすれ違った。

「このラタの町は周辺の町と比べて人口は多いのか？」

「他の町に行ったことがないのでよく分かりませんが、大人の人たちの話だと同じくらいの規模のようです」

　この町から出たことがないのに行商人の馬車に潜り込んで逃げだしたのか。

　大した度胸と行動力だ。

「これからどうするの？」

「ロッテのいた孤児院へ行こうと思う」

「え？」

「どうした？」

「やっぱり孤児院に帰されるんですか？」

　なぜ、帰されないと思った？

　孤児院から脱走した少女を保護したんだから、普通に考えたら孤児院まで送り届けるだろう。だが、俺もユリアーナもその点に関して言えば普通じゃない。何より、俺たちの秘密を知った彼女を孤児院に帰すつもりなどなかった。

「ロッテには孤児院へ戻らないで、行商人として俺たちと一緒に来てほしい」

「え？　いいんですか！」

　ロッテの表情が明るくなった。

「孤児院に挨拶に行く目的の一つはロッテを引き取るためだ」

「そんなー……」

　赤く染まった頬を両手で覆い、ニヤニヤとしだした。

　チョロいなー。滅茶苦茶チョロいぞ、こいつ。

　とは言っても、下手なことして変に警戒されるのも嫌だし、何よりユリアーナにバレたら神罰を下されそうだ。ここは世界の救世主、女神の助手として振る舞うとしよう。

　奥底に湧き上がった邪よこしまな考えを振り払って言う。

「俺たちの商会で雇いたい、と正式に話をする」

「え？」

　何で、鳩が豆鉄砲をくらったような顔をしているんだ。

「手土産を用意したいから市場か商店が並ぶ通りに案内してくれ」

「じゃあ、市場がいいです。賑やかですよ」

　楽しそうにそう言うと、足早に先を歩きだす。

「立ち直りが早いのは助かるわ」

「まだまだ子どもだよな」

「言っとくけど、たっくんとロッテちゃんは二歳しか違わないんだからね」

　年上ぶるなとクギを刺したいらしい。

　そう、二歳しか違わない。セーフだよなー……。

　いや、ダメだ。

　再び湧き上がった雑念を振り払ってロッテの後ろ姿を捜した。

　人通りがそれほど多くない道を足取りも軽やかに走っている。浮かれて走るロッテの後を追って、出で店みせや屋台が並ぶ市場へと向かった。

　市場へ到着するとロッテは露店の並ぶ通りを足取りも軽やかに走り、

「この町の市場は周辺の町や村の市場よりも大きいんですよ」

　と少し得意げな表情を浮かべた。

「随分と大きいのね」

「凄いな……」

「普段はこの十分の一くらいの規模なんですけど、今日は十日に一度の特別市の日ですからお店もたくさん出ているんです」

　それほど広くもない道の両側に屋台が雑然と並び、大勢の人が忙しそうに行き来する様子を想像していたのだが、俺の眼の前に広がる光景はまったく違った。

　活気に溢れる人々に目を奪われる。

　広い通りにも拘わららず大勢の人々が押し合いへし合いしている。

「他の町の市場も同じくらいの規模なのか？」

「行商人さんたちのお話だと、ラタの町の市場は近隣の町に比べて十倍以上の規模だそうです」

　その言葉を裏づけるように、日用品や食料品、衣類、アクセサリー、更には武器や防具など日常生活で使われるであろう、思いつく限りの品物が売られていた。

「市場が十倍なら人口もそれなりってことだな」

「それだけ大きな町の代官となると、相応の権力を持っているでしょうね」

　十数歩前を歩くロッテに聞こえないよう、小声で会話を始めた。

「衝突せずに逃げるのも手だよな」

「平和的に懐かい柔じゅうって方法もあるわよ」

　賄賂か……。盗賊のお宝から何か適当なものを渡して解決できるなら、それに越したことはない。

「平和的な解決策を模索しよう」

「それでも無理なら逃亡しましょう」

「いいのか？」

「衝突して犯罪者に仕立て上げられても面倒だし、これだけの規模の町を任される代官が仕事を放りだして小娘一人に執着するとも思えないわ」

　まったくだ。ロッテは確かに美少女だが、彼女と同程度の容姿の女性は他にもいる。事実、騎士団の詰め所からここまで来る間、何人もの目を惹かれる女性とすれ違ったし、今も俺の隣を美人が歩いている。

「そうなると厄介なのは中年オヤジの方か」

　強欲そうな中年騎士の顔が浮かんだ。

「馬車九台分の盗賊のお宝を、そう簡単に諦めないでしょうね」

「対策は後で考えよう」

　ユリアーナを促して屋台を覗き込んでいるロッテのもとへ駆け寄った。

「それじゃあ、買い物を楽しみましょうか」

「そうだな」

　異世界に来て初めての町、初めての市場、初めての買い物だ。

　自然と胸が躍る。

「あのう、本当に良いんですか？」

「遠慮なんかするなよ」

「そうよ、必要なものは迷わず買う。後であの時買っておけば良かった、なんて後悔したくないでしょ」

「それでは、遠慮なく買わせていただきます……」

　そこから小一時間。

　俺は初めての市場に興奮しながら、あれもこれもと買い漁った。

　市場で買い込んだのは、塩と穀物などの保存の利く食料、わずかばかりの肉と野菜、そして大量の古着である。

「本当にこれだけでいいのか？　こんな機会はめったにないだろうし、もっと肉を買っていったらどうだ？」

「ありがとうございます。十分に甘えさせていただいてます。なかなか手に入らないお肉をたくさん買っていくと後が辛くなりますから」

　屈託のない笑みで答えた。

「そうか……」

　俺が言葉を詰まらせていると、ロッテが古びた建物を指さした。

「あそこです！　あれがあたしのお世話になっている孤児院です」

「教会みたいだな」

　途中、女神ユリアーナを崇あがめているという教会の前を通った。建物の造りや規模はまったく違うが施された意匠がそっくりだ。

「五十年くらい前までは教会として使われていたんですよ」

　教会の払い下げか。

「ロッテちゃん、孤児院と教会って何かつながりがあるの？」

「孤児院は教会の下部組織なんですよ」

　教会が孤児院の運営をしている。最大の目的は未来の犯罪者を減らし、やがてもたらされる税収を増やすことだという。つまり、孤児院で最低限の食事を与えることで、スラムや犯罪組織に子どもが流れるのを防ぐことができる。子どもたちが働けるようになれば国力も上がり税収も増える。それも経済的に余裕のある領地でなければ無理な話だ。

「孤児院のない貧しい領地ではあたしたちのような身寄りのない子どもは生きていけないか、スラム街に流れ込むしかないんです」

　一瞬、寂しそうな表情を浮かべたが、すぐに明るい笑顔を取り戻して話を続けた。

「教会の目的がどうであれ、孤児院のお陰で生き延びられているのも事実ですから、女神ユリアーナ様と教会にはどれほど感謝しても感謝し足りません」

「その割にはあっさりと脱走したじゃないか」

「それは、それ。これは、これですよー」

　眼が泳いでいるぞ。

「ところで、野菜や穀物の種を随分とたくさん買い込んでいたけど、孤児院に畑でも作るつもりだったの？」

「半分正解だ」

「え？　畑を作ってくれるんですか？」

「半分？」

　ロッテが目を輝かせ、ユリアーナが怪訝そうな表情をした。

「錬金工房の中に畑を作ってみたんだ」

「畑を作る、ですって？　収穫までどれくらいかかるのよ……」

「畑まで作れちゃうんですか！」

　言葉半ばで顔から表情が消えたユリアーナの隣でロッテが能天気に感心した。

　俺は途切れたユリアーナの質問に静かに答える。

「さっき蒔まいた種、もういつでも収穫できるぞ」

　時間を加速して作った腐ふ葉よう土どと土を混ぜ合わせた畑に種を蒔き、再び時間を加速させる。

　ほんの何分間かのことだ。

　錬金工房の中は収穫の時期を迎えていた。




◇




　孤児院に到着すると、ロッテが戻ったことで院内は大騒ぎとなった。

　よく考えたら騒ぎになって当然だ。ただの失踪でも大ごとだが、権力者から付け狙われた挙げ句、誘拐未遂事件にまで発展した直後の失踪事件である。

　真っ先に疑う相手はロリコン悪代官。

　立場の弱い孤児院は、頼るところもなく絶望していたのだろう。

　そこへ当の本人がお土産を抱えて戻ってきた。

　真っ先にロッテに駆け寄った若い女性神官など、涙を流して彼女の無事を喜んでいた。

　だが、それも束の間。一分後には鬼の形相に豹変し、『お土産、お土産があるんですよー！』と必死に話を逸らそうとするロッテを教会の奥へと引きずっていった。

　次第に小さくなるロッテは俺とユリアーナに助けを求めていたが、シスターの気持ちを考えると手を差し伸べるのは躊躇ためらわれた。

　ユリアーナに至っては、

『少しは思慮深くなると助かるわー』

　と声が遠退いていくロッテに手を振りながら微笑んでいた。

　叱られたくらいで思慮深くなるなら、ロッテはこの上なく思慮深い少女になっていたはずだ。

　ロッテと入れ替わるように現れたのは、三十歳前後と思われる落ち着いた雰囲気の女性神官で、名前をシスター・イーリスという。神聖教会の助祭であり、この孤児院の院長であると自己紹介をした。

　彼女の案内で院長室へ通され、ことの詳細を説明することとなった。

「襲われた行商人一行の皆さんはお気の毒ですが、襲撃が成功したことで盗賊も油断していたのでしょう。馬車の積み荷の確認もせずに酒盛りをしていました」

　騎士団へ報告した内容との食い違いがあると後々面倒なことになりかねないので、俺とユリアーナが不利になりそうなことを伏せて、できる限り本当のことを話した。

「そうですか……、積み荷の中で眠っていたことが幸いしたのですか……」

　院長が疲れた表情でうつむいた。

　盗賊が襲撃してきたことすら気づかずに眠り続けていたことも伝えたが、院長は敢えてそのことには触れない。

　院長室を沈黙が支配した。

　気まずい。

「これも女神ユリアーナ様のご加護ですよ」

　俺の言葉に院長の口から乾いた笑いが漏れた。

「そうですね。ユリアーナ様はとても寛大な女神様ですから」

　ユリアーナが寛大かどうかはさておき、院長の言動でロッテが普段どんな態度で女神ユリアーナを信仰していたのか想像がつく。

　横でユリアーナが『あんにゃろー』と呟いたが、俺も院長も聞こえなかった振りをした。

　寛大さとは縁遠いことを改めて露呈させたユリアーナが本題を切りだす。

「それで、リーゼロッテさんを引き取らせていただくお話ですけど」

「私どもとしては大変ありがたいお話ですが、本当にロッテでよろしいのでしょうか？」

　心配そうに俺とユリアーナを見た。

「リーゼロッテさんがこちらの孤児院を脱走するに至った経いき緯さつは本人から聞いています」

　ロッテが悪代官にロックオンされ、誘拐されかけたことを含め、全てを承知の上でロッテを守るつもりであることを告げた。

　院長が突然涙を浮かべる。

「カンナギ様、お心遣いに感謝申し上げます」

「それ以上、何も言う必要はありません」

　少しの間、院長の咽むせび泣く声が静かに流れた。

　落ち着いたところで院長が話を戻す。

「ところで、ロッテがお役に立ったと伺いましたが？」

「私も妹もこの国には疎く、リーゼロッテさんには多くのことを教えていただき、とても感謝しております」

「あの、ロッテは本当にお役に立ちましたか？」

　扉の外で子どもたちが聞き耳を立てているのに配慮して院長が声を潜めた。

　とことん信用がないな、あいつ……。

「教えてもらったのはこの地域の一般的な常識についてです。特別な知識などではありませんが十分に助かりました」

「たとえば、どのようなことでしょう？」

「この地域の商人が着る、一般的な服装などです」

　院長がユリアーナをチラリと見る。

　黒を基調にしたフリルのたくさん付いた、いつものゴスロリ服をまとった彼女がいた。

「もしよろしければ妹さんの服をお見立ていたしましょうか？」

　俺が返事をするよりも早く、寛かん大だいなはずのユリアーナが顔を引きつらせて言う。

「それには及びませんわ。これは故郷の服で、あたしが好んで着ているものですから」

「あら、失礼いたしました。てっきりロッテが自分のセンスで選んだのかと勘違いしてしまいました」

　院長とユリアーナの笑い声があたりを包む。

　二人の間に立ちはだかる文化の壁と微妙な空気を感じ取った俺は話を早々に切り上げることにした。

「私と妹の気持ちは固まっています。リーゼロッテさんを引き取らせていただくのに何か不都合や不足があればおっしゃってください」

　――結果、ロッテは俺とユリアーナが引き取ることとなった。

　孤児を引き取るのに必要な条件のうち、『この国に三年以上定住している』という条件を満たしていなかった。しかし、来年成人を迎えるというロッテの年齢と本人の強い希望が決定打となり、彼女を引き取ることが認められた。

「この町はいつ頃出発されるご予定ですか？」

　全ての書類のサインを確認し終えた院長が訊ねた。

　ここまでそんな素振りすら見せなかったが、外国人の俺たちがロッテを引き取るのを認めた最たる理由は、『強硬手段に及ぶような権力者に狙われている彼女を何とか助けたい』、という思いからだろう。

「盗賊の騎士団への引き渡し手続きなどが終わったら出発するつもりです」

「少し時間がかかりそうですね」

　声のトーンが落ちた院長に『ご心配には及びませんよ』、と微笑みかけて言う。

「少女趣味の悪代官を黙らせる程度に価値のある魔道具を、眼の前に並べるくらい造作もないことです」

「差し出がましいようですが、希少な品や高価な品をお持ちになっていることはあまり口にしない方がよろしいですよ」

　俺たちってそんなに危うそうに見えるのだろうか？

「ここだけのお話です」

「そうですね、私も忘れることにいたしましょう」

　席を立つ直前、俺は町中で気になったことを訊ねた。

「教会の付近がとても賑やかでしたが何かあるのでしょうか？」

　この町の住人であるロッテですら驚くくらいに教会の前に人が集まっていた。それも老若男女を問わず、である。

「昨日赴任していらした助祭様が、とても徳の高い方で着任早々、数々の奇跡を起こされたとか。それで一目見ようと大勢の住民が集まっています」

　ロッテの脱走後に着任したのか。

　その時、廊下を走る音が急速に大きくなり、

「院長！　大変です！」

　けたたましく扉が開かれ、若いシスターが廊下で聞き耳を立てていた子どもたちと一緒に院長室に転がり込んできた。

「何事ですか」

「魔物です！　魔物に襲われてシスター・アンジェラが重傷です！　一緒に薬草採取に森に行った子どもたちも、怪我をしたと知らせがありました！」

　おいおい。

　この町じゃ、シスターが子どもと一緒に魔物のいる森に出掛けるのかよ。
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　重傷を負ったシスター・アンジェラと子どもたちは神聖教会に運び込まれているとのことだったので、若いシスターに説教されている最中のロッテを伴って教会へと向かうことにした。

　大通りをしばらく走ると、今まで黙り込んでいたロッテが泣き出しそうな顔で俺を見た。

「シスター・アンジェラを助けてくれますよね？」

　答えたのはユリアーナ。

「シスターや子どもたちだけじゃなく、他にも怪我人は大勢いるんでしょ？　助けられるなら全員助けるわ」

　孤児院を出る時は、『あまり目立つ真似はしたくないのよね』と言っていたユリアーナだが、力をセーブするつもりはないようだ。

　ロッテが再び黙り込んだので、彼女の気を紛らわすついでに訊く。

「シスターが孤児院の子どもと一緒に、魔物の出現するような森に出掛けるのは普通のことなのか？」

「割とよくありますよ。住民たちでお金を出し合って冒険者を護衛に雇うんです」

　これに孤児院のシスターや子どもたちも同行させてもらっていた。

　森の浅いところにある薬草や野草を採取するのは日常のことだという。採取した薬草を錬金術師ギルドに卸すことで貴重な臨時収入となるし、果物や野草は普段の食卓に上る。

「年長者の何人かは弓や槍を使えるので、鳥やウサギを狩ることもあるんです」

　随分とたくましいな。

　年に何人かの死人や怪我人が出るのは織り込み済みのことだが、それでもここ数年は孤児院の人間が被害に遭うことはなかったそうだ。例年にない甚大な被害で他のシスターたちも気が動どう転てんしてしまったのだろう。

「教会です」

　ロッテが緊張した様子で口にした。

　教会に着くと、行きがけに通りかかった時以上に大勢の人々で溢れ返っていた。

「怪我人です！　怪我人を通しますから道を空けてください！」

　冒険者らしき人たちが運び込まれ、あたりは痛みを訴える声と肉親や知人を心配する悲痛な声とが入り交じっていた。

「孤児院の者です！　通してください！　シスターや子どもたちが教会の中にいるんです！」

　ロッテの声が周囲の喧騒に掻き消された。

「光魔法が使えます！　治療の手伝いをするので通してください！」

　人々の視線が俺に集まり眼前に道が拓けた。

　効こう果か覿てき面めんだな。

「行くぞ！」

　ユリアーナとロッテを伴って教会へと飛び込むと、怪我人たちが無造作に横たえられ、教会の神父やシスターたちが悲壮な面持ちで走り回っていた。

　随分と混乱しているな。

「重傷者と軽傷者の区別をする余裕もないみたいね」

「妹は光魔法が使えます。治療のお手伝いをさせてください」

　治療を申し出る傍ら、ロッテにシスター・アンジェラと子どもたちを捜すように指示する。

「見つけたらすぐに知らせろ」

　小さくうなずいてロッテが足早に奥へと向かった。

「何があったの？」

　ユリアーナが比較的軽傷の冒険者を治療しながら訊ねた。

「オーガの群れだ」

　八体のオーガとそれを追いかけるアンデッド・オーガに襲われたのだという。

「ギルドで募った冒険者が足止めしているが戦力不足だ。戦える者をもっと集めなきゃダメだ」

「騎士団は何をしているんだ？」

「町の外壁を突破されないよう、防備を固めている」

　最後の砦とりでということか。

　続いて隣の男からも答えが返ってきた。

「大型兵器を用意していた」

「投とう石せき機きやバリスタか？」

「運ばれる時に攻撃魔法が使える部隊とすれ違ったから、町への侵入はしばらく防げるはずだ」

「しばらく？」

　投入された戦力がどの程度か判然としないが、安心できる状況じゃないということか。

「八体のオーガは冒険者と騎士団で何とでもなるだろうが、アンデッド・オーガを倒すには火力が足りねえ」

「攻撃魔法が使える魔術師が必要ということか？」

「回復も追いつかねえはずだ」

　それはこの状況を見れば想像がつく。

　できるだけ早めに駆けつけた方が良さそうだな。

　俺とユリアーナの目が合った。互いに小さくうなずいたタイミングで、よく通るロッテの声が響く。

「シュラさん、ユリアーナさん、こっちです！」

　声のする方を振り向くと、二十代半ばと思われる女性の傍らにしゃがみ込むロッテがいた。

　俺とユリアーナはロッテのもとへと足早に駆け寄った。

　横たわるシスターを見たユリアーナが優しい声で言う。

「大丈夫よ、この程度の傷ならすぐに治るわ」

「ありがとうございます。私よりも子どもたちを先にお願いします」

「子どもたちなら心配ないわ」

　子どもたちは軽傷なので後回しにされているのだが、そのことは適当にごまかしてシスター・アンジェラの治療を開始した。細かな裂傷が瞬く間に消え、背中にあった大きな傷もみるみる塞がっていく。それに伴って、血の気が失せていた顔にも生気が戻る。

「シスター！」

　ロッテの喜びの声と同時に周囲からどよめきが湧き起こる。

　やはりユリアーナの光魔法は驚愕に値するようだ。

　覚悟はしていたがこれは後が大変そうだ。

　そう思った瞬間、俺たちの周囲で湧き起こったどよめきを遙かに凌駕する歓声が上がった。

「奇跡だ！」

「助祭様が奇跡を起こされた！」

　歓声の中、確かに聞き取れた。

　人混みの隙間から見えたのは二十代後半の青年。おそらく彼が赴任してきたばかりの助祭なのだろう。

　ユリアーナに集まりかけた注目を攫ってくれたことに内心で感謝しながら、ユリアーナへと視線を戻す。

「このシスターはもう大丈夫なのか？」

「ええ、問題ないわ」

「ありがとうございます。ありがとうございます！」

　涙で顔をグチャグチャにしたロッテが何度も頭を下げた。

「他の重傷者の手当てをするから、ロッテちゃんはこの女性のそばを離れないでね」

　ロッテにそう告げながら立ち上がり際に俺に耳打ちをした。

「あの助祭、神聖石の恩恵を受けているわ」

「分かるのか？」

　ユリアーナがうなずいた。

　俺とユリアーナの最大の目的である、この世界に散った百余個の神聖石の回収。その一つが早くも見つかった。

　思いもよらぬ幸運に鼓動が速まる。

　自分でも緊張しているのが分かった。

　今すぐ行動を起こすつもりなのだろうか、とユリアーナを見つめると彼女は穏やかな笑みを浮かべた。

「穏便に返してもらう算段も考えないとならないし、細かいことは後で話し合いましょう」

「分かった」

　乱暴に扉が開かれる音で会話が中断される。

　視線を巡らすと、そこには傷だらけの冒険者と衛兵がいた。どうやら新たな怪我人たちが運び込まれてきたようだ。

「怪我人だ！」

「重傷者なんだ！　優先してくれ！」

「冒険者と衛兵に怪我人が続出している！　頼む！　光魔法が使える魔術師を門へ派遣してくれ！」

　そんな悲痛な叫びと共に次々と怪我人が運び込まれてくる。

「ユリアーナ、ここは任せていいか？」

「まさかアンデッド・オーガを仕留めに行くつもり？」

「元を断たないとキリがないだろ」

「錬金工房を頼らずに戦えるの？」

　作成した魔道具だけでアンデッド・オーガを倒せるかは分からないが、錬金工房を使えば楽に倒せる自信はある。だが、錬金工房の能力を知られるのは避けたい。特に生きた魔物を百メートル以上離れた位置から収納できることは秘ひ匿とくする必要がある。

「錬金工房は俺のスキルだ。存分に利用するつもりだ」

「大勢の見ている前で？」

「安心しろ。魔道具による攻撃と併用して錬金工房の能力を悟られないように戦って見せる」

「できるの？」

「問題ない」

　実践するのは初めてだが脳内シミュレーションは十分だ。自信満々に言い切る迫力に気圧されたのか、ユリアーナは何かを言いかけて口をつぐんだ。

「俺だってバカじゃないんだ。自信のないことは口にしない」

「信用しましょう。でも、念のためあたしも同行するわ」

　こいつ、信用してないな。

「あたしも行きます。一緒につれていってください」

　そう口にしたロッテの目に涙はなかった。

「よし！　アンデッド・オーガを倒しに行くぞ！」

　俺は教会の外へと駆けだす。

　門にたどり着くと既にバリケードが築かれ、防壁の内と外とに二重の防衛ラインが構築されていた。

　防壁の外は冒険者と思しき臨時戦力を中心に騎士団の下部組織である衛兵たちで、馬防柵のような簡易なバリケードに取りついたオーガと交戦中だった。防壁の内側は騎士団が中心で、防壁の上からの攻撃魔法や弓矢での遠距離攻撃による援護に終始している。

「二体だけ、随分と後方にいるな……」

　一体だけ身体の色合いが青白いな。それに雰囲気が他のオーガと違う。あの不健康そうなオーガがアンデッド・オーガで間違いなさそうだ。

　ロッテが突然、悲鳴をあげる。

「食べてます！　オーガがオーガを食べてますよ！」

　グロいものを見てしまった。

　皮膚の黒ずんだ不健康そうなオーガが褐色の健康そうなオーガの内臓を貪り食っている。それを見た瞬間、吐き気に襲われた。生きたオーガの腹を割いて内臓をむさぼり食うアンデッド・オーガから、思わず目を逸らしてその場にしゃがみ込む。

　オーガの断だん末まつ魔まの咆哮が耳じ朶だを打つ。

　喉の奥まで戻りかけた胃の内容物が鼻孔を刺激する。リバースしそうになるのを寸前のところでこらえていると、傍らから平然とした口調の声が聞こえた。

　会話の主はロッテとユリアーナ。

「オーガも食べられたくないから必死ですねー」

「アンデッド・オーガが追いついたら冒険者も食べられるんじゃないかしら？」

「お腹が空いているみたいだし、大きい肉に向かうと思います」

「冒険者たちはそうは思ってないみたいよ」

　ユリアーナの視線が食事中のアンデッド・オーガから、強行突破しようとするオーガと交戦中の冒険者へと移った。

「後衛担当の方の視線がアンデッド・オーガに向いてるような気がします」

　どうやら俺が一番グロ耐性に欠けるみたいだ。

　無理もないか。召喚前から含めて、生死を賭けた戦いどころか、断末魔の声すら聞いたことがない。己の平穏だった半生を振り返っていると、顔色を豹変させたユリアーナが突然俺に話しかけた。

「たっくん、見つけたわ！」

　見つけた？　何を見つけたんだ……？

「まさか……」

「あのアンデッド・オーガが二つ目の神聖石の持ち主よ」

　ユリアーナの射抜くような視線がアンデッド・オーガに向けられる。

　傍らのロッテが息をのんで口をつぐんだ。

「アンデッド・オーガを先に叩く」

「願ってもない選択よ」

　俺も同じ選択をしておいて何だが……、神聖石が最優先のユリアーナらしい、清々しいくらいに冒険者たちの損害を顧みない答えだ。

「アンデッド・オーガという脅威が排除されれば、冒険者や騎士団もオーガの撃退に集中できる。それに、オーガたちも逃げ道ができれば森へ逃げ帰るかもしれないだろ」

　ロッテの手前、それらしい言い訳をして話を続ける。

「錬金工房の能力を悟られないような戦い方をするつもりだが、それでも目撃者からできるだけ離れた場所で戦いたい」

「冒険者たちにはオーガの対応に追われてもらいましょう」

　言葉を選べよ、女神様。

「ユリアーナは光魔法で怪我を負った冒険者たちの回復を頼む」

「任せて。そう簡単に防衛ラインを崩壊させたりしないわ」

「ロッテはユリアーナの護衛だ」

「はい！」

「アンデッド・オーガは俺が派手に倒す」

「派手に？」

　ユリアーナの顔に不安の表情が浮かんだ。

「派手に倒せば俺たちの強さが証明できる。不正騎士や悪代官でも強いヤツにそうそう無茶な要求をしてこないんじゃないのか？」

「やってみる価値はあるわね」

　納得するユリアーナの傍らでロッテが頬を染めて瞳を潤ませる。

「シュラさん、あたしのために……」

　ロッテのためというのもあるが……、頬を染めて身体をくねらせるのはやめようか。不審者を見るような目をした騎士団員が近づいてくるだろ。

「何も心配するな。全て俺に任せておけ」

「はい」

　今度は自分の両肩を抱きかかえたまま身体をよじりだした。

「お前ら、そこで何をしている！」

　騎士の声が響いた。

　声の方を振り返ると年配の騎士が歩いてくるところだった。

「光魔法を使える魔術師が不足していると聞いたので駆けつけました」

　俺たちが旅の商人であることと、妹であるユリアーナが光魔法の使い手であることを年配の騎士に告げた。

「光魔法が使える魔術師は歓迎だが、子どもを最前線に行かせる訳にはいかない。騎士団の後方で待機していなさい」

『おじさんたちが守るから安心して回復に専念できるよ』と人の良さそうな笑顔で、騎士団が築いたバリケードの更に後方にある幕ばく舎しゃを示した。

「教会に運ばれてきた瀕死の冒険者に頼まれたんです。『最前線の怪我人を少しでも救ってほしい』って」

「ありがとう。でも、気持ちだけで十分だ。戦うのは我々大人に任せなさい」

　ダメだ、人が良すぎる。そして話が通じなさすぎる。

「今、俺たちがあそこに行けば前線は維持できます」

　七体のオーガ相手に次第に押され気味になってきた冒険者たちの防衛ラインを親指で示した。

　騎士が言葉に詰まる。

「それに俺たちは冒険者ギルドに派遣されてきた訳じゃありません。純粋に町を守りたいから、大切な人を守るために立ち上がったんです。どこで戦うかは俺たちに選択権があるはずです」

「ギルドの依頼じゃなかったのか……」

　適当にカマをかけてみたが、騎士の顔を見る限り正解だったようだ。

　もう一押しという気もするが……時間が惜しい。さっさと、騎士との問答を切り上げるとしよう。

　大人に対して失礼とは思いますが……ごめんなさい、親切な騎士さん。

　口調と態度をダークヒーローモードに切り替える。

「あんたは知らないだろうが、俺は一流の魔術師だ。俺ならアンデッド・オーガを倒せる」

「違いますよ！　シュラさんは超一流の魔術師です！　いいえ、あたしの中では英雄です！」

　何か言おうとした騎士が、口を開いたままで固まった。

「分かっているじゃないかロッテ」

「へへへー」

　嬉しそうにするロッテから騎士へと視線を戻す。

「聞いての通りだ。超一流の魔術師である、この神薙修羅が今からアンデッド・オーガを倒してくる！　お前たちは安心してオーガの殲せん滅めつに専念しろ」

「あたしたちのことは見なかったことにしてね」

「騎士様、そういうことで、一つよろしくお願いします」

　何も言わずにたたずむ騎士にそう言い残して、俺たち三人は防壁を越えた。「俺はアンデッド・オーガを叩く！」

「頼んだわよ」

「ユリアーナさんの護衛は任せてください！」

　ユリアーナとロッテの返事を置き去りにして一気に加速した。

　オーガの内臓を食っていたアンデッド・オーガが俺の接近に気づくと食事を中断して立ち上がる。

　錬金工房に取り込めば瞬殺なのにな。

　そう内心で呟やいて、広範囲に広がる炎の壁となる火球を十数発撃ちだす。

　イメージ通りの結果が眼前に広がる。俺とアンデッド・オーガとの間に、見上げるほどの高さがある炎の壁が広がり、騎士団や冒険者たちの視界からアンデッド・オーガを隠した。

「何だ、あの魔法は！」

「スゲーッ！」
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「アンデッド・オーガを丸焼きにしたのか？」

　背後からあがる冒険者たちの驚きの声が聞こえるなか、大音量の爆音が鳴り響くような爆裂球の魔法を撃ちだす。

　爆音が空気を震わせ土煙を巻き上げる。

　背後で冒険者たちの悲鳴があがった。

　振り返ると、耳を塞ぎ地面に伏せている者がほとんどだった。驚いたのはオーガたちも同様で、座り込んだり地に伏したりと差はあったが、七体全てが炎の壁を茫然と見上げていた。

　これで準備は整った。

　俺は全身に魔力障壁をまとって炎の壁へと突っ込む。

　背後で悲鳴と驚きの声があがった。

「突っ込むぞ、あの小僧！」

「自殺行為だ！」

　爆発音と爆風に耐えた者たちの声を背に炎の壁を抜けると、爆風に耐えかねて転がったアンデッド・オーガが立ち上がろうとしていた。

「腐ってる割には元気そうじゃねえか」

「グガァー！」

　咆哮をあげて立ち上がったアンデッド・オーガと目が合った。

「お前の目に俺はどう映っている？　敵か？　獲物か？　或いは天敵か？」

　己の台詞にボルテージが上がる。

　再び咆哮をあげようとした瞬間、俺はアンデッド・オーガを収納した。

　収納したオーガを解析する。

　瞬時にアンデッド・オーガの所有する魔力量やスキルの情報が流れ込んでくる。神聖石がどこにあるのかも即座に判明した。

　先ずは神聖石だ。

　続いて、『再生』『毒耐性』『麻痺耐性』『石せっ化か耐性』『睡眠耐性』『魅了耐性』『暗視』……、と幾つもの初見のスキルを剥奪し、最後に魔力を剥奪した。

「素材として十分に優秀だったぜ」

　錬金工房から吐きだしたアンデッド・オーガへ向け、通常よりも多くの魔力を注ぎ込んで熱量を上げた火球を撃ちだす。

　その腐りきった身体が燃えあがった。炎の中で苦しそうにのたうち回りながら、悲鳴のような寂しげな咆哮をあげる。背後の炎の壁が収まった頃にはアンデッド・オーガは焼死体に変わり果てていた。派手な攻撃魔法とオーガを瞬殺した事実に、住民たちだけでなく、冒険者と騎士団もが驚き言葉を失った。

　驚いて思考停止した反応も嫌いじゃない。

　そんなことを思いながら仕留めたオーガへ視線を向ける。

　焼けただれたアンデッド・オーガの顎がケロイド状の皮膚と共に崩れ落ちた。焼死体から放たれる焦げた肉の臭いと、鼻を突くような異臭があたりに漂う。アンデッド・オーガの焼死体から目を背けると、今度は内臓の大半を食い荒らされたオーガの死体が目に飛び込んできた。

　ここにいちゃダメだ。吐く、このままここにいたら間違いなくリバースする。

　冒険者たちと交戦中のオーガへ視線を巡らすと、バリケードを乗り越える寸前だったオーガが、頭部を炎に包まれて転がり落ちるところだった。心臓も数本の槍で貫かれており、絶命間近であることが知れる。

　最前線を突破しようとしていたオーガたちが、警戒するようにバリケードからわずかに距離をとった。更に、最後方にいた二体のオーガが大きく後退する。

　撤退するつもりか？

　バリケードから離れてくれたのは好都合だった。

　オーガと冒険者が直線状に並ぶのを避けるため、俺はオーガたちの側面へと回り込む。

「加勢する！　爆風に気を付けてくれ！」

「待て、待ってくれ！」

「伏せろ！　伏せるんだ！」

　俺の声が届いたのか、攻撃魔法を撃ちだそうと左手を突きだした動作に反応したのかは分からないが、冒険者たちが一斉にバリケードの内側に身を隠した。

　狙いは最後尾にいる二体のオーガとバリケードに取りつこうとしている五体のオーガとの間。放つ魔法は爆裂系の火魔法。

「隠れろ！　坊やの攻撃魔法が来るぞ！」

「オーガよりも小僧の攻撃魔法を警戒しろ！」

　その時、冒険者たちの後方で頭を抱えて逃げ惑うロッテの姿が目の端に映った。続いて目に飛び込んできたのはユリアーナ。ロッテに駆け寄った彼女がロッテの手を引いて、更に後方へと避難しようとしている。

　護衛役が逆転しているぞ！

　やむを得ないか……。

　火球の魔法を待機させたまま、風魔法を使って密度の異なる多層構造の空気の壁をユリアーナとロッテを守るように出現させる。

　刹那、照準したポイントに威力を抑えた数発の火球を高速で撃ちだした。

　火球は着弾と同時に爆発し、轟音と土煙をあたりにまき散らす。

　爆風と飛び散った細かな岩石は、空気の壁に阻まれてユリアーナとロッテには届かなかった。

　二人の無事を確認して胸を撫で下ろす。

　俺は後方にいた二体のオーガが爆風で吹き飛ばされそうになったところを収納し、所有していたスキルを瞬時に剥がして再び元の場所へと吐きだした。

　それと同時に今度は殺傷力の高い火魔法と土魔法の複合攻撃魔法を放つ。

　炎をまとわせ、高温に熱したソフトボール大の鉱石の塊を弾丸としてオーガへと撃ち込んだ。

　炎をまとった鉱石の弾丸は、魔力とスキルで『硬化』されるはずのオーガの皮膚を容易く貫き、硬質な骨を砕いて致命傷を負わせる。『回復』や『再生』といった生き延びるためのスキルを失ったオーガはそのまま絶命した。

　あたりが静まり返る。オーガの咆哮も、人々の悲鳴も、戦いの喧騒も消えた。音が消えたと思った次の瞬間、防壁の向こう側から歓声があがる。

「立て続けにオーガをヤッちまたぞ！」

「どこの誰だ？」

「スゲー攻撃魔法だったぞ！」

「あんな攻撃魔法、初めて見た！」

　驚きと称賛の声が飛び交う。

　まだ四体のオーガを残しているというのに、集まった住民たちが歓喜に沸き返る。触発されたように防衛ラインの冒険者たちまでもが歓声をあげた。

「勝てるぞ！」

「あと四体だ！　ヤッちまえ！」

「おい、お前ら！　坊やに負けてる場合じゃねえぞ！」

「このままじゃ、見せ場を全部持ってかれちまう」

　なかには、興奮からか上空に向けて火球を撃ち上げる者までいる。

　おいおい、大丈夫か？　爆風で転がされているが、まだ四体のオーガが残っているんだぞ。

　内心でそう思いながらも、つい、口元が綻んでしまう。

　いいねー、この感じ。やる気が漲ってくるじゃないか。

「ふはははは」

　ダメだ、笑いがこぼれてしまう。

　もっとだ！　もっと驚け！　驚愕しろ！

　もっとだ！　もっと称賛しろ！　俺を讃たたえろ！

　人々が歓声をあげ、驚きの声があがるのを待った。

　地面に転がったオーガ四体をそっちのけで冒険者や住民たちが沸き返り、俺のボルテージは天井知らずに上がる。

　冒険者たちが迎撃しないなら都合がいい、残るオーガ四体のスキルもこちらでいただくとしよう。

　たった今入手したスキルも役立ちそうなものが目に付く。『回復』『再生』『強靭』『怪力』『硬化』……、アンデッド・オーガから剥奪したのとは異なるスキル。

　戦闘後の錬金術が楽しみになる。

　それじゃ、残るオーガ四体のスキルを奪うことにしよう。

「広域の攻撃魔法を放つ！」

　三度目の警告ともなると慣れたもので手際よく全員が身を隠した。

　慣れるのは俺も一緒である。反応の遅れたロッテと彼女を庇うユリアーナの二人を、再び多重構造の空気の壁で守りながら攻撃魔法を放った。

　オーガと冒険者たちの間に炎の壁が燃え上がり、爆風が土煙を巻き上げる。どちらも殺傷能力の低いこけ脅しの魔法。その陰で錬金工房にオーガを収納し、スキルと魔力を剥奪して吐きだす。先ほどと同じように冒険者たちの視界を奪っている間に四体のオーガにとどめとなる攻撃魔法を撃ち込んだ。

　束の間の静寂。

　土煙が晴れて視界が戻るとオーガの死体が人々の目にさらされた途端、空気を震わせるほどの歓声があがった。

「あんなスゲー魔法初めて見た！」

「スゲーぞ、あの小僧」

「坊や！　凄かったぞ！」

「あんた、いったい何者なんだ？」

　歓声に続いて俺を讃える声援がそこかしこからあがる。

　俺は腹の底から湧き上がる歓喜を抑えて、ユリアーナとロッテの二人と合流するため、バリケードの向こう側へと向かった。

　防衛ラインへと近づくにつれ俺たちに向けられる歓声が大きくなる。オーガを殲滅した俺は大勢の冒険者たちに歓声で迎えられる中、防衛ラインの内側へと足を踏み入れた。

「兄ちゃん、スゲーな」

「あんな攻撃魔術、初めて見たぜ」

　口々に称賛の言葉が飛び交い、一様に俺の見た目に驚く。

「こいつは驚いた、まだ子どもじゃねえか」

「遠目にも若いとは思ったが、成人前だとは思わなかったぜ」

　この世界では十五歳で成人なので、数日前に十六歳になったおれは成人扱いとなる。だが、西洋人に近い風貌をした人々の間では、俺の容姿は年齢よりも随分と幼く見えるようだ。

　日本でも年よりも下に見られることが多かったからこの反応は予想していた。

　どうせ小柄で幼い顔つきをしているよ、俺は。

　驚きと称賛の声を適当に聞き流し、求められる握手に応じながらユリアーナとロッテのもとへと向かった。

「凄かったです！」

　目を輝かせたロッテが駆け寄る。

「ロッテもよく頑張ったぞ」

「えへへへー」

　嬉しそうに頬を緩ませるロッテに冒険者の一人が声をかけた。

「ロッテちゃん、ちょっと手伝ってくれ」

　見ると怪我人の手当てをしている。

「知り合いなんです。手伝ってきていいですか？」

「行っておいで」

　走り去るロッテと入れ替わるように近づいてきたユリアーナが笑みを浮かべる。

「お疲れ様、見事な手際だったわね」

「そっちこそ活躍だったようじゃないか」

　改めて周囲に視線を巡らすと、冒険者たちが俺とユリアーナに注目しているのが分かる。

「お陰で目立っちゃったわ」

　そう言って肩をすくめるユリアーナに、オーガの頭部から取り出した小粒の真珠ほどの黒い石を手渡す。

「これで間違いないか？」

「ありがとう、これよ！」

　弾んだ声が返ってきた。

　神聖石を大切そうに握りしめるのを見ていると、それに気づいたユリアーナが聞く。

「どうしたの？」

「いや、宝石のようなものを想像していたから……」

　笑顔に見とれていたとは言えない。

「がっかりした？」

「いや、とても綺麗だと思う」

「あら、この石の美しさが分かる人がいて嬉しいわ」

　微笑む彼女から、つい、視線を逸らしてしまった。

　気恥ずかしさから話も逸らす。

「ところでその石、アンデッド・オーガの頭の中にあったぞ」

　魔物が所有しているというのもおかしな話だと思っていたが、頭部にあったのも気になる。

「直撃だったようね」

「何の話だ？」

「前に言ったでしょ。神聖石を地上に落としたって」

「まさか……、落とした石がオーガの死体に直撃したのか？　それでアンデッド化したとかじゃないだろうな」

「その可能性もあるけど……」

　そう言って思慮深げな表情を浮かべたユリアーナに聞く。

「聞くのも怖いが、神聖石が直撃したのが原因でオーガが死亡して、更にその石の力でアンデッド化したなんてことは？」

「かもしれないわね」

　かもしれないわね、じゃねえ！

「それって、アンデッド・オーガも被害者じゃないのか？」

「もしそうなら気の毒なことをしたわ」

「お前、もしかして邪じゃ神しんなんじゃないか？」

「言うに事欠いて邪神はないでしょ、邪神は！」

　先ほどまでドキドキさせられていた愛らしい笑顔はそこにはなかった。あるのは失態をごまかそうとする子どもの顔だ。

　その時、冒険者たちの間から声があがった。

「騎士団の連中だ」

「ようやくお出ましかよ」

　歓迎していないのがありありと伝わってくる。

　声のする方に視線を向けると、騎乗した十数名の騎士たちがこちらへと向かってくるところだった。

　騎士の一団が到着した。

「冒険者の皆さん、ご苦労様でした。皆さんにはギルドを通じ騎士団から感謝の気持ちを込めて追加報酬が払われるようお約束いたします」

　悪人顔の騎士はそう言うと、後ろを振り返って若い騎士たちに指示を出す。

「第二部隊は魔物の死体を回収してください」

　妙に丁寧な口調だが、指揮しているからおそらく隊長なのだろう。

　悪人顔の騎士の号令一下、若い騎士たちが地面に転がっているオーガのもとへと駆け寄る。

「ひどいありさまだな」

　若い騎士たちはオーガの死体を見ると一様に顔をしかめた。

　そして次々と聞こえてくる不満の声。

「うへえ、皮膚なんて半部以上がただれているぞ」

「皮膚は使い物にならんが、角の牙は使えそうなのがせめてもの救いか」

　加減したはずなのだが、オーガの皮膚は火魔法による火や傷けどと、爆風による裂れっ傷しょうでボロボロだった。

「オーガの皮膚なんて何に使うんだ？」

　戻ってきたばかりのロッテに尋ねた。

「オーガの素材は魔力を流すことで自動修復する特性があるんですけど、状態が悪いとその特性が現れないんです」

　オーガの素材の特性について説明をしてくれた。

　要約すると、オーガの角と牙、皮膚を素材にして作成された代物は魔力を流すことで硬化させたり、細かな傷なら修復もできたりする。この特性を活かして皮膚はマントや防具の裏地として、角や牙は解体用のナイフや短剣の素材として利用されているそうだ。

　なるほど、火傷した状態じゃ価値も落ちるか。

「待ってください隊長さん。このオーガは俺たちじゃなく、そこの兄さんが倒したもんだ。所有権は兄さんたちにある」

　年配の冒険者が悪人顔の騎士にそう言うと、隊長は俺に向かって面倒くさそうに聞いた。

「あなたは冒険者ではないのですか？」

「俺は旅の商人です」

「商人でしたか……」

「兄ちゃん、商人だったのか……」

　悪人顔の隊長と年配の冒険者が同時に声をあげた。

「ええ、商人だと何か問題でもあるんですか？」

「いいや、特に問題はないぜ」

　年配の冒険者の口元が綻ぶ。

　前線でオーガを迎撃していた冒険者たちは、ギルド経由で騎士団から出された緊急依頼を受けていた。契約では討伐した魔物の所有権は依頼者である騎士団にある。だが、今回はまったく関係ない旅の商人である俺が倒してしまった。

「俺たち冒険者からすれば、誰が倒したって自分たちのものにはならねえからな」

　そう言って年配の冒険者は騎士団の隊長を横目で見ながら笑った。

　防衛戦もバリケードを築いただけで実戦には不参加、倒した魔物の素材も手に入らないとなると騎士団としても面目丸つぶれなんだろうな。オーガの素材が欲しいとは思わないが、昼間の件もあって騎士団にはいい印象もないし、ここは一つ所有権を主張してみるか。

「魔物の数も多く戦力的に苦戦していたようなので加勢しました。それに、商人の端くれとしてはアンデッド・オーガやオーガの素材も魅力でしたので」

　魔物の素材目当てで参戦したのだと明言すると、騎士団の隊長が小さな舌打ちに続いて聞いてきた。

「身分証の提示をお願いします」

「シュラ・カンナギです。この国の出身ではないので身分証はありませんが、ラタの町の滞在許可証ならここにあります」

　町に入る際に門番の詰め所で発行してもらった書類を提示する。

　俺とユリアーナの二人と滞在許可証を見比べると、登録する時と同じような質問が飛んできた。

「そちらのお嬢さんとはどのような関係ですか？」

「異母兄妹です。家名が違うのは家庭の複雑な事情です」

　登録時と同じように実家を継いだ正妻の息子である兄に追いだされ、兄妹二人だけで外国に流れてきたのだと説明した。

　すると、隊長がギョッとした表情で俺を見た。

「もしかして、盗賊団を捕らえたのもあなたですか？」

「はい、そうです」

「なるほど。報告では盗賊が油断していたためとなっていましたが……、どうやら盗賊を捕らえるだけの力は持っているということですか」

　隊長はそう言うと、爆発で形が崩れ炎で焼け焦げた地面とオーガの死体をひとしきり見回した。

「問題はないと思いますが？」

「もちろんですよ！」

　そう言って俺の肩を叩くと上機嫌で続ける。

「私はこの町に駐留する騎士団の第二部隊隊長を務めるコンラートです。何かお困りのことがあったら遠慮なく言ってきてください。力になりますよ」

　何だ、いきなり？

「はあ、その時はよろしくお願いいたします」

「第一部隊隊長のパウルさんあたりが無理難題を言ってきたら私のところへ来てください」

　ピンポイントで名指しかよ。

「無理難題、ですか？」

「そうです。たとえば、ですが、盗賊からの押収品を差しだすように言われたら、後日差しだすことを約束だけして、私に相談してもらえればあなたの力になれると思いますよ」

　悪人顔のコンラート隊長がとても悪そうな笑みを浮かべた。

　騎士団内部の権力争いの臭いがする。この悪人顔の隊長さん、ライバルを嵌めるのに俺を利用するつもりだな。

「分かりました。詳しいご指示があれば後ほどお話をお伺いに上がります」

「それでは二時間後に詰め所に来てください」

「承知いたしました」

　口元の笑みを隠そうともしない悪人顔の隊長と固く握手を交わした。










第四話　交錯する思惑




　俺はアンデッド・オーガの素材だけを自分のものとし、オーガ八体の素材は防衛戦に参加した冒険者たちへ提供した。見返りはラタの町の情報である。

「有用な情報は聞けたの？」

　孤児院へ向かう道すがらユリアーナが聞いてきた。

「助祭の詳しい情報はなかったが、悪代官と騎士団については面白い話が聞けた」

　神聖石を所有していると思われる噂の助祭については、赴任してきたばかりということもあり詳しい情報はなかった。

　だが、赴任後間もなくても悪代官は違った。

　意外なことに代官としての職務はまっとうしていた。それどころか、真面目で熱心な仕事ぶりを評価する話が幾つも出てきて驚かされた。

　そして予想通り、仕事ぶりが霞むほどの悪評が次々と飛び出す。

　曰く、

『有能かもしれねえが、人格は最低だ』

『人の性癖に口を出すつもりはないが、あれだけは許せねえ』

『あいつは人間のクズだ！』

『間違いなく行方不明者が出るぜ』

　悪代官に関する情報収集はそんな前置きから始まった。

　ロッテに言い寄っている話も十分に有名だったが、同様の話が次々と語られた。

　代官という地位と金銭を武器に、あまり裕福でない家庭の、年端もいかない少女たちを狙っていたようだ。そんな潜在的な被害者集団の中で、行方不明者に最も近いのが親のいないロッテということだった。

　そのことを二人に伝えるとユリアーナは、

「クズね」

　とバッサリと切って捨て、ロッテは縋すがるような目で俺を見上げた。

「御代官様とお話をしてくれるんですよね？」

「安心しろ。ロッテは俺たちが引き取ったんだ。誰にも手出しさせやしない」

「ありがとうございます」

　明るい声と笑顔が返ってきた。

「それに、ロリコン代官にはご退場願うつもりだ」

　ロッテの表情が笑顔から驚きに変わった。

「あのー、御代官様も根は悪人じゃありませんから、あまりひどいことは……」

　実行力のあるロリコン野郎は、それだけで十分に悪人だ。

「ロッテちゃん、誘拐されそうになったんじゃないの？」

「それはまあ……」

「孤児院に迷惑がかかるようなことにはしないから安心していい」

「え？」

　ロッテが驚いたように俺を見た。

「孤児院だけじゃない。被害に遭っている他の女の子たちも救いたいからな」

「禍か根こんが残らないようにしましょう」

「証拠も残らないようにしないとな」

　賛同するユリアーナと視線が交錯する。

　不安げな表情で口をパクパクさせているロッテをよそに騎士団の話に移る。

「半年ほど前に騎士団の半数が入れ替わったそうだ」

　その頃に前騎士団団長と半数の騎士たちが中央に移動となり、入れ替わりで新しい騎士団長が二つの部隊を率いて赴任してきた。それが現在の第一部隊と第二部隊である。

　因みに第三・第四部隊はそのまま留任していた。

　冒険者たちの話では、前騎士団団長は人格者で配下の騎士たちも公明正大な行いで評判が良かったそうだが、新しい団長と彼に率いられて赴任した第一・二部隊の評判は著しく悪い。横暴さが目立つくらいは可愛いもので、公然と賄賂の要求をしてくるそうだ。

「代官と騎士団、二つの上層部が変わってからはひどいものらしい」

「この町の人たちも災難ね」

「それでも御代官様が騎士団に圧力をかけてくださっているので、他の町のようにひどい目に遭わずにすんでいます」

　フォローするロッテをユリアーナが信じられないものを見るような目で見る。

「それ本当なの？」

「ロッテの言う通りらしい」

「迂う闊かつに悪代官を懲こらしめられないじゃないの」

　恨めしそうに俺を見ないでくれ。

「それもあるが、もう一つ気になる話を聞いた。ラタの町の教会の司教、つまりこの地域全体の教会を管理する責任者も代わる。この新しい司教がここから三日ほどの距離にあるグラの村に滞在している」

「不幸の種の予感しかしないわ」

　隣を歩いていたロッテが、両手を胸の前に組んだ。

「これも女神・ユリアーナ様の与えた試練です」

「そんな試練を与えた覚えなんてないわよ。何でもかんでもあたしのせいにしないでくれる」

「ひっ、ごめんなさい」

　ユリアーナも理不尽な思いだろうが、怒られたロッテも理不尽な気持ちだろう。

「話には続きがあってだな、どうやらその新しい司教というのが、噂の助祭と同じように奇蹟が起こせるらしい」

「ちょっと、それって……」

「まあ！　素晴らしいです」

　信者を疑う女神と司教への尊敬の念に溢れた少女、二人から正反対の反応が返ってきた。

　俺は二人の反応をスルーして話を続けることにした。

「司教が到着するまで三日以上必要だ。司教に関する情報は逐ちく次じ集めるとして、ロリコン代官と騎士団を何とかしよう」

「助祭はどうするつもり？　司教の到着を待ってまとめて対処する？」

　司教と助祭は特に悪事を働いているという情報はない。むしろ、助祭は奇跡の力で積極的に治療を行い多くの人を助けている。結果、教会からも住民からも好意的に受け入れられていた。

　評判通りのひととなりなら穏便に神聖石を回収したい。

「司教と助祭の情報が不足している。ユリアーナとロッテは孤児院のルートから教会に接触して助祭の情報を集めてくれ」

「司教の情報は？」

「無理に集めようとして怪しまれても困る。助祭に集中しよう」

　俺の提案にユリアーナがわずかな時間思案する。

「そう、ね……。全てを解決した状態で、司教の到着を待つ方がいいかもしれないわね」

「よし、決まりだ」

　俺とユリアーナのやり取りを聞いていたロッテが不思議そうに聞く。

「どうして司教様と助祭様の情報を？」

「ロリコン代官にしろ騎士団にしろ、新しく赴任してきた連中が諸悪の根源だろ？　新しく赴任してくる司教と助祭がそうでないとは言い切れないからな。特に孤児院は教会とのつながりもあるから念のために調べておくだけだ」

「孤児院のことをそこまで気にしてくださったんですね。ありがとうございます」

　感激したロッテが瞳を潤うるませた。

　胸が痛い。小さな嘘かもしれないが、目の前の少女を騙していると思うと良心がとがめる。

　そこへユリアーナが割って入った。

「代官や騎士団と揉めるのはいいとして、ロッテちゃんだって教会とは揉めたくないでしょ？」

「いやいやー、御代官様や騎士様とも揉めたくありませんよー」

「揉めるというのは語弊があったわね。大丈夫よ、神罰を下すだけだから」

　屈託のない笑みのユリアーナが、引きつった笑みのロッテの手を取った。

「神罰って……」

「いい、ロッテちゃん。あなたはあたしの使し徒となの」

「そうなんですか？」

　ロッテが使徒に昇格したようだ。

「その使徒であるロッテちゃんに不ふ埒らちを働こうとしたロリコン代官は有罪」

「大丈夫ですから。あたし、大丈夫ですから」

　ロリコン代官が有罪なのには俺も賛成だ。

「騎士団に至っては取り調べ紛いの失礼極まりない態度だったわ」

「穏便にー、穏便にー」

　憤慨しているのよ、とでも言いたげな顔つきのユリアーナの前で、今にも泣き出しそうなロッテが懇願するように言った。

　確かに俺も騎士団の態度には思うところはあるが、ちょっと意地の悪い仕返しをする程度で終わらせるつもりだった。

　女神であるユリアーナと人である俺やロッテとでは、感情面で随分と乖かい離りがあるようだ。

「あたしはこの世界の神よ。気に食わない国は亡ぼすし、気に入らないヤツには報復する権利があるの」

　報復じゃなくて試練を与える、な。

「どうか、ことが穏便に終息しますように」

　祈りだした。

「大丈夫よ、国を亡ぼすなんてよっぽどのことだから」

　当たり前だ。

　表情をなくして固まったロッテにユリアーナが優しく語りかける。

「穏便にすませるから大丈夫よ。たっくんの錬金工房に収納しちゃえば誰にも疑われずに失踪者が出来上がるわ」

　予想はしていたが実行犯は俺か。

「失踪者……」

　ロッテがそれだけを口にして祈りをやめた。

「錬金工房の中で解体して森の中に捨てちゃえば証拠も残らないでしょ」

「人間を解体するのはちょっと遠慮させてくれ」

　躊ため躇らう俺の傍らでロッテが激しく首を縦に振って同意している。

「意気地なしね。じゃあ、言語関係のスキルを取り上げて放り出しましょう。気がふれたと思われて、すぐに交代要員が送られてくるでしょう」

「御代官様は町にとって必要な方なんです」

　ロッテが止めに入った。

　退場願うつもりだったが方針変更するか。

「交代要員に問題がなければそれでもいいが、もっと悪くなる危険性もある」

　ロリコン代官には腹が立つが、無闇に優秀な人材を排除する必要もない。

「じゃあ、どうするのよ」

「金品なり希少な魔道具を賄賂にして言うことを聞かせるのと、弱みを握って言うことを聞かせる。この二重の束縛が最善の手立てじゃないか？」

　だが、具体的なプランはない。

「弱みは？」

「これから探す。なければ作ればいい」

「騎士団は？」

「幸い、以前からいる第三・四部隊はまともだ」

『騎士団長と第一・二部隊にはご退場願おう』、という台詞は口にしなかったが、ユリアーナには伝わったようだ。

「いいわ、たっくんの案を採用しましょう」

　女神の口元に笑みが浮かんだ。




◇




　ユリアーナとロッテを孤児院に向かわせ、俺自身は魔術師ギルドへと向かった。

　彼女たちの目的は赴任してきたばかりの助祭とこれから赴任してくる新しい司教に関する情報収集。俺の目的はロリコン代官に接触するための伝つ手てを作ることだ。

　その第一段階である魔術師ギルドのギルド長との会談は、『アンデッド・オーガの素材の買い取りを頼みたいのと、ここでは口にできないような性能の魔道具を鑑定してほしい』という一言でいとも簡単に実現した。

　アンデッド・オーガの素材を引き渡した後、魔術師ギルドの応接室に通された。俺の前にはテーブルを挟んで二人の男女がいる。一人は俺の正面に座った初老の男性――魔術師ギルドのギルド長で、もう一人は魔道具の鑑定を担当する三十歳前後の女性。

　俺は二人の前に長剣を置く。

「これが硬化と自己再生能力を持った鋼の長剣です」

　オリハルコンやミスリルあたりならもっと恰好がつくのだろうが、生あい憎にくと鉱石の素材がない。

　このあたりの希少鉱石の入手は今後の課題だな。

「鑑定をさせてもらってもいいかな？」

「もちろんです」

　俺が承諾の返事をすると鑑定役の女性がテーブルの上の長剣に手を伸ばした。

「では、失礼いたします」

　長剣の外観は以前俺が遊んだＲＰＧゲームに出てきた聖剣を参考にし、必要以上に華美にならないようデザインしている。

　女性が長剣の鑑定を終えるまでの数分間、応接室に緊張と沈黙が流れた。

「どうだ？」

　女性が長剣をテーブルの上に戻すとギルド長が即座に訊いた。

「本物です……。確かに硬化と自己再生能力が付与されていました」

　鑑定役の女性の声が震えている。この剣がどの程度の価値があるのか判断できないが、彼女とギルド長の表情から見て相当に価値があると考えてよさそうだ。

「カンナギ殿、鑑定の依頼ということだったが、この剣を譲ってもらうことはできないだろうか？」

「その長剣は差し上げます」

「な？」

「え？」

　ギルド長と女性が息をのむ。

「その代わりと言っては何ですが、この町の代官に私をご紹介願いたいのです」

「理由をお聞きしてもよろしいかな？」

　驚きの表情を浮かべていたギルド長の顔が瞬時に真顔へ戻り、鋭い視線が俺に向けられた。

　成人して間もない若造が地方都市の代官に引き合わせてほしいと言われて、『はい、そうですか』とはいかないよな。現代日本なら高校一年生が政令指定都市の市長に会いたいと言っているようなものだ。いや、権力を考えると知事以上か。それに、どこの馬の骨とも分からない男を要人に近づけたくないのも分かる。

「お話しした通り、私は父の跡を継げませんでしたが商人としてやっていくつもりです。その上でこちらの代官様と面識を得たいというだけです」

「なるほど」

　商人が成り上がるために権力者や有力者とパイプを持つのは地球も異世界も同じようだ。

　俺の嘘を簡単に信じてくれた。

「もちろん、代官様への手土産は用意しております」

　錬金工房から長剣と盾を取り出してテーブルの上に置く。

　今しがた鑑定してもらった長剣よりもやや豪ごう奢しゃな装飾を施してある。こちらも地球で有名なＲＰＧに登場する聖剣を参考にデザインした。

　新たに眼の前に置かれた長剣と盾に視線が釘付けとなっている二人に言う。

「どちらも硬化と自己再生が付与されています。更に長剣には炎の魔法も付与されています。剣身に炎をまとわせることができるので戦場で映えるでしょうね」

「炎に自己再生だと！」

「国宝級ではありませんか！」

　ギルド長と鑑定役の女性が同時に腰を浮かせ驚きの声をあげた。

　事前にロッテに訊いた時には『聞いたことのない魔剣ですけど、修理しなくていいのは凄く便利そうですね』、と言っていたが……国宝級だったのか。

　炎をまとわせる剣は耐久性に問題がある。これは性質上やむを得ないことなのだが、この剣は自己再生機能があるので剣身に炎をまとわせながらも常に再生し続ける。

「魔力が続く限り。という条件はありますが簡単に壊れたりはしません。この剣なら代官様にも気に入っていただけると確信しております」

　代官が派手好きなら尚更だろう。

「おっしゃる通りです。献上品がこちらの品なら魔術師ギルドとしても自信を持ってご紹介できます」

　ギルド長の言葉遣いが変わった。

「ギルド長にそう言っていただけ、私も気が楽になりました。可能なら今夜か明日にでも代官様のお宅を訪ねたいのですが？」

「随分と急ですな」

「父から『商人は時間を無駄にしてはいけない』と教えられてきたので」

　ずるずると引き延ばされるのは困る。今夜や明日の訪問をこの場で約束できないのは分かっている。だが、ロリコン代官のところに今すぐにでも使者を出すくらいはできるだろ？

「しかし、幾ら何でも急すぎますな……」

　ギルド長が額の汗をぬぐう。

　その時誰かが扉をノックした。

「今、来客中だ」

「申し訳ございません。そちらのお客様からご依頼されたアンデッド・オーガの査定が終わりましたので、買い取り明細と代金をお持ちいたしました」

　絶妙のタイミングじゃないか。

「差し支えなければ彼女を入室させていただけませんか？」

「カンナギ殿がそれでよいなら」

　ギルド長のその一言で扉が開けられ、代金を持った女性が応接室へと招き入れられる。

　俺は彼女から受け取った買い取り明細に視線を走らせた。

　アンデッド・オーガの素材一式で金貨三十五枚かよ。日本円にして三千五百万円ほどだ。受ける被害や損害、討伐に参加する人数を考えると妥当な額なのかもしれないが、ついこの間まで日本の高校生だった俺からすればちょっと想像し難い金額だ。

「参考までにお伺いしたいのですが、通常のオーガだとどれくらいになりますか？　大体の金額で構いませんので教えてください」

　常識なのだろう、三人が不思議そうな顔をしたが、俺が外国人でこの国の相場をまだ理解していないことを伝えるとギルド長が教えてくれた。

「金貨二枚から三枚といったところです」

　十倍以上か。アンデッド・オーガも普通のオーガも戦闘能力的には大して差はなかったから、希少価値ということなのだろう。

「献上品の鑑定をお願いしてもよろしいですか？　魔術師ギルドの鑑定証明証を発行していただければ心強いです」

　たった今女性から受け取った代金から、金貨五枚を最初に渡した長剣の横に積み上げる。

　ギルド長と二人の女性が息をのんだ。

「こちらは鑑定証明証の発行手数料と急いでいただくことへの私の気持ちです」

　鑑定証明証の発行費用は、代物によって多少の差はあるが、銀貨十枚――日本円にして十万円程度だ。

　押し黙るギルド長に向けて言う。

「商品はまた仕入れればいい。金はまた稼げばいい。ですが、時間だけは取り戻すことができません」

　さっきも言っただろう。時間は何よりも貴重なんだよ。特に今はな。

「分かりました、すぐに代官の屋敷まで人を走らせます」

　そう言って代金を持ってきた女性を見ると、

「畏まりました」

　彼女はそう言って即座に退室した。

「無理をお願いして申し訳ございません。このご恩は近いうちに返させていただきます」

　俺はギルド長と握手を交わして、魔術師ギルドを後にした。

　続いて、第二部隊のコンラート隊長に会うために騎士団第二部隊の詰め所を訪れる。「いやー、よく来てくれました」

　上機嫌で迎えてくれたのは対オーガ防衛ライン構築の指揮を執っていた第二部隊のコンラート隊長だ。

「ご用件というのはオーガ討伐の調書作成のための聞き取りか何かでしょうか？」

「そこまで煩わせるつもりはありません。調書の方は我々で作成したものがありますから、確認のために目を通してもらえれば十分です」

　実際にオーガを討伐した俺から一言も聞いていないのに調書が出来上がっているのかよ。

　これがこの世界の騎士団の標準とは思いたくないな。

「それは助かります。では早速、調書を読ませていただきます」

「急ぐ必要はありません。調書は後ほど持ってこさせます。その前に少し話をしませんか？」

「お話ですか？」

「第一部隊のパウルから無理難題を言われているらしいじゃないですか？」

　本題がそちらだということは予想できたが、何の前置きもなしにいきなり核心に触れてきたな。

「無理難題というほどのことではありません。私が討伐した盗賊のアジトに案内するよう言われているだけです」

「盗賊たちのアジトに残してきた盗品の引き渡しを要求されていると聞いていますよ」

　俺は少し困ったような表情を浮かべて恐縮する。

「私の国では討伐した盗賊が所持していた盗品は討伐した者に所有権が移ります。てっきりこちらの国でもそうだと思い込んでいました。ご迷惑をおかけし申し訳ございませんでした」

　パウル騎士団長に騙されている世間知らずの青年を演じる。

「盗賊から奪った盗品は君に所有権があります。アジトに残してきた盗品も後日運びだせば君のものです。しかし、君が運び出す前に誰かが発見して運び出した場合は運び出した者が所有者となります」

　知っている。知っているが、不正がまかり通るような騎士団相手に正論を言っても取り合ってはもらえないだろ。それどころか、機嫌を損ねたら冤えん罪ざいで投獄されかねない。

「え？　どういうことでしょうか？」

「パウルは君が法律に疎いことを悪用し、本来君が手にすべき盗賊の所持品を不当に奪おうとしている」

「たとえ一度に運びだせなくても、盗賊を討伐した者に所有権が移るのはこちらの国でもそうだったんですね」

　外国人なので法律に疎い振りをした。

「要はパウルが君の資産を横取りしようとしている訳です」

「そんな！　騎士団の隊長さんがですか！」

　心底驚いた振りをする俺にコンラート隊長が同情した表情で言う。

「身内の恥をさらすようですが、パウルはこちらに赴任してくる前から良からぬ噂がありました。私としては彼のシッポを掴んで悪事を白日の下に曝さらしたいと考えています」

　内部で処理して第一部隊の隊長を更こう迭てつするのかと思ったが違うようだ。

「同じ騎士団として恥になるのではありませんか？」

「隠いん蔽ぺいする方が騎士団の恥です。汚職塗まみれの第一騎士団を告発することで、我々第二部隊が公正、且つ、清廉であることを知らしめます」

　第三、第四部隊には一歩リードしているから、ここで競争相手の第一部隊の汚職を暴くことで第一部隊を蹴落とし、騎士団内部での優位性を不動のものにしようという魂胆か。パウル隊長と同類の薄汚い大人であることは間違いないが、コンラート隊長の方が少しだけずる賢いようだ。

「具体的に私は何をしたらいいでしょう？　それと、私の得るメリットを教えていただけますか？」

「さすが商人！　話が早いですね」

　こちらが利害で動く人間と判断しようだ。我が意を得たりとばかりにコンラート隊長が身を乗りだした。

「明日、パウルを案内して盗賊団のアジト跡に向かいますね？」

「ええ」

　盗賊のアジト跡には異空間収納に収まりきらなかった盗品が残っていることになっている。それをパウルに引き渡すためにアジトへ案内することになっていた。

「一つ私の策に乗ってみませんか？」

「策です、か？　商人なので騎士様のような難しいことは分かりませんが……」

　形だけ難色を示す。

「難しいことはありません。私の言う通りに動いてくれれば、君は盗賊を討伐して手にすべき資産を守れ、我々は騎士団内部の膿うみを出すことができます。双方にとってメリットがあると思いますが、どうでしょう？」

　おいおい。盗賊の盗品はもともと俺に所有権がある、と言ったばかりじゃなかったか？

「分かりました。では、コンラート隊長のご指示通りに動きましょう」

「決まりですね」

　コンラート隊長が提案した作戦内容は単純明快なものだった。

　盗賊のアジトから持ち帰った盗品を自宅に持ち帰ったところに、第二部隊が踏み込んでパウル隊長以下、関わった騎士団員たちを捕縛するというモノだ。盗品はもともと保管されていた倉庫の扉を開ける瞬間にでも錬金工房から倉庫へ移せばいいので特に問題はない。

　自分の手を汚さずに解決できるならそれに越したことはないだろう。

「作戦通りにことが運ぶと第一部隊はどうなりますか？」

「第一部隊を我々の部隊が糾合し、新たに第一部隊と第二部隊を編成し直すことになるでしょう。まあ、第一部隊は事実上解体ですね」

　コンラート隊長が得意げに語った。

　第一部隊と第二部隊が互いに噛み合って自滅するのが理想なのだが、ここは第一部隊を解体できるだけでも良しとしよう。

「驚きました。隊長は策士ですね」

「いや何、これくらいは大したことはありません」

　そう言って上機嫌で笑いだした。

　何ともこずるい大人が多いことだ。

　異世界も世知辛いよなー。

　とはいえ、日本で詐欺事件などの知能犯のニュースを幾つも見ていたせいか、騎士団の隊長二人が小悪党にしか見えない。

　この状況を何とか利用できないモノだろうか？

　俺はそんなことを考えながらコンラート隊長と握手を交わし、ユリアーナたちと合流するため孤児院へと向かうことにした。
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　孤児院に戻った俺は真っ先にユリアーナとロッテとの情報交換をし、その後、彼女たち二人と孤児院の子どもたちを伴って裏庭へと来ていた。

　ロッテや子どもたちとの距離を確認したユリアーナが明後日の方を向いたまま囁く。

「今夜、助祭のところに忍び込むか、或いは、こちらの姿を見せずに助祭と会話したいんだけどできる？」

「どちらも問題ない」

　忍び込むなら、助祭以外の教会の人間全てを錬金工房に取り込んでから助祭の部屋を訪れればいい。助祭と会話するだけなら遠距離通話の魔道具を作れば済むことだ。

「頼もしいわね。それじゃ、後者でお願い」

「分かった。詳細は後ですり合わせよう」

　ユリアーナとの会話を切り上げてロッテに話しかける。

「裏庭と言っても随分と広いんだな」

　改めて見回すと小学校のグラウンドくらいの広さがある。

「今は教会の敷地に市場が立ちますが、昔はこの敷地を使っていたそうです」

　ロッテが言うには、今日見た中央通りの盛大な市場は二か月に一回、五日間開催され、出店するのには商業ギルドの出店許可証が必要となる。翻ひるがえって、教会の敷地を利用しての市場は十日ごとに立ち、商業ギルドの出店許可証が不要のため、一般の家庭で作られた手料理が並んだり、不要になった衣類や家具が並んだりする。また、裁さい縫ほうが得意な主婦などはその場で繕いものをするなど、販売されるものも多岐にわたっているそうだ。

「中央通りの市場は他の市や町から大勢の商人が来るので賑やかですし、外国の珍しい商品も並ぶから見ていてとても楽しいですけど、あたしは教会の敷地に立つ市場の方が落ち着いていて好きです」

　そう語ったロッテの笑顔はとても幸せそうだった。

　美少女の笑顔というのは癒される。

　ユリアーナとの会話でギスギスしていた心が、ロッテの純じゅん朴ぼくな笑顔で急速に和らいでいく。

「次に教会に市場が立つのはいつなんだ？」

「三日後です」

　ターゲットの司教はここから三日の距離にあるグラの村に滞在している。教会の敷地に立つ市場を楽しみながらターゲットの司教をゆっくりと待つことにしよう。

「三日後にみんなで教会の市場に行こうか」

　後ろについてきた孤児院の子どもたちを見回しながら言うと、ロッテと子どもたちが驚きと期待のこもった目で俺をまっすぐに見つめた。

　俺はロッテと子どもたちに向けて、笑顔でもう一度同じ言葉を告げる。

「三日後に皆で教会の市場に行こう」

「うっ、あ、ありがとうございます」

　ロッテが泣き出し、子どもたちには驚きの表情と笑顔が広がる。

「え？　いいの？　本当？」

「ありがとう、お兄ちゃん！」

「俺たちも？　本当に連れてってくれるの？」

　口々に確認を求める声や歓喜の声が入り交じってあがり、それは瞬く間に子ども特有の甲高い歓声に変わった。

「俺、みんなに知らせてくる！」

　一人の男の子が孤児院の建物に向かって駆けだした。

「それで、今度は裏庭で何をするつもりなの？」

　先ほどまで殺伐とした会話をしていたユリアーナが子どもたちに交じって女神のような、見惚れるような微笑みを浮かべた。

「これだけの広さの土地を荒れ地にしておくのはもったいないだろ。裏庭全てを畑に変える」

「え？　裏庭全部を、ですか？」

　ロッテが驚きの声をあげた。

「問題ない、院長の許可はもらった」

　先ほど、『裏庭に畑を作りたい』と院長へ願い出たら快く承諾してくれた。広さには言及していなかったが問題ないだろう。

「広い畑を作っていただいても世話をする人手が足りないので、維持するのが難しいと思います……」

「問題ない」

　俺は不敵な笑みを浮かべて言い切ると、地上から二メートルほどのところまで裏庭の土を錬金工房へと収納した。

　突然、子どもたちの眼前から見覚えのある荒れ地が消え、代わって二メートルほど掘り下げられたくぼ地が現れた。驚きのあまり声もあげられず、息をのむ音だけがあたりに響く。

　子どもたち、いい反応だ。お兄さんは君たちの期待を裏切らない反応に、モチベーションが一気に上がったぞ。特にロッテ。大きな目を見開き、愛らしい口を大きく開けた顔は実にチャーミングだ。

「へー、これだけ広範囲の空間を一気に収納できるんだ。ここから端まで三百メートルくらいありそうね」

　ユリアーナが錬金工房の収納限界距離や効果範囲に関する情報を更新したようだ。

「これが第一段階、続いて第二段階だ」

　錬金工房内に取り込んだ石や岩をレンガほどの大きさに成形し、敷地を格こう子し状じょうに区分けして作業用の通路を造成した。成形した石や岩を利用して、縦四区画、横五区画の二十区画で、格子状に区分されるように元の地表の高さまで石の壁を造ぞう成せいした。

　壁の幅は一メートル。

「第二段階の終了だ」

　続いて第三段階に移る。

　各区画を森の中で収納した土や腐葉土で埋めていく。こげ茶色の畑に格子状に走る、石でできた白い通路が柔らかい陽光を淡く反射していた。

「これで第三段階が終了。そして取り敢えず畑ができた訳だ」

　振り返ると、ユリアーナを除く全員がかつて裏庭だった場所を放心したように眺めていた。子どもたちの眼前には、二十区画に整然と区分けされた畑が広がり、石の壁はくぼ地に土が入れられることで作業用の通路となっていた。

「……凄い、……お兄ちゃん、凄い！」

　静せい寂じゃくを打ち破ったのは五、六歳の少女。

「これ、畑だよね……？」

「俺、こんなの初めて見た！」

「魔法で畑を作った……」

　幼い子どもたちほど我に返るのが早いようだ。

　驚きと称賛の声は次第に年長者へと伝でん染せんしていく。そしてその驚きと称賛は『次は何をするのだ？』という期待と憧どう憬けいの念へと変わる。年長者は自主的に口をつぐみ、年少者は周囲の雰囲気にのまれて押し黙った。

「あんまり期待するなよ、次の作業は大したことないんだからさ」

「え、そうなの？」

　錬金工房内で強化ガラスを錬成しながら言うと、目をキラキラと輝かせた少女が少しだけ残念そうな表情をさせた。

　俺は少女に微笑みながら、

「見た目は派手だけど、やっていることは大したことないのさ」

　ビニールハウスならぬ強化ガラスハウスを、それぞれの区画を覆うようにして出現させた。

　これで第四段階終了。

「宝石のお家……？」

　かろうじて言葉になって俺の耳に届いたのはその一言だけだ。他の子どもたちは驚きのあまり言葉にならないか、言葉すら出せずにいた。

「子ども相手に何を得意になっているのよ、と言いたいところだけど……、これは凄いわね……」

　ユリアーナの頬を汗が伝う。

　俺の口元が綻ぶ。

「だろ？　でも、まだ続きがあるんだぜ」

「いちいち驚くのも疲れたし、驚く子どもたちを見るのも飽きたわ。そろそろ、終わりにしない？」

「安心しろ、こいつを設置して一先ず終わりにする」

　俺は水魔法を付与したスプリンクラーの機能を備えた魔道具を彼女の眼の前に差し出した。だが反応したのは幼い少女二人。

「なになに？　今度は何？」

「お兄ちゃん、それなあに？」

「これ？　これはな、毎日の水まきを皆の代わりにやってくれる魔道具だ」

　子どもたちに魔道具の説明をしながら、強化ガラスハウスの一つに設置して、試験運転を始めた。散水が始まると子どもたちの間から歓声があがる。

「うわー、凄ーい」

「虹だ！」

「お家の中に虹ができた」

　無む邪じゃ気きでいいね、子どもは。

「残り十九個はどうするつもり？」

「スラム街もあったし、水魔法が使える悪人の十九人くらいいるんじゃないか」

　俺は彼女に、夕食後のスラム街散策計画を囁いた。
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「いやー、大漁、大漁」

「いろいろと仕入れられたわね」

　スラムの出口へと向かう俺とユリアーナの会話が弾む。

「スラム街に潜んでいる悪人も意外といろいろなスキルを持っていたな」

　スラム街とは暗殺や盗賊などをはじめとしたさまざまな犯罪に手を染めた者たちが集まる危険地帯だ。その危険地帯で生き残っているのだから、何の力も持たないってことはないだろうとは思っていたが、予想以上に芸達者な悪人が多かった。なかでも驚いたのが光魔法の使い手が多かったことだ。

　そして、その光魔法のスキルをできるだけ集めてほしいとユリアーナから指示があった。

「最大の収穫は光魔法ね。これで憂いが一つ消えたわ」

「何か憂いていることでもあったのか？」

「失礼ね、これでも悩みごとをたくさん抱えているのよ」

「光魔法のスキルを集めたのはロッテの光魔法を強化するためかと思っていたが、違うようだな？」

「それはそれで早いうちに何とかしたいと思っているわ。でも、もっと優先すべきことがあるから」

　話の途中でユリアーナの笑顔が曇った。

「どうした？」

「油断したわ」

　その瞬間、左手の路地の奥からナイフが飛来し、俺の足元へと突き刺さった。

「チンピラか」

「魔力感知を怠った途端このありさま。スラムって本当油断ならないところね」

　ため息をつく俺たち二人をよそに路地裏から人相の悪い男たちが姿を現す。人数は五人。何れもナイフや抜き身の剣を手にしている。

「よう、怪我はなかったか？」

「ここいらは物ぶっ騒そうだからな。気を付けねえと奴ど隷れい商しょう人にんに攫われちまうぜ」

　威嚇をしているつもりなのか、本気でこの状況を楽しんでいるのかは分からないが、男たちは口元に薄ら笑いを浮かべて余裕の足取りで近づいてくる。

「右側の路地からも四人近づいてくる」

　ユリアーナの囁きに小さくうなずき、そちら側の路地から近づく連中には気づかない素振りで姿を現した五人の男たちを正面に捉える。

「最初の一撃をわざと外すなんて余裕じゃないか」

　小バカにしたような俺の口調に男たちが警戒の表情を浮かべた。

「兄ちゃんこそ余裕じゃねえか……」

「スラム街を二人きりで無警戒に歩いているんだ。それがどういうことか分かならいほど頭が悪いのか？」

「何だとこの野郎！」

「ナイフは返すよ」

　足元に突き刺さったナイフを錬金工房に収納し、すぐさま投げナイフを手にした男の左膝ひざにナイフを出現させると悲鳴をあげて地面に転がった。

「どうした！」

「いてー！　膝が、俺の膝にナイフが！」

「畜生！　テメエ、何をしやがった！」

　一際大柄な男が俺を睨みつけて大声をあげると同時に、背後から複数の人間が駆け寄る音が響いた。

「嬢ちゃんに傷を付けるなよ！」

「兄ちゃん、てめえは手足の一、二本は覚悟しな！」

「たっくん、後ろよ」

　男の激高した声とユリアーナの落ち着いた声とが重なった。

「問題ない」

　俺は右手側から迫る四人を視界に収めると同時に錬金工房へと収納する。

　傍目には路地から飛びだしてくる寸前で、四人の男たちが忽こつ然ぜんと消えたように映ったことだろう。勢いよく迫る五人の男たちの動きが止まった。

「てめえ、何をしやがった……」

「消えちまった、だと……？」

「魔術師かよ……」

　警戒と畏怖のない交ぜとなった眼差しが俺に向けられた。

「どうした？　かかってこないのか？」

　挑発するように武器も持たずに両手を広げてみせる。

「後ろのヤツらに何をした？」

「後ろのヤツら？　なあ、後ろに誰かいたか？」

　俺はわざと隙を見せるようにユリアーナを振り返って訊くと、

「さあ？　どうだったかしら？」

　愛らしい笑顔が返ってきた。

「化け物だ！」

「ひぃ！」

「で、出たー」

　叫び声をあげて転がるように逃げる五人の男たちを錬金工房へと収納し、俺たち二人は教会へと向かった。
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　教会の周囲に巡らされた塀の上から敷地内にある建物の一室を指さし、「助祭はあの二階の角の部屋よ」とユリアーナが断言した。

「助祭の他には？」

「助祭一人だけ。他の人の魔力は感じないわ」

　時間は真夜中、ほとんどの人が寝静まった頃だ。助祭が起きていてくれると話が早いのだが、まあ、普通に考えて寝てるよな。

　俺は町で売られていた女神・ユリアーナの像に双方向の通話機能を付与した魔道具を錬金工房から取り出した。端的に言えばトランシーバーのようなものだ。

「それが例の魔道具？」

「ああ、機能は保証する」

「片方を錬金工房の中から助祭の枕元に転移させる。もう片方から話しかければ通話が可能だ」

　俺は一方の像を助祭の枕元に転移させ、もう一方をユリアーナに差し出した。

「先ずは助祭を起こすところからね」

　彼女はそう言いながら像を受け取ると、厳おごそかな口調で像に語りかけた。

「フランツ・オットー、聞こえていますか？」

　ユリアーナの手にした像から微かな寝息が聞こえた。

「フランツ、フランツ・オットー。目を覚ましなさい」
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「う、ん……」

　ユリアーナの手にした像から助祭の声が聞こえた。すかさずユリアーナが像へ語りかける。

「フランツ・オットー、目を覚ましなさい」

「どなたかいらっしゃるのですか？」

　落ち着いた声が返ってきた。

「あたしの名はユリアーナ。この世界の創そう造ぞう神しんにして、あなたの信仰する女神です」

「それを私に信じろとおっしゃるのですか？」

　神職にあるから神の声を聞くことができたと歓喜すると思ったが……、意外と疑り深いな。

「あなたが手に入れた石。それは神聖石と言って創造神であるあたしの力の一部を封じ込めた神界の石です」

「何のことをおっしゃっているのか分かりません」

「神聖石を返してもらいに来ました」

「ですから、何のことを」

　尚もとぼける助祭の言葉を遮ってユリアーナが言う。

「あなたと会話することなく神聖石を取り上げることもできるのですよ」

「お待ちください」

　助祭が初めて狼狽の色を見せた。

「神聖石を返してくれますね」

「この石。……神聖石というのですか。この神聖石を今しばらくお貸しいただく訳にはいきませんでしょうか？」

「理由を聞きましょう」

「神聖石の力をお借りすることで大勢の怪我人や、病に苦しむ人々を救うことができました。私は……、更に大勢の人々を救いたいと願っております。ユリアーナ様を信仰する者たちのために何卒お力をお貸しください」

「本当に人々を救いたいという気持ちだけですか？」

「もちろんです」

　迷いのない力強い答えにユリアーナが満足げに微笑む。

「よろしい。その力、貸し与えましょう」

「感謝いたします」

「ただし、貸し与えるのは力だけです。神聖石はこの場で返してもらいます」

「どういうことでしょう……？」

「あなたに祝福を授けましょう」

「感謝申し上げます」

　助祭がお礼の言葉を述べた瞬間、ユリアーナから合図が出された。その合図に従って神聖石ごと助祭を錬金工房へと取り込んだ。

「よし、成功だ」

　俺は助祭が所持していた神聖石だけを取り出してユリアーナに渡す。

「間違いないわ。これで二つ目」

「じゃあ、次のステップに移るぞ」

「お願い」

　神聖石を抱きしめてユリアーナが小さく首肯した。

　俺はスラム街で悪人たちから強奪して集めた光魔法のスキルを、錬金工房内にいる助祭に幾重にも付与して彼の光魔法の強化を図る。神聖石がなくても、助祭がこれまで通りかそれ以上に住民たちのために力を振るえるようにする。それがユリアーナの計画だった。

　ユリアーナ曰く『善行を積む敬けい虔けんな信徒には女神の祝福を与えないとね』

　予想外にまともなところがあるのに驚いたのは内緒だ。

「よし、これで神聖石の力を借りるのと同等の光魔法が使えるようになったはずだ」

「次は魔力をお願い」

　俺は無言で首肯すると、スラム街で強奪した魔力をやはり幾重にも付与して助祭の魔力量の増大を図った。

「スラム街で出会った元神官の十倍の魔力量まで増やすことができたぞ」

　自分で口にした魔力量がどの程度のものなのか正確には分からないが、少なくとも基準となる神官の魔力量ですらスラム街の悪人たちの三倍以上あった。

　つまり、規格外の魔力量であることは容易に想像がつく。

「ありがとう。これで怪我や病気で苦しむ信者たちを救うことができるわ」

「いいのか？　一人の人間をここまで優遇しても？」

「問題ないわ。彼は選ばれた人間だった、というだけよ。それに彼には悪徳司教を排除するのにも一役買ってもらうから」

「何か企んでいるなら教えてくれ。カヤの外じゃ協力はできないからな」

「もちろんよ。たっくんはあたしの助手なんだから」

　文字通り、女神のような笑みだ。だが、一瞬垣かい間ま見みた小悪魔のような笑みは気のせいじゃないよな……。

　俺は若干の後悔を胸の奥に仕舞い込んでユリアーナから悪徳司教排除の計画を聞くことにした。
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　翌日。

「おい、小僧！　盗賊のアジトはまだか！」

　後ろを走る荷馬車から不機嫌そうな叫び声が聞こえた。声の主は第一部隊のパウル隊長。その脂ぎった顔と態度は不機嫌さを隠そうともしていなかった。

　まったく何てヤツだ。盗賊を討伐した功労者である俺たちの上前を撥はねようとするだけでなく、案内をする俺たちに埃っぽいだの道が悪いだのと、思いだしたように八つ当たりをしていた。

「まだ先です、あと一時間はかかります」

　攻撃魔術を撃ち込みたくなる衝動を抑えてにこやかに愛想よく返事をすると、何やら悪態をついて座り直す。

　俺たちは二台の荷馬車で盗賊のアジトを目指して街道を進んでいた。目的は盗賊のアジトに残してきたという設定にした盗品を回収するためである。先導するのはロッテが操る馬車で荷台には俺とユリアーナが乗っている。後こう続ぞくの荷馬車にはパウル隊長を筆頭に第一部隊の騎士たちが十人。その人数と騎士たちの顔つきから不ふ穏おんな未来を想像してしまう。

「盗品を積み込む手間や魔物に襲われる危険性を考えたとしても過剰な人員よねー。もしかしてあたしたちを始末することも視野に入れてたりして」

「ありませんよね？　騎士団が善ぜん良りょうな住民を襲うとかありませんよね？」

　ユリアーナが楽しそうに口にした不穏な予想にロッテが泣きそうな顔で反応した。

「あるんじゃない？」

「いやいや、ないでしょ」

「仮に襲われても、たっくんの創った魔道具があるから大丈夫よ。ロッテちゃん単独でも十分に撃退できるから」

「その魔道具ですが、使いこなす自信が微み塵じんもないんですけど」

　ロッテの反応が可愛らしかったので、つい、黙って見ていたがそろそろ助け舟を出すか。

「騎士団の小隊二つくらいに負けはしないさ」

「シュラさんが強いのは知っています。でも、あたしが言いたいのはそういうことではなくですねー」

「問題ない。騎士団と戦うことになってもロッテのことは俺が守る」

「え？」

　ロッテの背筋が急に伸びた。

「お前を傷つけようなんて輩は俺がぶちのめす」

「シュラさんったらー」

　身体をくねらせて嬉しそうに振り向いたロッテだったが、後続の馬車を視界に収めた途端その表情が一変する。

「違います！　そうじゃありません！　騎士団と戦わない方向でお願いします」

　今、一瞬、騎士団のことを忘れたな。

「俺としてもあの連中と戦うのは本意じゃないからな。まあ、できるだけ戦闘は避けるようにするよ」

　第二部隊のコンラート隊長からの提案もあるし、できれば第一騎士団と争うことなく盗品をお引き取り願いたい。

「約束ですよ」

「約束する」

　安堵したロッテの心をユリアーナが再び乱す。

「そうは言っても、あちらさん次第なのよねー」

　今まさに罠にかかろうとしている、憐れな獲物を見るような視線が後続の馬車に向けられる。ユリアーナの視線に釣られ、俺も騎士たちが搭乗する馬車に視線を向けた。

「随分と入念に剣の手入れをしているな」

「さっきは防具のチェックをしていたわ」

「いやー、いやー」

　ロッテが天を仰ぎながら首を横に振る。

　それでも馬車は街道を外れることなく盗賊のアジトへと向かって進む。途中、魔物や盗賊に襲われることなく荷馬車は予定通り盗賊のアジトへ到着した。

「ここがそうなのか？」

「はい、ここが先日お引き渡しした盗賊たちのアジトです」

　パウル隊長にそう答え、俺とユリアーナ、ロッテの三人が真っ先に洞窟へと足を踏み入れる。半数の五人を荷馬車付近に見張りとして残し、パウル隊長以下、五人の騎士がそれに続いた。

　洞窟を少し進み、居住区として使っていたスペースに入った途端、若い騎士たちが感心したように声をあげる。

「洞窟をアジトにしていると聞いていたから、獣や魔物のように不衛生なところを予想していましたが、意外と綺麗に使っていたんだな」

「椅子やテーブルも結構いいものを使っているぞ」

「こりゃ盗品の方も期待できそうだな」

　何とも浅ましい騎士たちだ。内心呆れるが、それを表にださないように注意してパウル隊長に話しかける。

「この部屋に残りの盗品があります」

　錬金工房に収納した盗品の半分近くをもともと盗品が置かれていた部屋へと戻し、その部屋の扉を開けた。扉の向こうに見える盗品の数々に騎士たちが歓声をあげる中、パウル隊長が忌ま忌ましげに俺とユリアーナを見た。

「残した盗品がこれということは、お前たち二人の異空間収納にはもっと価値のある盗品があるんだろうな」

「私たち兄妹は商人ですから」

　当然、価値のある品を優先して取得すると暗に答える。

「ふん、まあいい。よし、運び出せ」

　パウル隊長が指示すると五人の騎士たちが一斉に盗品運び出しにかかった。

　次いで俺たちに向かって言う。

「何をしている。お前たちも手伝わんか！」

「あら？　案内だけの約束ですよね？」

「な……！」

　予想はしていたが案の定のやり取りだ。俺たちに対して当たり前のように手伝いを要求するパウル隊長と『喧嘩なら買うわよ』という態度のユリアーナ。

　ユリアーナはもちろん、絶句するパウル隊長も引く気がなさそうだ。

「え？　そんな……、お手伝いしましょうよ、シュラさん」

　狼うろ狽たええたロッテが両手を胸の前で組み、まるで祈るような姿勢で俺を見た。

「パウル隊長、妹は契約や約束事に厳しいんですよ。妹の分も俺がお手伝いしますからここは穏便にお願いできませんか？」

「あたしも、あたしもお手伝いします。一生懸命働きますよ！」

　勢い込んで協力的な姿勢をアピールするロッテに気づかれないよう、俺はパウル隊長に金貨の数枚の入った革袋を握らせる。

「町に戻ってからの荷下ろしも手伝わせていただきます」

「そうだな、子どもに手伝わせるのも風ふう聞ぶんが悪いか。よし、町に戻ってからも頼んだぞ」

「はい、お役に立たせていただきます」

　よし、これで無事に町まで帰れそうだ。

　盗品を町まで持ち帰ったところで第二部隊がなだれ込んでパウル隊長以下、関係者が一網打尽となる。こいつの茫然自失とした表情を特等席で拝めるとなれば荷物を運ぶくらい苦でもない。

　俺はパウル隊長を陥おとしいれる計画を反はん芻すうしながら盗品を荷馬車へ積み込む作業を進めた。




◇




　盗品を回収したパウル隊長をはじめとする第一部隊の面々は上機嫌で騎士団の詰め所へと戻ると、すぐさま盗品を倉庫が並ぶエリアへと移動する。

「よし、運び込め」

　騎士団の詰め所奥にある倉庫前に到着するとパウル隊長の号令一下、配下の騎士と共に俺とロッテも盗賊たちからの押収品を騎士団の倉庫へ運び込む。

　荷物を運んでいると手ぶらのユリアーナが近づいてきた。

「呆れたものね。騎士団の倉庫を利用しているとは思わなかったわ」

「まったくだ。灯とう台だい下もと暗くらしとはよく言ったものだ」

　盗品を隠すのだからバレても言い逃れができるように、別名義で民間の倉庫を借りていると予想していただけに驚きだ。

「ところで、第二部隊はどうしちゃったの？」

「踏み込むタイミングをどうするか、連絡が入るはずだったんだが未いまだに連絡がない」

　第二部隊が踏み込んでくるなら今が絶好のタイミングだと思うのだが、踏み込んでくる気配はない。

「第一部隊と行動を共にしていたから、あちらさんとしても接触する機会を逸いっしたのかもね」

「そんなところだろうな」

「楽しみにしてたのに……」

　心底残念そうに肩を落とした。その姿に、第二部隊のコンラート隊長の提案を話して聞かせた時の踊りださんばかりの喜びようが蘇る。

『あのいけ好かないオヤジが犯罪者になる瞬間を間近で見られるのね』

　実際、軽やかな足取りでターンを決めていたな。

「そのうち接触してくるだろ。パウル隊長が犯罪者として捕らえられるところを間近で見たいのは俺も一緒だ」

「そうね、そうよね……」

　そう言い残して馬車へと引き返すユリアーナを見ていると年配の騎士が声をかけてきた。

「あの娘、孤児院から引き取ったんだって？」

　視線の先には誰よりも多くの荷物を抱えたロッテがいた。

「ええ」

「ありゃ、相当量の魔力を持っているな。うちの騎士団に欲しいくらいだぜ」

　ロッテが大量の荷物を抱えて足早に倉庫へと消えていく。

　少しやりすぎたかな。

　彼女の魔力はかなり増強していた。それに比例して魔力による身体強化も格段に図られており、並の騎士など足元にも及ばない身体能力を発揮している。

「勘弁してください。彼女はもううちの商会になくてはならない人材なんですよ。それに商人になりたいというのも、私たち兄妹と一緒に来たいというのも彼女の希望です」

　年配の騎士は『別にとったりしないから安心しろ』と言って笑うと、

「働き者だし気立てもいい。それにあれは将来美人になるぞ」

　そう付け加えた。

　同感だ。抜けたところもあるが、そこも可愛らしいと言えば可愛らしい。元の世界に戻らなかった場合、ロッテを嫁さんにしてもいいかもしれないな。

「とてもよくやってくれています」

「大事にしろよ。逃がしたら後悔するぞ」

「ご忠告ありがとうございます。大切にします」

　年配の騎士が照れた演技をする俺からユリアーナに視線を移した。

「それに引き換え、お前さんの妹はまるで働かないな」

　同感だ。

「実家では奉ほう公こう人にんに指示を出すだけでしたから……」

「俺の知っている商家の娘ってのは、どんな大商人の娘でも皆働き者なんだがな」

「国が違うので、そのあたりも違うのかと」

「まるで貴族のお嬢さんみたいだな」

　言わんとしていることは分かる。

「父親に甘やかされて育ちましたからね」

　ボロが出ないうちに切り上げたいと思ったところに、若い騎士見習いに声をかけられた。

「シュラ・カンナギはお前か？　魔術師ギルドから使いが来ている」

「使いの方はどちらに？」

　騎士見習いが視線で扉の一つを示した。俺が視線を向けると扉のすぐそばに立っていた男が軽く会釈を返してよこした。

「兄ちゃん、手伝いはいいから行ってきな」

　年配の騎士に促されて、扉のそばに立つ男の方へと歩を進めた。

　魔術師ギルドの使者を名乗る男は握手をするなり本題を切り出した。

「代官様がカンナギ様との面会を承諾してくださいました。時間は今夜、二十時から一時間とのことです」

「お骨折りいただき、ありがとうございます」

　急がせておいて何だが、予想していたよりも随分と早く面会できる。正直なところ三日先になると思っていたが、こちらとしてはありがたい誤算だ。

「十九時すぎに宿へ迎えの馬車を差し向けます」

「そこまでしていただかなくとも」

「万が一遅れるようなことがあっては当ギルドとしても面目が立ちません」

　男は最後まで言わせずにクギを刺した。

「承知いたしました。準備万端整えて宿で待たせていただきます」

「それでは私はこれで失礼いたします」

　男は深々とお辞儀をして去っていった。
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　第一部隊から解放され、宿へ戻るとすぐに第二部隊の騎士から接触があった。

　俺は騎士に呼び出されるまま、近くの酒場へと入る。

「こんな恰好ですまないね」

　第二部隊の騎士を名乗った男は町中で見かけるゴロツキのような恰好をしていた。少なくともまっとうな仕事についている人間には見えない。

　オーガ討伐の際に見かけていなかったら、紀き章しょうを見せられても信用しなかっただろうな。

「いいえ、騎士だと知られると不都合なこともあるでしょう」

「それで、押収品の保管場所は分かりましたか？」

　注文したビールが運ばれるや否や騎士が小声で訊いてきた。

「騎士団の詰め所奥にある倉庫です」

「まさか！」

　驚く騎士に向けて更に言う。

「信じられない気持ちも分かります。まさか騎士団の施設を、それも詰め所の中にある倉庫を犯罪に利用しているとは思いませんでした」

「ご領主や代官に知られたら大ごとだ……」

　騎士の独り言は聞こえなかった振りをして、俺は接触してきた騎士に盗品を隠した倉庫と、倉庫の床下が隠し場所になっていることなど詳細を伝えた。

　一通りの情報提供を終えると、騎士が静かに囁く。

「今夜踏み込むので君には案内を頼みたい」

　パウル隊長の逮捕劇を特等席で見るのを半ば諦めていただけにこの申し出は願ったりかなったりだ。二つ返事で飛びつきたいところだが、ここはできるだけ恩を売っておこう。

「どうしても、ということであればご協力はさせていただきます。しかし、私が案内したのがバレたら、そちらが不利益を被りませんか？」

「むしろ証人としての君が必要なんだ」

　俺が難色を示すと騎士を名乗った男は少し苛ついた様子で語ご調ちょうを強める。

「証人ですか……。証言をするために『保護』という名目で、身柄を拘束されるようなことはないでしょうね？」

「貴族の子弟がこうして頭を下げているのにその態度は何だ！」

　確か第一部隊と第二部隊は貴族が多いんだったな。

「失礼、頭を下げてくださるところを見落としていたようです」

「貴様！」

　騎士が顔を真っ赤にして腰を浮かせた。

　こんな単細胞でも騎士が務まるんだなあ、などと考えて黙り込んでいると騎士が詰め寄る。

「失礼、それで私はどうすればよろしいでしょう？」

「証言までこの町を離れないでもらいたい」

「私たちは行商人なので移動できないと商売ができません」

「代官の裁きがある当日以外は自由にできるはずだ。第二部隊としても、ある程度の便べん宜ぎは図れると思う」

『はずだ』と『思う』、か。何ともグレーな答えだ。というか、明言を避けている。絶対に不利益を被るつもりがないのが伝わってくる。

「このあたりで商売をするならラタの町の騎士団の覚えが良くなるのは金銭に換算できない利益があると思うが、どうかな？」

　思案している俺に騎士が強い口調で言った。

　なるほど。協力しないと後々に禍根を残すことになるという訳か。

「分かりました。協力させていただきます」

「では、私は隊長に報告をしなければならないのでこれで失礼する。踏み込む時間は追って知らせる」

「その時間ですが、二十時から二十二時まで先約があります」

「申し訳ないが我々を優先させてほしい。先約は断ってもらえないだろうか」

　言葉は丁寧だが口調と雰囲気が高圧的だ。

「先約は代官様との商談です。実は献上品をお持ちすることになっております。お断りするとなれば第二部隊の隊長のお名前を出さないとなりませんがよろしいでしょうか？」

「代官様との約束だと先に言え！」

　本性を現した感じだな。

「如何しましょう」

「代官様との面会は二十二時には終わるのだな！」

「はい、遅くともその時間には終わる予定です。とはいえ、時間が来たからといって私から面会を切り上げるというのも……」

　眼前で苛ついている騎士を更にからかう。

「もういい！　夜中だ！　夜中に踏み込めるよう、私の方から隊長へ進言する」

　用事は済んだとばかりに立ち上がる騎士に問いかける。

「料理が来るのはこれからですが？」

「急いでいる！　料理は勝手に食べろ！」

　吐き捨てるようにそう言うと、騎士は足早に酒場を出ていった。










第五話　代官　カール・ロッシュ




　その日の夜、魔術師ギルドの鑑定士の案内で、俺はユリアーナとロッテを伴ともなってこの地域の代官であるカール・ロッシュの屋敷を訪れていた。

　そう、ロッテに言い寄った挙げ句、誘拐まで企てた変態野郎のところだ。

「お待たせして申し訳ない。私がカール・ロッシュだ」

　太った中年オヤジを想像していたが、入ってきたのは二十代後半の好青年。

　歩く姿が颯さっ爽そうとしてさまになっている。

「ロッシュ様、ご無沙汰しております」

　鑑定士が即座に立ち上がって代官に深々と頭を下げた。

　俺たちも彼に続いて腰を浮かせたが、

「ああ、そのまま座っていてくれ」

　ロッシュが言葉と仕草で押しとどめた。

　椅子に腰を下ろしたロッシュに鑑定士が改めて挨拶をする。

「本日はお忙しいなか、お時間をいただき感謝申し上げます」

「そう畏まらないでくれ。堅苦しいのは苦手なんだ」

　権力者にありがちな高圧的な態度はなく、平民である鑑定士にも非常に気さくな対応をしている。正体を知らなければ騙されていたところだ。何よりも、ロッテを見ても顔色一つ変えずに挨拶を交わすあたり、メンタル面も相当に強そうだ。

　代官と二言三言、言葉を交わした鑑定士が俺を紹介する。

「こちらがお話しいたしました、商人のシュラ・カンナギ殿でございます」

「初めまして、ロッシュ様。シュラ・カンナギです。隣に座っているのが妹のユリアーナ。その向こうが当商会で雇い入れたリーゼロッテです」

　ロッシュはユリアーナの美貌をひとしきり褒めると、『ところで』と視線をロッテに移した。

「リーゼロッテ嬢は従業員だろ？　なぜ同席を？　いや、私としては美しいお嬢さんが同席してくれるのは嬉しいのだが、理由があるなら知りたいと思ってね」

「リーゼロッテはこのラタの町の孤児院にいたのですが、このたび、当商会で雇い入れることとなりました。とは申しましても、未だ成人前のため形式上、私とユリアーナの兄妹として引き取らせていただきました」

　合法的にロッテを誘ゆう拐かいできないと悟ったロッシュの表情がわずかに歪んだ。

　誘拐が合法的かどうかは疑問が残るが、少なくとも俺の保護下にあるロッテを誘拐したら騎士団が出動できる。最悪はロッシュの雇用主である領主を動かされることになりかねない。

　そんな事態にならないまでも、騎士団に弱みを握られるのは面白くないだろう。

「なるほど、カンナギ殿の妹さんか。こんな可愛らしい妹さんが二人もいるとは、カンナギ殿が羨ましい」

「ユリアーナはもちろんですが、ロッテに巡り合ったことは、この上ない幸運だと思っております」

　勝ち誇った笑みを浮かべる傍ら、

「シュラさんったら～」

　ロッテが独り言を口走りながら、キャッキャ、ウフフと身をくねらせる。

　そんな彼女をチラチラと横目で見ながら、ロッシュが引きつった笑みを浮かべた。

　完全に余裕の笑みが消えた。

　ロッテを誘拐できなくなったことがよほど悔しいようだ。

　俺が勝利に浸っていると、ロッテ誘拐未遂の詳細を知っている鑑定士が慌てて話題を引き戻す。

「カンナギ殿はベルグナード王国から来られたのですが、将来的には我が国への移住も考えていらっしゃるそうです」

「ベルグナード王国か、随分と遠いところから来たんだな」

　今しがたまで見せていた引きつった笑みはもうない。その表情には余裕すらうかがえる。

　立ち直りが早いな。

「実家の影響力が及ばないところで商会を立ち上げたいと思いまして」

「お兄さんに邪魔されたくはない、というところか」

　代官が探るように俺を見た。『事情は把握しているぞ』という顔である。こちらが用意した設定を『自らが探り出した』と思い込んでいるようだ。

　この代官、思った以上に扱いやすいかもしれない。

　俺は内心ではほくそ笑みながらも、表面的には少し困った顔で鑑定士を見る。すると鑑定士がバツの悪そうな顔で取り繕う。

「すみません。カンナギ殿のことをロッシュ様にご紹介するにあたり、その、隠しごとをするのは良くないと思いまして」

「彼を責めないでくれ。私が無理に聞いたんだ」

　代官が余裕の笑みで助け舟を出した。

「素す性じょうの知れない者と会う訳にもいかないでしょう。必要な情報収集だと承知しております」

「そう言ってもらえると助かるよ」

「実は本日お時間をいただいたのは」

「目的は我が国での商会の立ち上げと、この地域での円滑な商売、というところだろ」

　俺の言葉を遮って言い切った。

　しかも事前に献上品の用意をしてあることは告げてあるにも拘わらず、そのことには一切触れていない。まるで俺たちが一方的にお願いに上がったような話の切りだし方だな。

「それも目的の一つです」

「一つか。随分と欲張りだな」

「ご提供できるものも複数用意しております」

「ほう、聞こうか」

　三種類の能力を付与した長剣以外にも献上品があると思ったのか、まるで鑑定士が品定めをするかのように、俺を見るロッシュの眼差しが鋭くなった。

　さてと。先ずは俺がロッシュにとって利用価値のある人間だと理解させないとな。

「こちらが献上品でございます」

　長剣を恭うやうやしくテーブルの上に置いた。日本を代表するファンタジーＲＰＧに登場する聖剣を参考にデザインしたので、見た目も十分に映える。

「これが……！」

　ロッシュは感かん嘆たんの声をあげると、食い入るように長剣を見つめた。

　彼が長剣に手を伸ばそうとした瞬間、それを阻むように魔術師ギルドの発行した鑑定書を彼に手渡す。

『国宝級』と言わしめたその性能を同席した魔術師ギルドの鑑定士が身振り手振りを交えて興奮気味に説明する。

「私も鑑定した時は驚きました。それこそその場で三度鑑定したほどです。この長剣には硬化と自己再生、更に炎の魔法が付与されています」

　長剣を手にし、顔に喜色を浮かべたロッシュに言う。

「お試しになっては如何ですか？」

「この場でか？」

　言葉とは裏腹に表情は躊ちゅう躇ちょしていない。

「試し斬りは無理にしても、炎をまとわせるくらいは問題ございませんでしょう」

　ロッシュは俺の言葉に背を押されるようにして、部屋の中央へと歩を進める。

　無言で長剣を見つめる彼に「魔力を流すだけです。魔力さえあればどなたでも使えます」そう告げた瞬間、剣けん身しんが紅ぐ蓮れんの炎をまとった。

「これは……、凄いな」

　紅蓮の炎で赤く照らし出されたロッシュの顔が驚きと興奮の色を浮かべ、剣を見つめる瞳が妖しく光る。

　同席した鑑定士とロッテ、控えていたロッシュ家の使用人の額に汗が浮かんだのは、炎の熱だけが原因じゃなさそうだ。

「如何でしょう？　ご満足いただけましたか？」

「ああ……。これほどの逸品、高位の貴族でも持つ者は少ないだろうな」

「鞘には耐熱が付与されております。剣の炎を消失させていただければすぐに鞘に収めても問題ございません」

　俺の説明に『気が利くな』、と言って剣を鞘に収めるよう、傍らの使用人に剣を手渡すと再び椅子に座った。

　そして興奮冷めやらぬといった様子で訊く。

「それで、二つ目の頼みごととは何だ？」

「ご領主様への紹介状を頂戴できませんでしょうか？」

「ヒューベンタール様へ？」

　こちらを警戒するような表情でこの地域を治める領主の名を口にした。

「代官様にだけ剣を献上したのでは、あらぬ誤解を生みかねません。それに、ご領主様への献上品として恥ずかしくない品を用意しております」

　ロッシュの視線が鑑定士に向けられた。

　全力で首を横に振る鑑定士から俺に視線を戻すと探るように訊く。

「君はこれ以上の逸品を持っているということか」

「今のところ」

「どういうことだ？」

　食いついた。
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　俺は内心でガッツポーズをして、騎士団の第一部隊と第二部隊とのこれまでの経緯を話す。

「若輩の身であることが理由でしょうが、第一部隊のパウエル隊長からは、『盗賊からの押収品がまだある』と思われており、このままだと押収品以外も供きょう出しゅつしないとならない事態も予想されます」

　更に、第二部隊のコンラート隊長からも呼ばれていることを詳細に語った。

「なるほどな。つまり、第一部隊と第二部隊に嵌められそうだから助けてほしいという訳か」

「少し違いますね。代官様にとって目障りな第一部隊と第二部隊をまとめて片付ける機会をご提供しようということです」

「続けろ」

「つまり、私は第二部隊のコンラート隊長の思おも惑わくを十分に予想した上で、彼らの言いなりになって行動したと申し上げております」

「若輩にしては賢さかしいな」

「父に厳しく教育されましたので」

「今夜なのだな？」

「代官様のお屋敷を出ましたら、第二部隊の詰め所に向かいます」

「分かった。第三部隊と第四部隊を秘ひ密みつ裏りに動かそう。ただし、これはお互いに利のあることだ。貸し借りはなし、ということでいいな」

　俺との会話の間に書いたメモが使用人に手渡された。

「承知いたしました」

　手柄をくれてやったはずなのにいつの間にか貸し借りなしになっているのは釈然としないが、高校生が大人相手にやった交渉事としては上出来だと思うことにしよう。

　領主への紹介状について触れようとする矢先、

「紹介状を書く前に、ご領主様への献上品が恥ずかしくない品であることを確認しておきたい」

　ロッシュがもっともなことを口にした。

　俺は承諾の返事をすると、バッグの中から幾つかのアイテムを取り出してテーブルの上に並べ、その中から銀の腕輪を手に取る。

「こちらでございます」

　銀の腕輪を受け取ったロッシュは値踏みするように調べた後で鑑定士へと渡した。

「紹介状を書くかどうかは鑑定結果次第だ」

「では、鑑定している間、少しお話をいたしませんか？」

「外国の話か？」

　興味を抱いたロッシュに『残念ながら貴国のお話です』、と前置いてロッテに視線を移す。

「先日、私どもで引き取らせていただいたリーゼロッテですが、どうも良からぬ輩に付け狙われているようなのです」

　真相を知っている鑑定士が銀の腕輪を取り落としそうなるが、当の本人であるロッシュはまるで初めて聞く話のような顔をしている。

「ほう、どんなヤツなのだ？」

「成人前の少女を屋敷に連れ込んで悪さをしようという変態野郎です」

「それはけしからんな」

「しかもその変態野郎は実力行使にまで及びました。部下を使って孤児院にいたリーゼロッテを誘拐しようとしたのです。幸い、教会のシスターや近所の住民がいたお陰で誘拐は未遂に終わりました」

「リーゼロッテ嬢は美しいから、そんなこともあるかもしれんな」

「狙われたのはリーゼロッテだけでなく、他にも何人もの少女が狙われたと聞き及んでおります」

「けしからん、実にけしからんな」

　ここまで顔色一つ変えない。予想以上にできるヤツのようだ。

「代官様にお心当たりりはございませんか？」

「犯罪者の情報は上がってくるが、そのような報告は聞いたことがない。もし耳にしたら、未遂であっても捕らえて厳重に注意しよう」

　ロッシュの力強い一言に鑑定士が再び銀の腕輪を取り落としそうになった。

　額の汗をぬぐう鑑定士にロッシュが冗談めかして訊く。

「どうした、手元が狂うほどの鑑定結果でも出たか？」

「はい。このような性能の魔道具は初めて鑑定いたしました。いえ、聞いたこともないような魔道具でした」

「どのようなものだ？」

　鑑定士の反応にロッシュが身を乗りだした。

「異空間収納の魔術が付与されておりました。おそらく、収納量は十トンほどかと……」

「バカな！　もう一度鑑定しろ！」

「は、はい」

　顔色を変えたロッシュと鑑定士に言う。

「正確な鑑定です。その腕輪に付与されたのは『異空間収納』。収納量は十トンです」

「実家から持ってきた代物だから間違いないわ」

　ユリアーナが俺の言葉を補足した。異空間収納の能力が付与された魔道具は、異空間収納のギフト所持者よりも少ない。そして、ギフト所有者でも十トンもの収納量を持つ者は稀まれだ。

「これほどのものを献上するというのか！」

　信じられないといった様子でこちらを見るロッシュに、俺とユリアーナが何でもないことのように告げる。

「私と妹は共に異空間収納のギフトを持っております。我々にとっては大して価値のない代物です」

「あっても使わないもの」

「分かった……。少し待っていてくれ。今、紹介状を用意しよう」

「紹介状かー。別にあってもなくてもいいのよねー」

「どういうことだ？」

　退室しようと立ち上がったロッシュがユリアーナの一言で動きを止めた。

　理由は簡単だ。

「本当の目的はこちらなんですよ」

　俺は代官の前に置いた卓上用の鏡を示し、次いで魔力を注いだ。

　魔力が注がれた鏡はまるで再現映像が流れるように、先ほどまでの代官の顔と音声が流れる――。

『先日、私どもで引き取らせていただいたリーゼロッテですが、どうも良からぬ輩に付け狙われているようなのです』

『この反応、何か知っているのか？』

『成人前の少女を屋敷に連れ込んで悪さをしようという変態野郎です』

『バレている、と考えた方がよさそうだ。さてはロッテや孤児院の連中が話したな……』

『しかもその変態野郎は実力行使にまで及びました。部下を使って孤児院にいたリーゼロッテを誘拐しようとしたのです。幸い、教会のシスターや近所の住民がいたお陰で誘拐は未遂に終わりました』

『あいつら人前で攫おうとしたのか？　誘拐が成功しても揉み消しが面倒なだけだろうが！』

『狙われたのはリーゼロッテだけでなく、他にも何人もの少女が狙われたと聞き及んでおります』

『他の娘のことも知られているのか』

『代官様にお心当りはございませんか？』

『知っているよ。全て私がやらせたことだ。だが、白状する気はさらさらない。オーガを瞬殺した少年とは聞いていたが、証拠もなしに疑惑を並べ立てるあたり、所詮は子どもだな。とはいえ、少し自重するか』

　――鏡から聞こえてきたのは先ほどの会話とは微妙に違う内容だった。

「こちらが本当の献上品、『真実の鏡』でございます」

　真っ青になったロッシュに向かって静かに告げると、彼は崩れるように椅子に腰を下ろした。

　室内を静寂が包んだ。

　顔を蒼ざめさせたまま、目の焦点が定まっていない代官と使用人。鑑定士は引きつった顔で俺を見つめ、ロッテはアングリと口を開いたまま微動だにしない。

　茫然自失としている代官に向かってにこやかに告げる。

「この『真実の鏡』をご領主様への献上品といたします。ご領主様のお立場ならきっとお役に立つものと確信しております」

　映しだした者の嘘を暴き、真実を語らせる魔道具。為政者なら喉から手が出るほど欲しいはずだ。

「……こんな魔道具、聞いたこともない。まやかしだ。こんなもの……、誰も信じるものか」

「そうでしょうか？　事実、代官様は信じておられますよね？」

「……何が狙いだ」

　先ほどまでの爽やかさと余裕が完全に消え失せていた。まるで地獄の底から響いてくるような声だ。

　俺を睨みつける代官にユリアーナが甘えたような口調で言う。

「あら、そんな警戒しなくてもいいのよ。あたしたちのお願いは、ロッテちゃんや彼女がお世話になった孤児院にちょっかいを出さないでほしいだけなの」

「約束する」

　即答したロッシュにユリアーナが要求を積み上げる。

「あと、貧しい家の娘にもちょっかいを出しているそうだけど、それもやめてくれるかしら」

「確かに、リーゼロッテ嬢に対しては少々強引だったかもしれない。だが、他の少女たちとは合意の上でのことだ」

「合意？　嘘をつかないの！」

　ユリアーナがピシャリと否定した。

「嘘じゃない、本当だ。疑うなら直接本人に聞いてくれ！　本人を連れてきて証言をさせようか？　今、この屋敷に三人の少女が住んでいるが、三人とも合意の上でのことだ」

　既に被害者がでていたのか……。

「信じられないわね」

「奴隷として売られるところを私が引き取ったのだ。信じてくれ！」

　その三人の少女も奴隷商に売られる寸前のところをロッシュが借金を肩代わりする形で引き取ったため、少女たちも奴隷の身分とならずにすんだ。今ではロッシュの庇護下、実家で生活していた時よりも恵まれた生活をしているそうだ。

「私の屋敷で生活することを選んだのは彼女たちの意思だ」

「奴隷になるか愛人になるかの二択なら、そりゃ、愛人を選ぶよな」

　俺の倫理観では釈然としないが、この世界の住人である鑑定士やロッテの目からすれば、三人の少女は十分に恵まれた存在らしい。その証拠に鑑定士とロッテはロッシュが言い訳をする間、何度も納得するような表情でうなずいていた。

　そんな二人の反応に落ち着きを取り戻したロッシュがまるで善行を告白するように言う。

「彼女たちを手元に置いておくのは成人するまでだ。成人したら働き口を紹介し、独りで生活していけるようにする」

　この世界の倫理観や常識と照らし合わせると然さ程ほど非道なことをしている訳じゃなさそうだ。風聞はよろしくないが当事者は助かっているのか。

「でも、どうしてその三人なの？」

　ユリアーナが疑わしい眼差しを向ける。

「私が気に入ったからだ」

「情の湧いた少女三人を手放すのは辛いでしょうね」

「新しい少女を探し出すから問題ない。あと数年は愛めでられるだろうが、彼女たちもやがて私の好みから外れることになる。何事も循環は必要なことだよ」

　クズだな。

「悪びれもしないで、まあ……」

　呆れる俺とユリアーナを前にロッシュが言い切る。

「リーゼロッテ嬢への干渉は今後一切しないし、教会へも不利益になることはしないと約束しよう」

「もう一つ、ロッテにしたような誘拐や権力で圧力をかけて断れない状況を作りだすこともやめていただきたい」

「約束すれば、その魔道具を渡してもらえるのだな？」

　いつ魔道具をお前にやると言った。

「約束すればこの魔道具を献上品にはしません。証拠として永遠に私が保管いたします」

「それを信用しろというのか？」

「信用する以外の選択肢がございますか？」

　俺の言葉にロッシュが一瞬言葉を詰まらせた。

「いや、信用しよう」

「ありがとうございます」

　商談成立である。

「この後、ロッテ嬢たちと合流して第二部隊との約束場所へ向かうのか？」

「その前にスラム街に寄ります」

「スラム街？」

「ええ、賢そうなチンピラと健康そうな犬に用がありまして」

「それは何かの謎かけか？」

　不思議そうに俺を見るロッシュに曖昧な笑みで応えて退出した。
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　待ち合わせ場所に到着すると、第二部隊の制服に身を包んだ五人の騎士が待っていた。

　騎士の一人から第一部隊の制服を手渡された。

「その恰好では怪しまれる。これに着替えろ」

「用意がいいですね」

　女性用の制服まで用意されていた。

　ユリアーナとロッテを同行させるように指示を受けたが……、三人まとめて罠に嵌めて、外から騒ぎ立てる人間を出させないつもりか。

　手慣れてそうだなー。

「あたしたちも着替えるんですか？」

　自分自身とユリアーナ、二人分の制服を手にしたロッテに騎士がもどかしそうに返す。

「当たり前だ。その恰好で騎士団の倉庫まで案内するつもりか？」

「妹たちはどこか外で待たせても」

「我々の目の届かないところで警備の連中に見つかると困る。それに少女二人にして暴漢に襲われでもしたら寝覚めが悪いからな」

　よく回る口だ。

「お気遣い感謝します」

「そういうことなら仕方がないわね」

　ユリアーナはそう言うとロッテを促して建物の陰へと向かった。

　着替えを終えた俺たちは騎士を先導して騎士団の詰め所の奥にある倉庫へと向かう。途中、警備兵に遭遇することもなく倉庫のあるエリアへと到着した。

「怖いくらい順調ねー」

　ユリアーナの嫌味にロッテが顔を引きつらせる。だが、嫌味とは思っていない小隊長が得意げに言う。

「警備の時間をあらかじめ調べておいたからな」

　まるで自分に感謝しろとでも言いたげだ。

　呆れる俺とユリアーナをよそにロッテが目を輝かせる。

「うわー、すごーい。やっぱり騎士様はあたしたちとは違って賢いですね。恰好良いし、若いシスターたちが憧れるのも分かります」

「そうか？　シスターたちが」

「人気あるんですよ、騎士様は」

「で、何て名前のシスターだ？」

　鼻の下を伸ばして囁く小隊長に告げる。

「盗賊たちのアジトから運び出した盗品が運び込まれたのはあの倉庫です」

　俺は第一部隊専用倉庫を示すと、小隊長が満足げにうなずいて言う。

「よし、お前たち三人で先行しろ。既に鍵は壊してあるから簡単に倉庫へ侵入できるはずだ」

　用意がいいな。

　呆れている俺に小隊長が更に言う。

「横取りされた盗品であることが確認できたら合図しろ。我々がすぐに踏み込む」

　俺は小隊長に承諾の返事をし、ユリアーナとロッテと共に倉庫へと侵入した。鍵の壊れた扉を抜けて倉庫に入ると横取りされた盗品がすぐに見つかった。

「隠すつもりはなかったようだな」

「搬入した時のままですよ」

　倉庫の中央に無造作に積み上げられた盗品の山を見上げたロッテが呆れたように言った。

「周囲の状況は？」

　ユリアーナに聞くと、

「倉庫の周りは騎士たちに囲まれているわ。たぶん第二部隊総出でしょうね」

　そう言って肩をすくめる。

「だ、大丈夫なんでしょうか？　このまま第二部隊の思惑通り、あたしたちが犯人ってことにはなりませんよね？」

「大丈夫よ。その騎士団を取り囲むようにロッシュの人員が配置されているわ。人数も三倍以上いるからロッシュ直属の兵士に加えて、第三、四部隊の騎士たちも動員されているのは間違いないわ」

　泣きそうなロッテに作戦が順調に進んでいることをユリアーナが告げた。

「よし、合図するぞ」

　俺は外で待機している騎士に向けて合図を送った。

　その直後、小隊長の声が夜の闇に轟とどろく。

「侵入者だ！　騎士団の詰め所に侵入した不届き者がいるぞ！」

　その声を合図に隠れていた第二部隊の面々が姿を現した。

　どいつもこいつも得満面だ。

「やーねー。あたしたちを嵌めたつもりでいるわよ」

「あのう、嵌められたー！　って顔をした方が良いんでしょうか？」

　楽しそうに微笑むユリアーナにロッテが遠慮しながら聞いた。

「下手な演技なんてしなくても良いわよ」

「特等席で見物しようぜ」

「はあ……」

　さて、嵌めたつもりが逆に嵌められたと知った時の顔が見ものだ。

　案の定というか、読み通り第二部隊の騎士たちが倉庫を取り囲んで騒ぎだした。「侵入者だ！　第一部隊の倉庫に賊が入り込んだぞ！」

「周囲を囲め！　絶対に逃がすなよ！」

　第二騎士団は第一騎士団と俺たちを罪人に仕立て上げる計画だ。

　つまり、こうだ。

　盗賊を討伐して手に入れた戦利品を第一部隊に押収された商人は、第一部隊の不正と自分たち以外から押収した戦利品が騎士団詰め所の倉庫にため込まれているのを知った。

　不正に集めた押収品である。

　表ざたにできないと考えた強欲な商人は一いっ計けいを案じた。

　自分たちが取り上げられた戦利品だけでなく、倉庫にため込まれた他の押収品ごと盗みだしてやれと。

　その現場を第二部隊が押さえ、盗みに入った強欲な商人を捕らえると共に、第一部隊の不正を暴く、と言ったシナリオなのだろう。

「それにしても随分と気合いが入っているわねー」

「ここで俺たちを逃がす訳にはいかないだろうから、そりゃ必死だろう」

「大丈夫ですよね？　あたしたち捕まったりしませんよね？」

　ロッテが不安そうに俺たちを見る。

「安心しなさい。捕まるのは第一部隊と第二部隊の騎士たちよ」

「さっきも言っただろ、第二部隊の更に外側をロッシュ直属の兵士が囲んでいるって」

「そのお代官様があたしたちも捕まえて魔道具もろとも闇に葬ほうむる、とかありませんよね？」

　随分と悲観的だな。

「あのロッシュとかいう代官、変態だけど頭は切れるし、損得勘定もちゃんとできると見たわ」

「あの代官も手持ちの兵力で俺たちを捕らえられるとは思ってないようだしな」

「え？　そうなんですか？」

　ロッテが不思議そうに聞き返した。

「アンデッド・オーガとオーガ数体を瞬殺できる俺を拘束しようとして、領主から預かった兵士を失ったら責任問題だ。それに最悪のシナリオは兵士を失った上、俺たちが第一部隊に寝返ることだ」

「え？　寝返る？」

　予想していなかったことのようで、ロッテがキョトンとした顔をした。

「代官の兵士と第二、第三部隊を半壊させた上で、『第二部隊と代官から命令されてやむなく倉庫へ案内した』、と言ったら第一部隊のパウル隊長はどう思うだろうな」

「言い方次第でしょうけど、第二部隊と代官が結託して自分たちを陥れようとしたと思うんじゃないかしら」

「騎士団内のことだし第二部隊が有罪なのは間違いないだろうなー。代官にしてもあの鏡を第一部隊のパウル隊長に献上したら、悲惨な未来が待ってそうだよな」

「たっくんとパウル隊長、どちらがあの鏡を持っている方が自分にとって損害が少ないかなんて考えるまでもないでしょうね」

「二人とも、そんなことを考えていたんですか……」

　引きつった笑みを浮かべるロッテに笑顔で言う。

「何事も対策って大切だろ？」

「シュラさんって、あたしとあまり年が違いませんよね……？」

「俺が生きてきた世界はロッテが生きてきたような甘く優しい世界じゃないのさ……」

　悲ひ哀あいの表情をうがわせて、すぐに背を見せる。

　うん、ハードボイルドな雰囲気だ。

「シュラさん……、辛い思いをたくさんしてきたんですね……」

「よせよ、昔のことだ」

「あたし、何にも知らなくて……」

　語尾が咽むせび泣くような声になった。

　よし、いい感じに誤解したようだ。

「ロッテは笑顔でいてくれ。ロッテの笑顔が俺に力を与えてくれる」

　笑顔で振り返ると、俺の不意打ちに茫然としていた。

「男っていうのは、守るべき女性がいると強くなれるって知ってたか？」

「え……」

「俺を信じろ！」

　頬を染めたロッテに力強く言うと、か細い答えが返ってきた。

「……はい」

　よし、準備は整った。ボルテージは最高潮だ！

「十五、六歳の子どもが大人の真似をして背伸びしても恰好悪いだけよ」

　ユリアーナの囁きが俺のやる気を削ぐ。

「別に恰好つけている訳じゃない。俺の気分の問題だ。ああいうことを口にすると不思議とやる気が湧いてくるんだよ」

「ほどほどにね。聞いているこっちが恥ずかしくなってくるから」

「分かったよ」

「本当かしら」

　俺は「ところで」と話を逸らす。

「パウル隊長と第一部隊の動きはどうなっている？」

　第二部隊が第一部隊の倉庫に踏み込む計画であることを第一部隊に密告してあった。

「ワンちゃんはちゃんと仕事したようね。あの強欲デブ、大慌てでこっちへ向かっているわ」

「ワンちゃん？」

　ロッテが小首をかしげた。

「公用語を付与した野良犬に密告の手紙を持たせて第一部隊を訪問させたんだ」

「生きた心地がしないでしょうね」

　と楽しそうに笑うユリアーナの傍らでロッテがドン引きする。

「今度は誰から公用語のスキルを奪ったんですか……」

　公用語のスキルを剥ぎ取られた盗賊の姿を見ていた彼女が見知らぬ盗賊に同情するように言った。

「スラム街で有用なスキルを集めるついでに、な」

「不幸なチンピラの話はそこまでよ」

「そうだな。悪そうな笑みを浮かべている第二部隊に一泡吹かせよう」

　俺は口元が自然と綻ぶのを感じながら倉庫の外へと踏み出した。

「コンラート隊長、これはどういうことですか？」

「たとえ第一部隊に非があろうとも、騎士団の倉庫に侵入して盗みを働くのを許す訳にはいきませんからね」

　俺の言葉はあっさりと無視された。

「私たちを騙したんですか？」

「さて、何のことでしょう？」

　悪意に満ちた笑みが向けられた。世間知らずの小僧をまんまと嵌めてやったという顔だ。

「ふざけるな！　絶対に後悔させてやる！　絶対に復讐してやるからな！」

　俺の激高した叫び声にご満悦のようで、薄ら笑いが高笑いに代わった。

「誰も君の言葉などに耳を貸しませんよ」

　そう言うと、部下たちに号令する。

「この者たちを捕らえなさい！　倉庫の品は証拠品として押収！」

　号令一下、十数人の騎士たちが一斉に倉庫へと押し寄せる。手にした抜き身の剣にかがり火が反射して幾つもの淡いオレンジ色の光が揺れた。

「大人しくしろ！　抵抗すれば斬り捨てる！」

　先頭を走る騎士が言葉と共に剣を振り被る。その瞬間、倉庫前のスペース数メートル四方を対象にスリープの魔法を発動させた。すると、まるで何かに足を取られたかのように、駆け寄る騎士たちがその勢いのまま盛大に転ぶ。地面を二転三転して止まった彼らは、その後はピクリとも動かずに静かに寝息を立てる。

「もっと派手な魔法を使うかと思ったわ」

　ユリアーナが意外そうな顔で俺を見上げる。

「現在進行形で悪夢を見るのは、普段後ろで偉そうにしているコンラートのような上層部だけで十分だ」

「貴様、何をした……」

　コンラート隊長の震える声が俺の耳に届く。

　いい感じに混乱しているな。

「口調が変わっていますよ」

「黙れ！」

「睡眠の魔術で眠っているだけですよ。目が覚めたらいろいろと証言してもらわないとなりませんからね」

「魔術だと？　この、この人数を眠らせた、だと？」

　目が見開かれ唇が震えている。真っ青な顔で『あり得ない、そんな魔術師など聞いたことがない』、首を横に振りながら後退る。

　どうやら魔術への造ぞう詣けいはあまり深くないようだ。

　取り調べも魔法を使って自白を引き出す予定なんだが……、さて、そんな高位の魔術を目の当たりにしたらどんな顔をするのだろう？

　コンラート隊長の眼の前で部下たちが次々と自白していくシーンと、そんな部下たちを見て取り乱すコンラート隊長の顔が目に浮かんだ。

「驚くのはまだこれからですよ」

　いや、絶望するのは、の間違いかな。

「捕らえろ！　あの小僧を捕らえろ！」

　狂気を孕はらんだような表情でコンラート隊長が叫んだその時、入り口付近で怒声があがった。

　コンラート隊長が軽く眉をひそめ。

「何事ですか？」

「だ、第一部隊です！　パウル隊長が第一部隊を率いて突入してきます！」

「バカな……、動きが速すぎます」

「突破されました！」

　激しく打ち合う剣の響きと共に悲痛な声が響き渡る。傍はた目めからでも第一、第二部隊共に怪我人が続出していることが分かる。特に不意打ちをくらった第二部隊の消耗は激しかった。

　そんな中、勢いに乗るパウル隊長の号令が轟く。

「陰謀を企む第二部隊を討ち取れ！」

「証拠隠滅をさせる訳にはいきません。最優先は第一部隊の排除です！」

　コンラート隊長も重じゅう歩ほ兵へいを中心に防衛ラインを構築しようと声を張り上げるが、混乱をしている騎士たちでは思うような対応は難しかった。

　双方の部隊が消耗したところで、

「そこまでだ！」

　ロリコン代官の溌はつ剌らつとした声が夜空に響いた。

　だが、コンラート隊長の悪あがきは収まらない。ロリコン代官が名乗りを上げる前に部下に指示を出した。

「侵入者だ！　警けい笛てきを鳴らせ！　他の部隊を呼び寄せろ！」

　警笛が夜空に鳴り響くなか、ロリコン代官が名乗りを上げた。

「カール・ロッシュである！　周囲は我が兵士と第三、第四部隊が包囲した。抵抗すれば斬り捨てる！」

　カール・ロッシュの名前が響き渡ると第二部隊の間に動揺が走る。

「ロッシュ様だと……？」

「何でここに代官が……？」

　狼狽える下っ端騎士たちをコンラート隊長が叱しっ咤たする。

「偽物だ！　あれはカール・ロッシュ様の名を騙る偽物だ！」

「しかし、第三部隊と第四部隊もいます」

「これは我々に嫉妬した第三部隊と第四部隊の策略だ！　いや、反乱だ！　反乱を許すな、ヤツらを討ち取れ！」

　コンラートの判断にパウルが便乗する。

「カール・ロッシュ様の名を騙る不届き者を討ち取れ！」

　コンラートとパウルの号令で第一部隊と第二部隊の矛先がカール・ロッシュ率いる騎士と兵士へと変わった。

「うわー。さっきまで戦っていた第一部隊と第二部隊が共闘していますよ」

「変わり身が早いわね」

　驚くロッテと呆れるユリアーナ。

「だが、所詮は悪あがきだ。準備万端整えて待ち伏せていたカール・ロッシュの敵じゃない」

　俺たちの目の前で第二部隊の面々が次々と捕縛されていく。

　それはコンラート隊長も例外ではない。

「放せ！　放さんか！　私は第二部隊の隊長だぞ！」

　第三部隊の騎士たちに壁際まで追い詰められたコンラートが剣を振り回して必死に抵抗する姿があった。

　憐れを通り越して滑稽だな。

「よるな！　平民風情が私に触れるな！」

　それを見たユリアーナが言う。

「魔術への造詣も深くないようだけど剣術の方もお粗そ末まつね」

「今、コンラートさんの剣を弾き飛ばしたのは孤児院出身の騎士さんです」

　そのロッテの言葉を受けてユリアーナが冷笑する。

「平民を見下す発言をした直後に平民に取り押さえられる……、惨めなものね」

「痛い、やめろ！　こんなことをしてただですむと思うな！」

　三人の騎士に取り押さえられたコンラート隊長がなおも叫ぶが、それも猿ぐつわを噛まされてすぐに静かになる。

　代わってパウルの怒声が聞こえた。

「無礼者！　私を誰だと思っているんだ！」

　こちらもコンラート同様に剣を振り回す。

　コンラートよりは様になっているように見えるが、たたき上げの戦士であるカール・ロッシュの兵士には児じ戯ぎに等しいようだ。

　瞬く間に取り押さえられ、身動きの取れない状態で怨えん嗟さの言葉を叫んでいた。

「これで一段落ってとこかしら」

「まだ司祭だったか司教だったかの問題が残っているだろ？」

「司教よ」

　ユリアーナは短く訂正すると、

「現時点で限りなく黒いけど、それでもあたしの信徒なんだからちゃんと確認しないと」

　信徒じゃなければ確認は適当でいいのかよ。

　そう口にしかけたが、『そうよ』と軽く返されそうな気がして台詞を飲み込んだ。

「あの、シュラさん？　もう終わったんですか？」

　ロッテが扉の陰から恐る恐る顔を覗かせた。

「俺たちを嵌めようとした第二部隊はご覧の通り終わった」

　下っ端連中も包み隠さず白状したところで余罪もあるだろうし、強制労働は免れないだろうな。

「第一部隊も取り押さえられたみたいよ」

　魔力感知で離れた場所の様子を探っていたユリアーナが満足そうに微笑んだタイミングでロッシュが声をかけてきた。

「君たちのお陰で騎士団に巣くう悪を一いち網もう打だ尽じんにできた。改めて礼を言おう」

「お礼の言葉なんて必要ありませんよ」

「そうそう、約束さえ守ってくれればそれで十分よ」

「君たちならそう言うと思っていたよ」

　笑みを引きつらせたロッシュが申し訳なさそうな表情を見せると、

「実は取り調べにも協力してほしい。君たちの証言が必要だし、その、可能ならいろいろと証拠を用意してもらえると助かる」

「証拠になりそうなものを探してみますが、今夜は休ませていただけませんか？」

「そうだな、分かった。明日の朝、宿屋に迎えの者を行かせる」

　俺たち三人はコンラート隊長の心地よい罵声を背に受けて騎士団の詰め所を後にした。
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　事件が落着したので証拠品として騎士団が預かっていた、盗賊からの押収品の返却をする。ついては騎士団の詰め所まで来てほしい、との連絡を受けたのが昨夜のこと。

　騎士団の第一部隊と第二部隊が揃って捕縛されてから五日後のことだった。

『意外と早かったですね』、とは孤児院の院長、『騎士団だからこそ、厳しくしなきゃ、ってのはさすがだよね』、とは宿屋のおかみさんの言葉だ。町中の噂話に耳を傾けても、現職の騎士団に対して、速やかに厳しい裁さい定ていを下した代官のカール・ロッシュに対する評価はうなぎ登りだった。

「ロッシュ代官に恩を売りすぎたかしら」

　騎士団の詰め所に向かう道すがら、すれ違いざまにカール・ロッシュを褒めそやす声を耳にしたユリアーナが苦笑した。

「大丈夫じゃないか？　あの代官のことだ、お膳立てしたのが俺たちだなんてもう忘れているさ」

「それもそうね。都合の悪いことはさっさと忘れるタイプみたいだしね」

「それどころか、押収品の受け渡しの時にわざわざ出てきて恩着せがましいことを言いそうじゃないか？」

　あれは、借りた金のことはすぐに忘れても、貸した金のことは返済後も忘れないタイプだ。

「恩着せがましいことを言ったらガツンと言ってやりましょう」

「ロッシュも立場があるだろうし、騎士たちもいるだろうから、そこは適当に濁して伝えるくらいの配慮はしよう」

　俺とユリアーナの会話を聞いていたロッテが心配そうに口を開いた。

「穏便にお願いしますね、穏便に」

「やーねー、あたしは慈愛に満ちた女神よ。敬けい虔けんな信者や協力した者に不利益になるようなことはできるだけしないわよ」

　何とも微妙な言い回しだな。ロッテもその微妙なニュアンスを理解したのか乾いた笑いを力なく漏らすと、懇願するような顔を俺に向けた。

「シュラさん、くれぐれもよろしくお願いします」

「分かってるって」

　最後は俺を頼る当たり、可愛らしいじゃないか。

「証拠の捏ねつ造ぞうを頼まれてもやっちゃダメよ」

　ささやかな幸せに浸っている俺にユリアーナの冷ややかな一言が浴びせられた。

　こちらの目的は新たに赴任してくる司教の排除にロッシュが自発的に動くようにけしかけること。最悪でも排除に協力させることだ。

　盗賊からの押収品の受け取りは口実でしかない。

「あ、第三部隊の騎士様ですよ」

　詰め所の門の前で待っていた騎士にロッテが笑顔で手を振った。
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　俺たち三人は騎士団の詰め所の一室に通された。対応するのはカール・ロッシュ一人。

「押収品の返却が遅くなってしまい申し訳なかった」

　人払いを済ませたその部屋でロッシュが書類の束をテーブルの上に置くと、

「押収品の目録だ」

　と告げた。

「わざわざ目録まで作成してくださったんですね。ありがとうございます」

「書類の確認はいいのか？」

　目録の確認をせずに錬金工房へと収納するとロッシュが驚いた顔をした。押収品はそれなりの金額になる。当然確認すると思っていたのだろう。

「第一部隊にかすめとられたのは盗賊のアジトに放置してきた品々です。私たちにとっては大した価値はありません」

「なるほどな。あれだけの魔道具を気前よく献上するくらいだ、盗賊の盗品程度には価値を見出せないということか」

「そこでご提案があります」

「提案？」

　ロッシュがたちまち警戒する表情を浮かべた。

　鏡の魔道具を使って騙し討ちのように自白させたんだから警戒もするか。

『そう警戒しないでください』と前置いて話を切り出す。

「押収品ですが、この町の住人の品物、遺品と分かる代物については無償で返却いたします」

「何を企んでいる？」

　狡猾そうに目が輝く。記憶にある罠を眼の前にして、どうやってエサのニワトリだけを取ってやろうかと、思案しながら罠の周りをうろつく狐のような目つきだ。

「それを赴任してきたばかりのフランツ・オットー助祭の嘆願に心を打たれた私たちが聞き入れた、という体で実現させたい。ロッシュ代官にはその仕切りをお願いしたいのです」

「益ます々ます意味が分からないな」

　ロッシュが探るように俺からユリアーナ、ロッテへと視線を巡らす。

　ロッテの表情からも何も読み取れなかったのだろう、諦めたような顔を見せると視線で俺に先を促した。

「フランツ・オットー助祭はとても評判がいいようですね」

　赴任してすぐは神聖石を使って『女神の奇跡』と噂になるほどの治癒魔法を行っていた。富裕層にはそれなりの金額を請求するが、貧困層に対しては無償で対応していた。それは神聖石を返してもらう代わりに、女神の祝福という名の下、彼の持つ光魔法と魔力の底上げをした今も変わらずに行われていた。

「最初こそ富裕層から少なくない反発はあったが、今では富裕層も理解を示しているよ」

　助祭は、スラムや貧困層の住民が疫病にかかり、そこから町全体に蔓延することの方が恐ろしいのだということを、中流層を中心に説いて回った。

　そしてその成果が現在では富裕層にまで広がっている。

　陰ながら後押しをしたのが代官のカール・ロッシュなのだが、見事に素知らぬ顔を決め込んでいた。

「彼のような人材が教会内で力をつけ、発言力を持ってくれるのは、ご領主様や代官様としても望ましいでしょうね」

「陰から応援したくなる人材ですよね」

　俺に続くユリアーナの笑みで、

「そう、だな……」

　ロッシュの警戒心がマックスになった。

「逆に今度赴任してくる司教。名前は忘れてしまいましたが、彼のような人物が教会の上層部に居座ると苦労しそうですよね？」

　俺の言葉にロッシュの顔が歪んだ。

　司教もオットー助祭同様、『女神の奇跡』を行えると人々の口の端に上っている。ひととなりに問題があっても高い治癒能力と政治力を有しているとなれば、赴任後程なく教会内での地盤が固まり強大な発言力を有するのは想像に難くない。

「その司教の力を削ぐことができるかもしれないと言ったら……？」

「その手の苦労はやむを得ないと心得ている。だが、しなくていい苦労なら避けたいとも思っている」

　ロッシュの顔から警戒心が薄れ、初めて会った夜に見せた爽やかな笑みが戻ってきた。

「詳しいお話を」

「聞こうか」

　ロッシュが身を乗り出した。

　悪徳司教を排除ないしは失脚させる提案を持ってきたと受け取ったようだ。










第六話　神聖教会




「うわー、盛大な歓迎ですねー」

　歓迎も盛大だが、司教一行の行列も盛大だ。

　ラタの町へ到着した司教一行をラタの町の住民たちが盛大に出迎えていた。

　歓迎の理由は新任の司教がここまでの道中で、この町の助祭であるフランツ・オットーと同じく『女神の奇跡』を起こしたとの噂からだ。

　今度の司教はオットー助祭と同じように女神の奇跡を起こせる、といった住民たちの噂話があちらこちらから聞こえてくる。どれも司教に対して好意的なものだ。

「新任の司教もオットー助祭と同じように慈悲深いと思い込んでいるようね」

　ユリアーナの視線以上に冷ややかな口調。

「期待をするのは勝手だが、真実を知った時の住民たちの落胆ぶりが気の毒でならないな」

「もしかしたら良い方かもしれませんよ」

「ないわね」

　ロッテの希望的な観測をユリアーナがスパっと切って捨てた。

　ロッシュが行った事前調査の報告を見る限り金と権力と色欲に塗れた、絵に描いたような悪徳司教だ。その悪徳ぶりに拍車をかけているのが神聖石で得た力となればユリアーナの不機嫌さも納得できる。

「さて、俺たちも移動するぞ」

　俺たち三人はオットー助祭と会うために教会へと赴く。

　教会へ到着すると疲れ果てた表情のオットー助祭が出迎えてくれた。

「このたびのご厚情、ご遺族の皆様に代わって感謝申し上げます」

　第一部隊に押収されていた盗賊の盗品を遺族や元の持ち主に無償で返還することを、オットー助祭の名前で行ってほしい、とロッシュ代官に申し出たのだが……。

　オットー助祭は、自分の名前ではなく、実際に返還を申し出た俺の名前で行うべきである、と頑なに拒否した。

　固辞することは予想できたが、予想以上に頑なで俺とユリアーナ、ロッシュ代官の三人が一晩がかりで説得を試みた。それでもクビを縦てに振ることはなかった。

　最終的には夢枕に立った女神・ユリアーナのお告げで納得してもらった。

　経緯はどうあれ、盗品を無償で遺族に返還することをとても喜んでいただけに、眼前の疲れ切った顔は意外だった。

「少し、やつれましたか？」

「そんなことはありません。ご遺族の喜ぶ顔が私に活力を与えてくださっています」

　いやいや、顔も疲れ切っているが口調も疲れ切っている。

「助祭様、回復魔法をおかけしましょうか？」

　俺の背後からオットー助祭の顔を覗き込んでいたロッテが心配そうに声をかけた。

「回復魔法？」

「あたし、光魔法を使えるようになったんです」

　三日前までは俺の作製した、様々なスキルや魔法を付与した魔道具を使うことで幾つもの魔法が使える状態であったのだが、昨夜、彼女自身にスキルや魔法を付与した。これにより、土、水、火、風の四大属性魔法だけでなく、闇魔法や光魔法など、主にスラム街で仕入れた様々なスキルを付与した。

　目下、ロッテは新たに使えるようになった魔法やスキルの練習中なのだが、適性があったのか比較的容易に使えるようになった光魔法を、嬉しくて仕方がない、といった様子で多用していた。

「女神・ユリアーナ様のご加護ですね。おめでとうございます」

　オットー助祭が神聖教会の神官が行う、祝福を与える仕草をした。

「え？」

　助祭から祝福されるとは思っていなかったのだろう、戸惑うロッテに向けて助祭が言う。

「ありがとうございます、心優しいお嬢さん。回復魔法でしたら、もう、自分でかけていますから大丈夫ですよ」

　慈愛に満ちた笑顔を浮かべると、既に三回ほど自らにかけているのだと告げた。

　まだ昼前だというのに三回の回復魔法か……。肉体的な疲労というよりも精神的な疲労の方が大きそうだ。ちょうどいい、打ち合わせと称してオットー助祭を少し休ませるとするか。

「ロッシュ代官からの指示で、盗品の返還状況の確認をさせていただきに参りました。お忙しいとは思いますが、少しお時間を割いていただけませんでしょうか？」

「承知いたしました。少々お待ちいただけますか？」

　ロッシュ代官を口実にした俺の申し出に二つ返事で承諾した。

「せっかくだから昼食を摂りながら、あの疲れた顔の原因を聞きだしましょう」

「報告は？」

　ユリアーナの台詞にロッテが小首をかしげる。

「報告はオットー助祭をこの場から引き離す口実だ。そもそもロッシュ代官からは何の指示も出ていないだろ？」

「あー！　なるほど！　それ……もがッ」

　ロッテの口を塞いだところで、書類の束を抱えたオットー助祭が足早に戻ってくるのが見えた。

「お待たせいたしました」

「ここでは話しづらいこともあるので場所を変えましょう」

　有無を言わせずにオットー助祭を教会の外へと連れ出した。

　ロッシュに紹介してもらったラタの町でも一、二を争う高級料理店。その一室へ入ると、

「このようなところへご招待いただき恐縮です」

　オットー助祭が畏まる。

「お気になさらないでください。聞かれたくない話もあったのでここを用意しただけです。全て我々の都合です」

　オットー助祭の緊張が幾分か解ほぐれたと思ったら、今度は緊張で顔を強張らせたロッテが聞く。

「あの、あたしも一緒でよかったんですか？」

「当たり前でしょ」

「ロッテは俺たちの家族なんだ。一緒に食事するのは当然だろ」

　ユリアーナの足りない言葉を補足する。

「ありがとうございます」

　今にも泣き出しそうなロッテと、

なおも遠慮するオットー助祭に食事を促す。

「まずは食事を楽しみましょう」

　食事の間は孤児院の近況や教会の活動などの話題で話が弾んだ。

　しかし、いざ本題となると雰囲気ががらりと変わる。

　盗品の返還が始まって三日目。この二日半の状況を口にしたオットー助祭が深いため息をついた。

　問題は幾つもあったが、オットー助祭の心労に直結しているのは人々の嘘。

　一つの盗品に複数の人々が所有権を主張するということが頻出しているそうだ。要は誰かが盗品目当てに嘘をついているということなのだが、真しん偽ぎを確かめる術がある訳もなく返還作業が滞っていた。

「嘘をついているとは思いたくありませんが、代官様の思いやりや、シュラさんの善意を食いものにするような行いにほとほと疲れてしまいました」

「少しは返還できたの？」

「他に所有権を主張する者がいない遺品だけは何とか」

　ユリアーナの問いにオットー助祭が力なく答えた。

　こんな事態は予想をしていなかった。

「真実の鏡を使いましょう」

　ユリアーナの言葉にオットー助祭が不思議そうな顔をした。

「真実の鏡？」

「ええ、人の嘘を見抜く鏡です」

「それは……、いろいろと禍根を残しそうな魔道具ですね……」

「立場をなくすのは嘘をついた連中だけです」

　それとも嘘つきをのさばらせ、正直者が泣くことをお望みですか？　と続けると、オットー助祭は已むなしといった様子で承諾をした。

　これで少しは返還作業も捗はかどることだろう。

　真実の鏡を使おうとユリアーナが提案した翌日。

　早速、真実の鏡が効果を発揮する。

　大粒のサファイアをあしらったブレスレットの所有権を主張する五つの家族や関係者がいたのだが、彼らの偽りを瞬く間に暴き真実を白はく日じつの下にさらけ出した。

　慌てたのは偽りを暴かれた者たち。

『姉さんのブレスレットじゃないのは一目で分かった。だが、違うと言い切れるのは作った職人とプレゼントした俺くらいのものだ。姉さん一家が盗賊に殺されて一切合切奪われたのは事実なんだ。少しくらい取り返したからって何だってんだ。悪いのは盗賊たちだ！　盗賊をのさばらせておいた領主や代官だ！』

　サファイアの腕輪の所有権を主張した最後の一人、町でも五指に入る資産家のライザー商会の若旦那、カール・ライザーの本音を真実の鏡が語った。

　あたりが水を打ったように静まり返る。

　オットー助祭はもちろんのこと、手伝いのために同席した数人の神官たちもこの結果に驚きを隠せずにいた。

　当然だろう。

　一つの盗品に五人の関係者が名乗りを上げ、四人はそれが嘘であることが暴かれた。残る一人が本物だ、と誰もが思ったはずだ。ところが蓋を開けてみれば全員が嘘つきである。

「フランツ・ライザーさん。この真実の鏡が語った内容に間違いはありませんね？」

　茫然とする当人に俺はこれまでの四人の関係者と同じように聞いた。

「違う！　何かの間違いだ！」

　ここまでの四人と同様の反応だ。

「まさかライザー商会の若旦那様まで嘘をつくなんて……」

　囁いたのはロッテだけだったが、同席した神官たちの誰もが嘘つきの若旦那に対して冷ややかな視線を向けていた。

　今回、名乗りを上げた五人は、何れも有力者であり富裕層である。普段はお上品にしている連中が金目当てで嘘をつき、それを暴かれるという大恥をかいたのだ。このことが外に漏れれば、退屈した住民たちの恰好の話題となるのは間違いないだろう。

　首を横に振りながら後退るライザーに言う。

「この鏡に映った貴方が語ったことこそ真実だ、とあなた自身が一番よく知っているはずですよ」

「違う！　違うんだ！　これは、俺が姉さんに贈ったブレスレットだ！　嘘じゃない！　信じてくれ！」

　今にも泣きそうな顔をしていた若旦那だったが、突然、怒涛の自己弁護を始め、神官たちに向かって必死の形相で訴える。

「私が真面目な商人なのは皆さんご存じですよね？　それに我が家は裕福だ。こんな安物のブレスレットのために嘘なんかつくものか！」

　これまでの四人と同様の反応に誰も何も言わず、ただ嘘つきを見つめている。

　その状況に耐えかねたように若旦那が声を荒らげる。

「このインチキ魔道具を信じるなんてどうかしていたんだ。そうだ、これはインチキだ！　この魔道具が真実の鏡だなんてバカげている！」

　騒ぐライザー商会の若旦那を他の四人を閉じ込めた別室へと連れていく。別室に入るや否や、既に嘘を暴かれた者たちの敵意に満ちた視線が俺に集中する。

「これは陰謀だ！　我々を陥れようとしているんだ！」

「おい、小僧！　いったいどういう心つも算りだ！」

　扉を開けるまでは静まり返っていたのに急に騒ぎ出した。

　四人で何を話していたのか知らないが、嘘を暴かれて部屋に連れ込まれた直後とは随分と様子が違った。

　それこそ、多少の悪知恵を働かせたところでどうすることもできやしない。

「この真実の鏡が偽物だとでも言うのですか？」

　俺の台詞に、下級貴族の執事だと名乗った男が真っ先に反応した。

「何が真実の鏡だ！　とんだペテンの鏡じゃないか！　こんなものを使って我々を陥れようとするなど、許されると思うなよ！」

「では、今度は町中で試してみましょうか？　そうですね、住民の皆さんにわざと嘘をついてもらって、それが嘘であることを暴けるかどうか試してみましょう」

　俺の提案に騒ぎだした四人が一斉に口を閉ざした。

　部屋の外に聞こえないよう、黙りこくる彼らに囁く。

「真実の鏡が本物であることはロッシュ代官様が証明してくださるでしょう。ここで騒ぎ立てても恥の上塗りにしかなりませんよ。まして、このことが外に漏れでもしたら……」

　最後までは語らずに下級貴族の肩を叩くと、力が抜けたかのようにドサリと椅子に腰を下ろした。

　さて、静かになったようだな。

　力なくうな垂れる嘘つきの五人に向け、件くだんのブレスレットを掲げて満面の笑みで告げる。

「こちらの盗品ですが、今のところ所有者が不明です。そこで、皆さんのうちのどなたかに買い取っていただきます」

「買い取るだと？」

　卸おろし問どん屋やの主人が怪訝な表情で聞き返した。

「はい、この場で競きょう売ばいにかけさせていただきます。競売で所有者が決まれば、少なくともどなたかがブレスレットを持ち帰ることができます。このままだと全員が手ぶらで帰ることになってしまいます。そうなるとあらぬ噂が流れないとも限りません」

「そんなもの、全員が見間違えたといえばすむだろう」

　下級貴族の執事が力なく反論した。

　分かってないな。そのあらぬ噂を俺が流すと言っているんだよ。

「所有権を名乗り出た五人が嘘をついた、という噂が流れるとお困りになりませんか？」

「競売に参加しよう」

　大手商会の商会長が真っ先に理解し、続いて、卸問屋の主人、農場主、ライザー商会の若旦那と続く。

「私もだ」

「すぐに始めようじゃないか」

「不本意ですが私も参加します」

　彼らの反応を見てようやく自分の置かれた状況に気づいた下級貴族の執事が、こちらを睨みながらも理解を示してくれた。

「落札価格の下限と上限を私が提示いたします。皆さんは、この場で紙に金額をお書きください」

「一番高額を提示した者が落札だな？」

　と商会長。

　俺はその通りであると伝え、

「皆様にお支払いいただいた金額の八割を教会に、残りの二割を孤児院に落札された方の名義で寄付をさせていただきます」

　と付け加えた。

　恥をかかずにすむだけでなく『慈善活動をした』、という良い評判が買えるのだ。あながち悪い取り引きでもないだろう。それに、落札価格の下限は相場よりも少し安い程度にするつもりだ。嘘つき連中とは言っても、肉親や関係者が盗賊の被害者であることに変わりはない。その被害者の関係者を相手に、あまりアコギなことをするのはさすがに良心がとがめるからな。

　何事も加減は大切だ。

「では、今から競売を始めさせていただきます」

　俺はその場で競売を始める。

　入札方法はこちらの用意した紙に各自が名前と金額を書いて箱に入れる。全員が入札を終わったところで、その紙を俺が開封していくというものだ。

　各自が名前と金額を書く間、俺たち関係者は部屋の外で待機することにした。部屋の中は入札者のみ。これなら不正も可能だ。特に談合にはうってつけのシチュエーションである。

「うわー。案の定、あのいけ好かない執事が談合を持ちかけたわ」

　扉の外で聞き耳を立てていたユリアーナが満面の笑みを浮かべた。

　その隣でユリアーナに盗み聞きをやめるように涙ながらに諭さとすロッテ。ときおり、俺に助けを求める視線を向けるが、俺もユリアーナを説得する自信はない。

　必然的に目を逸らすことになる。

　因みに、オットー助祭はというと、何も見なかったことにしようというのか、壁に向かって何やら祈りを捧げていた。

　その祈りを捧げている相手が、扉に耳を付けて盗み聞きをしているとは夢にも思っていないんだろうな。何だか、女神・ユリアーナを信仰するこの世界の人たちが気の毒に思えてくる絵面だ。

「たっくん、終わったようよ」

　瞳を輝かせたユリアーナが扉を指さした。獲物を見つけた肉食獣の目のように思えるのは気のせいだと思いたい。

　俺は部屋に入るなり入札価格の記入された用紙が入った箱を開けて金額と名前が書き込まれた用紙をゆっくりと開く。

　内容は概ね予想通りだった。

「それではこれより入札の結果を発表いたします」

「勿体付けるな。どうせ全員、最低価格なのだろ？　さっさと価格を下げてやり直せ」

　下級貴族に仕える執事が意地の悪そうな笑みを口元に浮かべた。

　お前が主人である貴族の名前を臭わせて、他の入札者たちに最低価格で入札するよう圧力をかけたことを女神様は知っているぞ。

　女神・ユリアーナが盗み聞きした不正の内容は、全員が最低価格で入札し、価格を下げさせて再入札に持ち込もうというものだった。しかし、残念ながらお前の企みに乗ってくる人はいなかったようだ。

　全ての用紙を皆が見えるように机の上に並べる。

　入札価格の下限を書いたのは執事だけだ。誰一人として彼の企てに加担するものはいなかった。

「ギルベルト商会のオイゲン・ギルベルト様が落札されました」

　落札者は早々に競売への参加を承諾した大手商会の商会長。紙には上限の落札価格が記されていた。

　オイゲン・ギルベルト商会長がホッとした様子で椅子の背もたれに体重をかける。その様子から自分と同じように上限価格で入札してくる者が他にもいると心配していたようだ。

「バカな！」

　執事が椅子を倒して勢いよく立ち上がると、彼の指示通りに動かなかった入札者を次々と睨みつけ、その視線はギルベルト商会長のところで止まった。

　だが、睨みつける執事など意に介さず、ギルベルト商会長が言う。

「では、このブレスレットは私の弟が所有者であった、ということでよろしいかな？」

「お好きなように主張なさってください」

　俺がそう言うと、全ての決着が付いたことを察した農場主が口を開いた。

「どうも私の勘違いだったようです」

　続いて、ライザー商会の若旦那と問屋の主が互いに苦笑いを浮かべる。

「世の中にはよく似た品がありますからね」

「まったくです」

　だが、一人だけ納得していない者がいた。

　執事である。

　彼は理解できないといった様子でギルベルト商会の会長を見る。

「なぜ私の指示を無視した！　なぜこんなバカげた金額を書いたんだ！」

「信用と評判を買ったと思えば安いものですよ」

　商会長の言葉に執事を除いた他の参加者が顔をしかめた。してやられた、といった表情だ。

　執事はというと、憤りを隠さずにギルベルト商会長に噛みつく。

「提案通りの額で入札していれば最低価格を下げざるを得なかったんだぞ！　そうすればお前の言う信用と評判はもっと安く買うことができたんだ！」

　更に俺のことを指さして、

「こんな小僧に無駄金を払うなど、どうやらギルベルト商会の商会長も評判ほどのやり手ではないようだな！」

　ギルベルト商会長に向かって吐き捨てた。

　だが、当のギルベルト会長は執事に憐れみの視線を向けるだけだ。予想外の反応に執事が地団太を踏む。

「本当に分からないの？　知能が足りないようね」

　ユリアーナが煽るように溜め息をつく。

　隣で蒼ざめているロッテとオットー助祭が気の毒になってくる展開だ。

「何を言っているんだ？」

　執事の矛先がユリアーナに変わった。

　放っておいたら何を言い出すか分からない。

　俺は背後からユリアーナの口を押さえ、彼が納得できるよう説明することにした。

「皆様方と同じようにご自身、或いは肉親や知人の所有物だった、と盗品の返還を求める方々が外に溢れています。それこそ、皆様と同じように一つの品物に複数の方が返還を求めているのです。なかには、勘違いなどではなく、嘘をついている方もいらっしゃるかもしれません」

　俺が一拍おいたタイミングで、突然、ギルベルト会長が核心を突く。

「嘘つきは他者も嘘つきだと決めてかかるものだよ。つまり、名乗りを上げておいて品物を持ち帰らなかったら……、さて、嘘つきたちはそんな者たちをどんな目で見るかな？」

　いや、どんな目で見るか、もないだろ。あんた、「嘘つきは他者も嘘つきだと決めてかかる」って最初に言ったじゃないか。

「それは……」

　執事の顔がみるみる曇った。

「理解できたようだな」

　ギルベルト商会長はそう言うと、ブレスレットを手に立ち上がった。そして俺たちと他の入札者に軽く会釈をすると出口へと向かう。

「待て！　いや、待ってくれ！　倍だ！　倍の金額を出す。それを譲ってくれ！」

　執事がギルベルト商会長に追いすがるようにして部屋を出ていくと、他の三人も二人に続いて足早に退出した。

　入札者全員が退出すると、オットー助祭が誰にとはなしに沈痛な面持ちで呟く。

「果たしてあそこまでする必要があったのでしょうか？」

「そうですね、少しやりすぎたかもしれませんね」

　オットー助祭に同情したのか、入札者たちに同情したのかは分からないが、ロッテも悲しげな表情を浮かべた。

　だが、そんな二人をユリアーナが一蹴する。

「嘘をつく方が悪いのよ」

「ですが、これであの人たちが町に住めなくなったりしたら、それはそれで可哀想じゃないですか」

「嘘つきが減って町も良くなるんじゃないかしら」

　間かん髪ぱつを容れずにユリアーナが返した。

　話が逸れたので元に戻すか。

「さて、次の盗品の所有権を主張する人たちに入ってもらおうか」

「また同じことをするんですね」

　肩を落としたロッテに言う。

「もう、入札は行わない」

「え？」

「どういうことですか？」

　茶番が繰り返されると思っていたのだろう、ロッテとオットー助祭の顔から陰鬱とした表情が消え、期待に頬が紅潮している。

「真実の鏡が執事の嘘を暴き、他の三人の勘違いも指摘したと最初に伝える」

　執事だけは嘘つきになってもらおう。グレーの三人も噂が広がるうちに悪意に浸食されて嘘つき扱いされる可能性はあるが、それも自業自得である。

「えええー！」

「冗談ですよね？」

　ロッテとオットー助祭の驚きの声が返ってきた。

「教会と孤児院に寄付をしてくれるギルベルト商会長だけが真実を語ったことにするくらいの思いやりは持ち合わせている」

「それって思いやりなんですか……？」

　とロッテ。

　オットー助祭は泣きそうなロッテの傍らで口をパクパクさせている。そんな彼らの様子をユリアーナが面白そうに見ている姿を、俺は視界の片隅で捉えていた。
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　返還を求めて殺到した人々は全て退出した。盗品の返還のために用意された教会の一室、今ここに残っているのは俺たちと、手伝いをしてくれた五人の若い神官だけである。

「皆さんのお陰で盗品を持ち主に返還することができました。ありがとうございます」

　手伝ってくれた若い神官にお礼を述べた。

「いえ、その、お手伝いできて光栄です」

「後片付けは私たちがするので、皆さんは別室で少しお休みください」

　盗品返還での出来事を概ね知っている若い神官たちは形容しがたい笑みを浮かべる。

「テーブルや椅子を、部外者や助祭に運ばせるようなことはしたくありませんので」

　そう言って、俺とユリアーナ、ロッテ、オットー助祭を二つほど隔てた部屋へと案内してくれた。

　結果的には俺のプランは効果絶大だった。

　盗品の返還を求める人々の列に向けて、真実の鏡が嘘を暴いたところから始まり、入札と入札金額、ダメ押しに悔しがる執事までの一連の出来事を事細かに説明した。すると瞬く間に列に並んだ人々は散り散りとなり、三百人以上の長蛇の列も二十人弱となる始末だ。

　そして残った二十人弱の人々も例外なく真実の鏡の前で告白してもらった。

『清い心の持ち主が大勢いたことに感謝を』、そう口にしたのはオットー助祭。

　ロッテは『あの農場主がこの町に住めなくなったらどうしましょう』、と一見、農場主を心配するようなことを口にしていたが実情は違う。孤児院に小麦を寄付してくれた農場主が町に住めなくなって、教会の食糧事情が悪化することを心配していた。

　それを容易く見抜いたオットー助祭のロッテを見る目が変わった。

「終わったわねー」

　椅子に倒れ込むように腰かけると、ユリアーナが大きく伸びをした。

「ええ、終わりましたね……」

「いろいろなことが終わった気がします」

　オットー助祭が椅子に座ったまま頭を抱え込み、その隣でロッテが肩を落とした。

　そんな二人を横目に発したユリアーナの言葉が俺の胸を抉る。

「オットー助祭の名前で主催したのはまずかったかもしれないわね」

「確かに思惑とずれたかも、な……」

　当初の目的はオットー助祭の人気取りだった。着任早々、奇跡の力のお陰で住民からの支持が高いオットー助祭の人気を不動のものにするために画策したイベントである。

　ユリアーナの言う通り、もしかしたら失敗したかもしれない。

　だが、やってしまったことは仕方がない。

「後悔するよりも巻き返しの策を考えよう」

「賛成よ。で、何か考えはあるの？」

　俺の言葉にユリアーナが即答した。だが、ロッテとオットー助祭は違う。

「え？　まだ何かするつもりなんですか？」

「あの、できれば私抜きでお願いできませんでしょうか……」

　その発言は神官としてどうなんだ？

　口をついて出そうになった言葉を飲み込み、オットー助祭をフォローする。

「助祭様が気にすることではありませんよ。これも自業自得です」

「自業自得なのはそうかもしれませんが……」

　よし！　神官も認めた。悪いのは俺じゃない。全てあいつらだ。

「名も知らない農場主ですが、毎年のように四種類の小麦と幾つもの果物を孤児院に寄付してくださいました」

　聞いたこともない小麦の種類と果物の名前をロッテが次々と挙げていく。どうやら、小麦の種類と果物の名前は知っていても農場主の名前は知らないようだ。だが、この町に来て間もないオットー助祭は知っていた。

「あの農場主はヘッセさんですよ、リーゼロッテさん」

「助祭様、お教えくださり感謝申し上げます」

　殊勝にお礼を口にしているが、一晩眠ったら忘れてそうだよな。

　その時、突然、扉が乱暴に開けられた。振り向くと、開け放たれた扉の向こうから見知らぬ三人の神官がこちらを睨みつけている。

「どちら様でしょうか？」

　俺が聞くと不機嫌そうに真中に立っていた肥え太った神官が口を開く。

「何だ、ワシのことも知らんのか？」

「こちらのお方は、このたび新たに赴任してこられたルーマン司教でいらっしゃいます」

　傍らに立っていた若い神官が肥え太った神官の正体を明かした。

　なるほど、これが当面の俺たちのターゲットか。

「着任したばかりの新参者なんて知る訳ないでしょ」

　バッカじゃないの？　と言わんばかりの口調でユリアーナが言い放った。

「貴様……！」

「無礼者が！」

　ルーマン悪徳司教が顔を真っ赤にして言葉を詰まらせる横で、お付きの神官その二が俺とユリアーナを睨みつけた。

「まあ、部外者のことなどどうでもいい」

　ルーマン悪徳司教がオットー助祭に視線を向けると勝ち誇った顔で言う。

「真実の鏡とかいうインチキ魔道具を使って町の有力者を陥れたそうだな」

「陥れるなど」

　ルーマン司教がオットー助祭の抗弁を遮る。

「黙れ！　女神・ユリアーナから賜たまわったという奇跡の力とやらで、少し調子に乗ったのではないかね」

　何とも嫌味ったらしい口調だ。

「次の計画を練りたい」

「賛成」

「いい考えです、シュラさん」

　悪徳司教のクレームを無視して、ここを早々に退出しようとの俺の提案にユリアーナとロッテが二つ返事で賛成する。

　一人、オットー助祭だけが俺たち三人に驚きの視線を向けていた。
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　オットー助祭と別れた俺たちは作戦会議をするため宿屋の部屋に集まっていた。夕食の時間ということもあり、食事を摂りながらの密談である。

　俺が『悪徳司教をギャフンと言わせたい』、と口にしようとした矢先、ユリアーナが悪魔のような笑みを浮かべてナイフを手にした。

「あの豚野郎に神罰を下しましょう」

　食卓の中央に置かれた子豚の丸焼き。その心臓があったであろう付近に深々とナイフを突き立てた。

「賛成です！」

　間髪を容れずにロッテも子豚の丸焼きの腹にナイフを突き立てると、そのまま腹を引き裂く。

「腹黒司教の正体を暴いてやりましょう」

　詰め込まれた野菜が溢れだした。

　先ほどまで美味しそうに見えた子豚の丸焼きが、もはやグロテスクなものにしか見えない。

　料理人には申し訳ないが、あれを食べるのはやめておこう。

　手元に置かれたスープにパンを浸しながら言う。

「あの悪徳司教を失脚させるのは俺も賛成だ。それで具体的にはどうしたいんだ？」

　単にギャフンと言わせるだけなら司教が隠し持っている神聖石を取り上げるだけで十分だろう。

「神聖石でしたっけ？　それを取り上げるだけで相当ショックを受けると思います」

　ロッテが身を乗りだした。

　彼女にはユリアーナが女神であることや俺に関する情報以外はほとんど話している。

　当然、俺が所有する『錬金工房』の能力や神聖石の力とそれを回収することが目的の一つであることも説明していた。

　だが、作戦としては妥当なところだ。

「教会内部での信用や発言力も低下するだろうな」

　代わってオットー助祭が信用され影響力が強まるのも目に見えている。

「ですよね！　あの悪徳司教は調子に乗っていましたから敵も多いはずですよ、きっと。だから力を失えば後は転げ落ちていくんじゃないでしょうか？」

　割とエグイことをサラリと言うな。

「甘いわねー、二人とも。どうせならルーマン悪徳司教の能力も奪ってやりましょう。そうね、公用語のスキルもいただいちゃいましょう」

　と思ったら、もっとひどいことを笑顔で言う女神がここにいた。

「公用語？　そんなのも奪えるんですか？」

「奪えるわよ。以前、盗賊から奪って馬に付与したもの」

「もしかして……、あの馬たちがよく言うことを聞くのって……」

　得意満面のユリアーナにロッテが恐る恐る聞いた。

「便利でしょ」

「あの、シュラさん？　その盗賊ってどうなったんですか？」

「罪人として騎士団に引き渡した」

　犯罪奴隷コースだ。

　他の盗賊たちは奴隷になることに恐怖していたが、公用語スキルを奪われた盗賊たちは明らかに異なる恐怖に震えていた。

　脳裏に蘇ったその姿と見知らぬ盗賊を憐れむロッテの表情が俺の良心を責める。

「えーと、言葉は？」

「理解できないだろうな」

「じゃあ、言葉の通じない外国に奴隷として売られていく心境でしょうね……」

　ロッテが見知らぬ犯罪者に同情を示した。

　いや、自分の思考すら脳内で言語化できないと考えると、あるのは本能的な恐怖心だけだろうな。

　俺はそのことには敢えて触れずに言う。

「犯罪者のことは忘れて、悪徳司教を懲らしめる作戦に話を戻そうか」

「懲らしめると言っても、言葉まで奪うのはやりすぎだと思うんです」

　今度は悪徳司教に同情心を見せるが、ユリアーナが一言の下に却下する。

「神罰よ」

「神罰は女神・ユリアーナ様がきっと下してくれます」

「任せてちょうだい」

　祈るように胸の前で両手を組むロッテとは対照的に、満面の笑みで胸を叩くユリアーナ。

「ですから、神罰は女神・ユリアーナ様にお任せしましょう。あたしたちは人としての節度の範囲内で懲らしめませんか？」

「ユリアーナは女神だよ」

　俺の言葉にロッテが即座に面白くない顔をする。

「惚のろ気けですか？」

　イケメン一人に美少女二人。

　まあ、事情を説明せずに片方の肩を持つような発言をすればこうなるか。

　俺も迂闊だぜ。

　とは言え、簡単に誤解を解くのも面白みに欠けるか。

「何で俺がユリアーナを引き合いに出して惚気るんだ？」

「だって、そうじゃないですか……」

「兄妹だって、言ってなかったっけ？」

「でも……、その、お二人とも妙に仲がいいですし……」

　恥ずかしそうに俯くロッテに追い打ちをかける。

「つまり、俺が妹であるユリアーナ相手に惚気るようなことを口にして、ロッテの気を惹こうとしている、と？」

「ち、違います！　そんなこと思っていません」

　飛び上がらんばかりの勢いで上げた顔は耳まで真っ赤だった。

　薄々思ってはいたが、これは脈があるな。もう一押しってところか。

　俺が内心でほくそ笑んだところで、ユリアーナの言葉が室内に静かに響く。

「たっくんとあたしは兄妹じゃないわよ」

「え？」

　ロッテの顔が一瞬で真顔に戻った。

「あたしはこの世界の神にして管理者。あなた方の言うところの女神・ユリアーナよ」

　何でこのタイミングで暴露するんだよ！

「え……？」

　俺が心の叫びをあげる傍ら、思考が止まった様子のロッテが焦点の定まらない目をユリアーナに向けていた。

　放心するロッテに向かってユリアーナが話を続ける。

「で、たっくんはあたしの助手として、こことは違う世界から召喚した異世界人なの」

「あたしのこと、からかっていますよね……？」

　そう返すロッテにユリアーナがヤレヤレといった様子で頭を横に振りながら言う。

「正真正銘、女神ユリアーナとその助手よ」

「冗談、ですよ、ね？」

　俺へと視線を巡らせたロッテの頬を汗が伝っている。

「ユリアーナが女神か悪魔なのかは俺には判断のしようがないが、俺が異世界から連れてこられた人間だというのは本当だ」

「本物の女神よ！　失礼なこと言わないでくれる！」

「え？　え、え、え？」

　ユリアーナの声を聞き流して混乱するロッテに言う。

「俺はこことは異なる世界から来た。いや、ユリアーナに呼ばれたと言うべきだな」

　俺の意思などお構いなしに拉致同然で連れてこられた事実は触れずにおく。

「ユリアーナさんが女神ユリアーナ様でシュラさんが女神の使徒様ですか……？」

「使徒なんて偉そうなものじゃないけど、概ねその通りね」

「あの、女神ユリアーナ様と使徒様がなぜ地上に顕現されたのでしょうか？」

　ロッテの疑問に答える形でユリアーナが語りだす。

「この世界は未曽有の危機に直面してるわ」

　最初に俺が聞いた説明もそんな切り出し方をしたな。

「天界でちょっとした事故が起きて神聖石と呼ばれる神の力を秘めた石がこの世界の各地に散らばってしまったの。砕け散った石、一つ一つに大した力はないわ。それでも、この世界のパワーバランスを崩す程度の力は秘められているわね」

　神聖石が百余に砕けてこの世界の各地に散ってしまったこと。

　そして、その神聖石を回収しなければならないことを告げる。

「神聖石は人の手に余るものよ。手に余る力は災いを呼ぶでしょう。まして、悪意ある者が手にしたらどうなると思う？　いいえ、魔物がその力を手に入れたら？」

　息をのんだロッテの顔が瞬時に蒼ざめた。

「もしかして、オットー助祭の奇蹟の力やアンデッド・オーガも？」

　賢い娘だ。違和感を覚えた出来事と今聞いたわずかな情報だけでそれを紐づけるのか。

　俺は内心で感心しながらうなずく。

「神聖石の力を得れば、ただのオーガがアンデッド・オーガになる。一介の助祭が奇跡の力を使えるようにもなれる」

　唇を固く引き結んでいたロッテが恐々と口を開く。

「不信心な腹黒司教でも奇跡の力が使えるようになる、ということですね」

「理解が早くて助かるわ」

「奇跡の力が使えるだけならいいが、力が使えることを利用して高い地位につけば下の者たちが不幸になる」

　ユリアーナと俺の言葉にロッテがうなずく。

「ユリアーナ様の目的はその石を取り返すという理解で合っているでしょうか？」

「天界のものは天界に。神のものは神の手に」

　どこかで聞いたような台詞だな。

　肯定するユリアーナにロッテが抗議の声をあげる。

「それじゃ、助祭様は奇跡の力を使えなくなってしまうんですか？　助祭様の力は人々のために、ユリアーナ様の信者のためになっています！　いいえ、これからも信者を助ける力になります！」

　腹黒司教が眼中にないあたり、助手としての素養は十分だな。

　ユリアーナが「分かっているわよ」とうなずく。

「オットー助祭から神聖石は返してもらったわ。でも、神聖石の力で行使できた『女神の奇跡』は別の手段で使えるようにしてあるから大丈夫よ」

　ホッと胸を撫で下ろしたロッテが聞く。

「別の手段？」

「別の手段というか、別の力、でね」

　ユリアーナが意味ありげな視線を俺に向け、それを追うようにロッテの視線が俺に注がれた。

「シュラさん？」

「俺が魔道具を作れるのは知ってるな？」

「奇跡の力が使える魔道具をオットー助祭に差し上げたんですか？」

　俺はゆっくりと首を横に振る。

「武器や防具、アクセサリーに魔法を付与するだけじゃなく、人や動物にもスキルや魔法を付与することができる。もちろん、逆も可能だ。魔物や人のスキルを奪うこともできる」

　その先を予想したのだろう、ロッテは小さく震えながら目を閉じ、両手で耳を塞いだ。

　だが、それでも俺の声は届く。

「スラムに巣くう犯罪者から奪った光魔法のスキルを幾重にも重ね、奇跡の力と同程度の能力にしてオットー助祭に与えた」

「そんなこと、人にできるはずありません。もしできるとしたら、それは……」

　神の御み業わざと言いたかったのか、悪魔の所しょ業ぎょうと言いたかったか……。

　目を閉じたままのロッテにユリアーナがキッパリと言い切った。

「たっくんは女神であるあたしの助手よ」

　ユリアーナが自分の指示でやったことだと言外に告げた。

「それじゃ……」

　言葉を詰まらせるロッテに向けて俺は静かに告げる。

「神聖石の力を借りなければ行使できなかった女神の奇蹟をオットー助祭の力だけで使うことができるようにした」

「怖い？」

　ユリアーナの質問にロッテは「いいえ」、とゆっくり首を振って笑みを浮かべた。

「信者のことや良い行いをする者のことをちゃんと見てくださっているのだと分かり、安心しました」

「改めて聞くわ。ロッテ、あたしたちと一緒に来てくれるかしら？」

「あたしもシュラさんのような力を持つことになるのでしょうか？」

「たっくんほどの力は無理ね。どんなに頑張っても、人の範はん疇ちゅうを超えることはないでしょうね」

「それを聞いて安心しました。是非お二人とご一緒させてください」

　ロッテが安堵の笑みを浮かべた。

「ということだから、たっくんの助手よ。ちゃんと面倒見なさいよね」

「分かってる」

「あの、よろしくお願いします」

「よろしくな、ロッテ」

　俺の差し出した手を取ったロッテが恐る恐る聞く。

「あのー、半分冗談だと思って聞き流していましたが、盗賊から公用語のスキルを奪って馬に付与したというのは……」

「事実だ」

「事実よ」

　俺とユリアーナの返事が重なった。

　一瞬、ロッテの顔に後悔の表情がよぎった気がしたが気のせいだろう。

「さあ、それじゃあ本題よ。腹黒司教に神罰を下す算段をしましょうか！」

　ユリアーナの揚々とした声を合図に俺たちは話し合いを再開した。










第七話　神罰




　翌朝、教会へ到着すると教会の入り口には長蛇の列ができ、教会前の広場は人々で溢れ返っていた。

「あれ全部が腹黒司教の神の奇蹟を見に来た人たちなんですよね？　オットー助祭が神の奇蹟を行った時の三倍はいますよ！」

　ロッテが驚きの声をあげた。

「司教ってだけでありがたいのかしら」

「まあ、普通に考えればそうなんだろうな」

　司教と助祭では会社の重役と係長ほどの差がある。同じ神の奇蹟なら位くらいの高い司教から行使される方がありがたいのだろう。

　女神・ユリアーナに対する信心深さや、人々の価値観が地球の中世ヨーロッパに近いと考えれば理解できる。

「何にしてもギャラリーが多いのは好都合よ。何と言っても効果的だもの」

「はあ……」

　口元に悪戯っぽい笑みを浮かべているユリアーナと表情を曇らせるロッテ。対照的というか、二人の性格がにじみ出る反応だよな。

「どうした？」

「自業自得とはいえ、少し気の毒かなあ、と」

　表情を曇らせるロッテに聞くと、少し困ったような笑みを浮かべた。

「なーに？　あんな失礼なヤツに同情なんてしなくてもいいわよ」

「でしょう、か……？」

　司教という高位の神官に邪険にされるくらいは一般市民のロッテからすれば普通のことなのだろう。だが、女神であるユリアーナからすれば許せないことらしい。

「災いの芽は早いうちに摘んでおかないとダメよ」

「災い、ですか」

「そう、災いよ！　あんなのを放置したら不幸な目に遭うのは無垢な信者と住民たちだもの」

　己の度量のなさには気づいていない女神様が続ける。

「権力者が悪さをすると一般信者が不幸な目に遭うでしょ？　それを未然に防ぐんだから善行よ」

「ですが、行きすぎた罰は女神様がお許しに」

「許します。やっちゃいなさい！」

　ロッテの言葉を遮って当の女神様がピシャリと言い切ると、

「はいっ！」

　背筋を伸ばしたロッテが反射的に承諾した。

　とはいえ、実行犯は俺なんだけどな。

「さあ、覚悟が決まったところで教会へ入ろうか」

「そうね。神罰を下す相手を見つけださないとね」

　足取りも軽やかに、ユリアーナが先頭を切って教会の裏口へと歩き出し、俺とロッテはその後に続いた。

　教会の裏口でオットー助祭を訪ねてきたことを告げると、本人の代わりに見習い神官が現れ、オットー助祭は立て込んでおり相手をする時間がないことを告げた。

　だが、「はいそうですか」と帰る訳にも行かない。

　俺たちは見習い神官を押しのけて教会の裏口をくぐった。

　教会に入るとすぐに、忙しげに動き回る幾いく人にんもの神官と見習い神官がそこかしこに見られた。

「とっても忙しそうですよ」

「本当に何かあったようね」

　ロッテとユリアーナの呟きが重なった。

　二人の視線の先にはオットー助祭の部屋があるのだが、扉は開け放たれ部屋の前ではオットー助祭と司祭クラスの見知らぬ神官、衛兵が深刻そうな表情を浮かべている。

「なくなったものはないのですね？」

　年配の衛兵の質問に、

「はい」

「教会に侵入した者は過去にもいますが、助祭の部屋へ侵入したのは初めてです」

　肯定するオットー助祭と、被害がないことに幾分か安堵の色を見せる司祭。

「まるで家捜しをした後のようですよ」

　部屋の中から出てきた若い衛兵が部屋の中を振り返りながら言った。

「怪しげな魔道具が仕掛けられた形跡もないのか？」

「それもありません」

　司祭が年配の衛兵に言う。

「被害はありませんでしたの。これでお引き取りいただけませんでしょうか」

　何者かがオットー助祭の部屋に侵入して室内を荒らしたということか。

　予想通りの行動に出たようだ。

「ユリアーナ様が言った通りになりましたね」

　ロッテの言葉に「でしょう」と笑顔で答えると、続いて俺を見て得意げに胸を張る。

「どう？　たっくん」

「俺の負けだ。ユリアーナの読み通りだ」

　両手を軽く上げて敗北を認めた。

　オットー助祭も自分と同じように神聖石を持っている。そう考えた腹黒司教が神聖石を奪いに来るだろうと予想していたのだが、簡単に発覚しないようにうまくやると思っていた。

　まさか、こうも思慮に欠ける行動に出るとは予想外だ。

「敵は知恵が足りないようね」

　とユリアーナ。

　まったくだ。もう少し知恵を絞れよ。騒ぎが大きくなると俺たちも動きづらくなる。

　迷惑な話だ。

「ユリアーナさん、シュラさん」

　俺たち三人に気づいたオットー助祭が、「どうしてこちらに？」と驚いたように呟いた。

　そりゃそうだ。取り次ぎがあるはずなのに、それをすっ飛ばして直接訪ねてきたのだから困惑もするよな。

「親切な見習いさんが案内してくれたの」

「えっ！　ええーっ！」

　神官見習いの驚きの声をよそにユリアーナが続ける。

「事情は案内の見習いさんから伺ったわ。大変だったようね」

「嘘です！　私は何も言っていません！」

　神官見習いの声が通路に響き渡る。

「教会の、それも助祭の自室に侵入者なんて怖いわー」

「濡れ衣です！　私じゃありません！」

　だが誰も取り合わない。

　ユリアーナの背後で神官見習いの声が虚しく響いた。

「幸いなくなったものもありませんし、ちょうど部屋の模様替えをしようと思っていたところです」

　大丈夫ですと微笑むオットー助祭にユリアーナが微笑み返す。

「被害もなかったようだし、少し時間を取れるかしら」

「え、と」

　オットー助祭が司祭と年配の衛兵に助けを求めるように視線を送る。

「面会の約束かね？」

「はい、既に約束の時間をすぎております」

　司祭の助け舟にオットー助祭が即座に乗った。

「教会としても被害がない以上、特に問題にするつもりはありません。助祭を解放していただいてもよろしいですか？」

　司祭の提案を年配の衛兵が承諾した。

　さて、これで教会内をある程度自由に動き回れる。

　待ってろよ、悪徳司教。

　自然と口元が緩む。

　見回せば、ユリアーナも同じように口元を綻ばせていた。
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　この時間、教会内部で最も人ひと気けのない場所ということで、俺たち三人はオットー助祭と一緒に無人の食堂へと来ていた。

「それで部屋を荒らした犯人は誰か分かったの？」

　椅子に腰かけるや否やユリアーナが切り出すと、オットー助祭が困ったような表情を浮かべる。

「誰と言われましても、まだ調査中ですし……、その、犯人が捕まるとも限りません」

　何とも歯切れが悪い。

　オットー助祭の様子からすると調査は打ち切られるということか。

「教会内部で犯罪が起きちゃ困る訳ね」

「ありていに言えばそういうことです」

　身も蓋もないな。

　内心で苦笑しながら聞く。

「悪徳司教の差し金なんですよね？」

「ルーマン司教と決まった訳ではありません」

「まあ、この際なので犯人は誰でも構いません。それよりも俺たちが言った通りになったでしょ？」

「はい……」

　悪徳司教の奇蹟の力が神聖石を頼ったものなら、オットー助祭も同じように神聖石を持っていると考え、それを盗みに来ると予想していた。

　俺たちがその予想を口にした時、オットー助祭が「そんなことは起きません」と抗弁した。

　そのことを思い出してでもいるのか意気消沈している。

　そしてポツリと呟く。

「ユリアーナ様に神聖石をお返しして正解でした」

「そうね、貴方は正直者であたしが信頼するに値する神官よ」

「もったいないお言葉です」

　悪徳司教の手の者がオットー助祭の部屋に侵入した事実が大切なのであって、犯人が誰であるかは重要じゃない。

　さて、そろそろ事態を動かすか。

「教会の前に人だかりができていましたが、悪徳司教が奇跡の力を披露するのは何時からの予定ですか？」

「十時からの予定です」

　十時の鐘が鳴ると同時に門が開かれ、奇跡の力を請いに来た人々を招き入れるのだという。

「オットー助祭様はお手伝いしないのですか？」

　あの人数だ、とてもじゃないが悪徳司教一人の奇蹟の力でさばき切れるものじゃない。

「今回はルーマン司教お一人です」

「オットー助祭が奇跡の力を使って怪我人や病人を治して、住民たちの間で評判になっているのが気に食わないのね」

　ユリアーナが蔑さげすむように言った。その横でロッテが「うわー、小さい男」と呟く。

「あの、やはり神聖石を回収されるのですか？」

　思い余ったようにオットー助祭が聞いた。表情が暗いし、声のトーンも沈んでいる。

「なあに？　あの悪徳司教に同情でもしているの？」

「そうではありません」と大きく首を振ると、

「奇跡の力を使える者は多い方が信者のためになります。どうかユリアーナ様を信じる者たちのためにも、私と同じように能力を授けてくださる訳にはいかないでしょうか」

　ユリアーナに訴えた。

　そんなオットー助祭の言葉にロッテも「分かります、とってもよく分かります」と呟きながら相槌を打つ。

　これじゃ、俺とユリアーナだけが悪人のようじゃないか……。

　オットー助祭から神聖石を回収した時は代わりに高位の光魔法を使えるように、俺の錬金工房で高レベルの光魔法スキルを付与した。だが、悪徳司教からは神聖石を回収するだけで代わりとなる能力を与えるつもりがないことも伝えてあった。

　オットー助祭がなおも訴える。

「ルーマン司教は確かに罪を犯しました。ですが、そもそも神聖石を手にすることがなければ罪を犯すこともなかったのです。どうか寛大なお心でご対応いただけませんでしょうか」

「信賞必罰」

　ユリアーナの静かな言葉にオットー助祭の肩が震えた。

　無言のオットー助祭にユリアーナが言う。

「信者を食いものにする神官に与える慈悲はないわ」

「女神ユリアーナ様の御心のままに」

　オットー助祭が肩を落とした。

「さて、そろそろ移動しようか」

　十時まであと十数分。

　俺たちは悪徳司教が挨拶を行う礼拝堂を見下ろせる二階の一室へと移動した。
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　鐘が鳴り響く。

「門が開きます」

　オットー助祭の言葉通り、教会の門が開かれる音が響き、続いて押し寄せる人の気配が伝わる。

「凄い人の声。地響きまで聞こえますよ」

「怪我人が出ないといいのですが」

「悪徳司教が醜態を曝さらすんだからギャラリーは多い方が良いわよね」

　ロッテ、オットー助祭、ユリアーナ。

　三者三様の言葉を聞き流し、俺は視界を飛ばして教会の外の様子を見回した。

　すると、大勢の人々が押し合い圧し合いしながら教会の門へと向かう姿が見えた。既に門をくぐった人々は更に狭き門となっている教会の扉へと押し寄せる。

　悪徳司教の奇蹟の力を間近で見ようと、やじ馬までもが一気になだれ込んできた。

　ひどいものだな、と思わず顔を歪めてしまった。

　俺が空間魔法のスキルを使って外の様子を覗き見ていることを察したロッテが聞く。

「外はどんな感じですか？」

「ひどいものだ。奇跡の力の恩恵を授かりに来た人たちだけじゃなく、やじ馬たちまでもが教会になだれ込む勢いだ」

「え！」

「教会の門と扉の間には衛兵が配備されているから、なだれ込むことはないと思うがな」

「脅かさないでくださいよ」

　ロッテが胸を撫で下ろす。

「舞台は整いつつあるという理解でいいかしら？」

　その傍らで微笑むユリアーナの言葉に俺は無言でうなずいた。

　礼拝堂は瞬く間に満席となり、通路は立ち見の人たちで溢れ返っている。敬虔な雰囲気の中にも小さなざわめきが場を覆う。

「皆さん！　こちらが新たに赴任されたルーマン司教です！」

　若い助祭の声が礼拝堂に響き渡り、それに応えるようにルーマン司教が手を振ると礼拝堂に押し寄せた人々から歓声があがった。歓声は教会の敷地内に押し寄せた人々へと広がり、瞬く間に教会の外へと伝播する。

「凄い人気ですね」

「奇蹟の力を使う、という前評判があったとはいえ異常ね」

　とロッテとユリアーナ。

「私は女神・ユリアーナ様から直接奇蹟の力を授かりました。これからはこの女神様から授かった恩恵を皆さんのお役に立って差し上げると約束しましょう」

　己の存在をアピールするように悪徳司教が壇上で大きく両手を広げた。

　礼拝堂にいる人々の間から拍手と歓声が沸わき、悪徳司教を讃える声が次々とあがった。

　その声に交じってオットー助祭を讃える言葉が聞こえる。

「凄い！　奇跡の力を授かった神官様が二人もいらっしゃるのか！」

「なんと恵まれた町なんだ」

　人々の反応を満足げに見回す悪徳司教と司会の助祭。そして、次第に人々の口からはオットー助祭が実際に行った奇蹟の力について語られだした。

「助祭様の奇蹟の力は本当に凄かったんですよ！」

「長年患っていた病がたちどころに治ったんだ」

「うちの娘は三年振りに歩けるようになったんだ」

　慌てた助祭が声を張り上げた。

「静粛に！」

　その声が人々を静寂に戻すと、すかさず悪徳司教が口を開いた。

「私は女神・ユリアーナ様のお言葉を直接聞きました」

　どよめく礼拝堂を見下ろしてユリアーナが冷ややかに言う。

「あたしの名前を騙るとは見下げ果てた神官ね」

「もしかしたら幻げん聴ちょうかもしれませんよ」

「そうです。奇蹟の力の重圧に耐えかねて幻聴を聞いたという可能性もあります」

　絶対にそんなことはない、と言った口調のロッテと一縷の望みに縋ろうとするオットー助祭。

　言葉は似ているが内容はまったく違う。

「奇跡の力を女神・ユリアーナ様から直接授かったのです。ユリアーナ様はおっしゃいました。『この奇蹟の力を以て人々を救い、この世界を導けと』」

　人々のボルテージが上がり、再び歓声が響き渡る。

　歓声に交じって感涙に咽ぶ人たちが随分といるな。

「オットー助祭の奇蹟の力を目の当たりにした人たちがいたから、何の疑問も持たずに悪徳司教の言葉を信じるんでしょうね」

「あらかじめ仕込んでおいたんだろう」

「仕込む？」

「何をですか？」

　首をかしげるオットー助祭とロッテにサクラについて説明する。

　悪徳司教がサクラを仕込んでいた証拠も確証もないが、そこは説得力を持たせるためにあたかも確かく証しょうを掴んだかのように告げた。

「教会ってそんなことまでするんですね」

「人気商売だからな。演出は必要さ」

　失望の色を顕わにするロッテをフォローする。

「移動するようよ」

　礼拝堂を見下ろしたままユリアーナが言った。

　さて、悪徳司教は当初の予定通り、信者を個室に一人一人招いて奇蹟の力を行使するのか、或いは、こちらの思惑通り予定を変更してくれるのか……。

「ＯＫ、俺たちも移動しようか」

「それで、こちらの仕込みの方はどうなの？」

「首尾は上々だ」

　俺たちが吹き込んだ話を見習い神官たちが噂話として急速に広げていることは空間魔法で視覚と聴覚を飛ばして確認済みだ。

「期待しているわ」

　そう言うと、ユリアーナは足取りも軽く真っ先に扉へと向かった。
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「今の話をもう一度しなさい」

　階段を下りる途中で男の高圧的な声が聞こえてきた。続いて聞こえたのは少女たちの怯えたような声。

「あの、他の見習い神官たちが話をされていたのを聞いただけです」

「決してルーマン司教を批判するつもりではありません……」

「怒っているのではない。今話していたことをルーマン司教がもう一度お聞きになりたいとおっしゃっているだけだ」

　俺はユリアーナたちに静かにするようジェスチャーで示して、階段の途中で足を止めた。そして階下から聞こえてくる話し声に耳を澄ます。

　少女が「見習い神官の間で聞いたお話です」と前置きして話し出した。

「奇蹟の力をご披露されるなら、誰も見ていない個室ではなく大勢が見ている所でご披露なさればいいのに、って。そうすれば、信者も益々教会に信頼を寄せるんじゃないかと……」

「オットー助祭よりも優れた力がおありでしょうから、そのお力を目の当たりにする機会をより多くの信者の皆さんへお与えになるのがよろしいかと」

　最初に言葉を発した少女が口ごもると、もう一人の少女がフォローする。

「くだらん」

「司教様に宣伝をしろというのか！」

　神官二人の呆れる言葉と少女たちを叱責する声が重なった。

「まあ、待ちなさい」

　悪徳司教が神官たちを制止して言う。

「宣伝をするつもりはないが、私の力の一端を信者たちに知らしめるのは教会の今後にとっても利益となろう」

　オットー助祭よりも自分が上だと知らしめたい、という欲望が透けて見える。

　だが、狙い通りだ。

　ロッテが両手を握りしめ、目を輝かせて聞き耳を立て、ユリアーナが邪悪な笑みを浮かべる。

　オットー助祭は落胆したようなホッとしたような何とも複雑な表情だ。

　悪徳司教が俺たちの前では出したことがないような穏やかな口調で少女たちに言う。

「君たちの思いももっともだ。よく教えてくれたね」

　少女たちが安堵の声をあげると、その傍らで困惑の声を漏らした神官に悪徳司教が言う。

「これは少し考えてみる余地があるのではないかな？」

「と言われますと？」

「彼女たちの言うように大勢の信者たちの前で治療を行ってもよいのではないか、と言っているのだ」

　と悪徳司教。

「順調！」

「自ら進んで断頭台に上っていくようですね」

　囁くユリアーナとロッテに再び静かにするようジェスチャーで示す。

「しかし、今からですと」

　困惑する神官の言葉を遮って少女が声をあげた。

「礼拝堂でルーマン司教様が奇蹟の力を披露される準備を急ぎいたします」

　礼拝堂で悪徳司教が奇跡の力を披露するので治療の開始が少し遅れること、礼拝堂に集まった信者たちはそこに留まり奇蹟の力を目の当たりにできることを伝えて騒ぎにならないようにすること。更に他の見習い神官たちの力を借りて、ルーマン司教が奇跡の力を披露するのに相ふさ応わしい舞台を整えると一息に言い切る。

「お許しいただけますでしょうか」

　大の大人の神官よりも見習い神官の少女の方がよっぽど優秀だ。

「許す！」

　悪徳司教の一言で二人の少女が急ぎその場を立ち去った。

　少女たちの足音が急速に小さくなるとユリアーナが嬉しそうに呟く。

「思惑通りね」

「せめて計画通りと言いましょうよ」

「どっちも変わらないだろ」

「まったくです……」

　俺たち四人は足取りも軽く階段を下りだした。

　悪徳司教の姿が見えると、オットー助祭がすぐさま挨拶をする。

「お疲れ様です、ルーマン司教」

　続いて、俺たち三人。

「おはようございます、司教様」

「はーい、司教さん。礼拝堂の挨拶を二階から見ていたけど、禿げ頭だからすぐに司教さんを見つけられたわ」

　余計なことを……。なぜここで敢えて喧嘩を売るかなー。

「おはようございます、司教。妹の発言は子どもの戯たわ言ごとと聞き流してください」

「貴様ら！　失礼だろう！」

「すぐに謝罪しなさい！」

　神官二人に続き、不機嫌さも顕わに悪徳司教が言う。

「せっかく良い気分だったのにお前たちの顔を見て台無しになったよ」

　案の定、聞き流すつもりはないようだ。

　人間のできていない司教だなー。

「ここは一般人の立ち入り禁止区域だ。さっさと立ち去れ！」

　神官の一人が詰め寄る。

「これからそちらの部屋でオットー助祭と打ち合わせなんです」

「本当か！」

　詰め寄った神官がオットー助祭を睨みつけた。

「本当です。孤児院の運営について相談があると聞いています」

「孤児院の運営だ？　お前が関わることではないだろ」

「私たちはカール・ロッシュ代官と面識がありまして、そのカール・ロッシュ様からオットー助祭に相談するよう助言をいただきました」

「ロッシュ様だと……？」

　突然飛び出したロリコン代官の名前に混乱する。

　十五歳という若造の俺が代官と面識があるのが不思議なのか、訝いぶかしむような視線が向けられた。

「ご存じないかもしれませんが私たちは商人でして。先日、カール・ロッシュ様に魔道具を献上し面識を得ております」

「それが孤児院の経営と」

「そんなことはどうでもいい！」

　悪徳司教が一喝して、オットー助祭に視線を向けた。

「奇跡の力を利用して代官に取り入るつもりか？」

　勘違いも甚だしい。

　悪人の思考というのはどうしてこう、倫理から外れた方向に向かうのだろう。

「滅めっ相そうもございません。純粋に孤児院の経営を助けたいという思いからです」

「他人が自分と同じように損得勘定でしか動かないと思っちゃダメだよ」

　ユリアーナの言葉にピクリと反応したが、本人は気づかれていないつもりのようで素知らぬ顔でオットー助祭に向かって吐き捨てるように言う。

「お前の奇蹟の力とやらは後ほど私が吟味しよう。それまでは無闇に吹ふい聴ちょうしたり力を使ったりするなよ！」

「承知いたしました」

　オットー助祭が深々とお辞儀する傍らでユリアーナが煽る。

「あの人数を一人で治療するのは無理があるでしょう？　オットー助祭の助けを借りたらどうです？」

「無礼者！」

　顔を真っ赤にし、言葉が出てこないほど怒り狂っている悪徳司教に代わって神官の一人が怒鳴った。

　だがユリアーナは気にせずに続ける。

「あたしたちの打ち合わせよりも重病人や重傷者の治療の方を優先してください。オットー助祭なら実績もありますから信者の皆さんも安心でしょうし」

「要らんお世話だ。さっさと立ち去れ！」

　神官の怒声に続いて、

「不愉快だ！　見習いどもが戻ってくるまで部屋で休む！」

　悪徳司教が吐き捨てるようにそう言うと、扉に向かう彼の後を二人の神官が慌てて追うと、振り向きざまに一喝する。

「何をしている！　喉を潤すものでも用意せんか！」

「はい、畏まりました」

　乱暴に閉められた扉の音と走り去る神官の足音が廊下に響いた。

「部屋に一人とはいかなかったが、悪徳司教と神官の二人だ。作戦実行に支障はない」

　俺は隣の扉を開けた。

　部屋に入ると同時に視覚を飛ばして隣の部屋の様子をうかがっていたが、悪徳司教は不機嫌さを主張するように乱暴に椅子に腰を下ろしていた。

　お付きの神官は扉のそばで直立不動である。

「隣の部屋の様子はどう？」

「悪徳司教とお付きの神官が一人いるだけだ」

「もう一人の神官が戻ってくる前にやっちゃいましょう」

　ユリアーナと俺の会話を聞いていたロッテが提案した。

「気づかれないように悪徳司教一人を取り込むんですね？　あたしが隣の部屋を訪ねて神官を廊下へ呼び出してみましょうか？」

「いや、二人一緒に取り込む」

　気づかれないように悪徳司教だけを錬金工房へ取り込むよりも二人一緒に取り込んだ方がどう考えても楽だ。二人とも取り込めば目撃者もいなくなる。

「なるほど、あのいけ好かない神官にも神罰を下すのね」

「うわー！　被害者拡大！」

「司教だけで十分だと思います」

　ユリアーナの言葉にロッテとオットー助祭が間髪を容れずに反応する。

　あの高圧的な神官に腹を立てるのも分かるが、気軽に神罰を下すと神罰の価値が下がる気がするのは俺だけだろうか。

「悪徳司教だけに神罰を下す方が効果的だと思うぞ」

「そう？」

「そうでしょうか？」

「神罰は無闇に下さないことに賛成します」

「大勢が不幸になると一人一人が感じる不幸の度合いが下がるだろ？　でも、自分一人だけが不幸になるともの凄く不幸になった気にならないか？」

「それは、まあ……」

「そういうものかもしれませんね……」

　釈然としないロッテとオットー助祭を一瞥すると、ユリアーナも不承不承といった様子で承諾した。

「まあ、たっくんがそう言うなら」

「決まりだ、取り込むぞ」

　隣室の悪徳司教と腰巾着の神官を同時に錬金工房へと取り込む。

「意外だな」

　思わず言葉を漏らした俺に、ユリアーナとオットー助祭が聞く。

「どうしたの？」

「何か予想外のことでもありましたか？」

「悪徳司教の光魔法が俺の考えていたよりも高位のものだったのでちょっと驚いただけです」

　ひととなりに問題はあるが司教までなった男だ。光魔法のレベルが高いのは当たり前か。

「そんなことよりもさっさと済ませましょう」

「了解だ」

　ユリアーナが差しだした神聖石の偽物と悪徳司教が持っていた本物とを交換する。続いて、光魔法をはじめめとした悪徳司教の所有する目ぼしいスキルを剥奪した。

「終了だ」

「ありがとう。さあ、後は仕上げね」

　満面の笑みを浮かべるユリアーナに回収したばかりの神聖石を渡す。

「舞台も仕掛けも整ったからな」

　この後の展開を想像して自然と笑いがこぼれた。

「シュラさん、意地の悪い顔になってますよ」

　そう注意したロッテの声もどこか弾んでいた。
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　悪徳司教一行が礼拝堂へ向かうのを確認した俺たちは、礼拝堂を見下ろせる二階の一室へと再び来ていた。

　壇上の神官が一歩進み出る。

「皆さん、お待たせいたしました。神聖教会が誇るルーマン司教が皆さんの眼前で奇跡の力を披露してくださいます！」

　礼拝堂に声が響き渡ると、集まった信者たちの間から歓声があがる。

　なかには涙を流して悪徳司教を拝んでいる者までいた。

「凄い熱狂ぶりですね」

　信者たちの勢いに圧倒されたのだろう、窓から階下の礼拝堂を覗き込んでいたロッテがわずかに後退る。

　後ろに俺がいることに気づいていなかったようだ。

　ぶつかる寸前でロッテの肩を抱きとめて言う。

「いよいよ始まるぞ」

　悪徳司教が壇上に進み出ると信者たちの熱狂ぶりに拍車がかかる。

「もう一度言います！　私の奇蹟の力は女神・ユリアーナ様から直接授かったもので、お言葉も賜りました」

　悪徳司教が一拍おいて続ける。

「ユリアーナ様はおっしゃいました。『この奇蹟の力を以て人々を救い、この世界を導け』と！」

　一際大きな歓声が響き、窓ガラスが震える。

「よっぽど教会の指導者になりたいようだな」

「世界とか言ってたから、宗教国家でも作りたいんじゃないの？」

「国王を狙っているのか……」

「想像以上に野心家ね」

　その野心に火をつけたのは神聖石。つまり、ユリアーナのミスということになるが、そのことは指摘しないでおこう。

「奇蹟の力の恩恵を受ける最初の患者さんが壇上に上がりましたよ」

　ロッテの言葉に俺たちの視線が悪徳司教へと注がれる。

　オットー助祭とロッテの息を飲む音が聞こえる。

　礼拝堂を静寂が覆う。

　ルーマン司教のもとへと歩を進める患者と付き添いの者の足音が聞えるほどだ。

「最初の患者さんはかなりひどい怪我のようですね」

　添え木をして包帯が巻かれていた患者の右側の肩から腕を見て、オットー助祭が表情を曇らせた。

「オットー助祭様なら治せるんですよね？」

「ユリアーナ様に授かった治癒の力があるので治せると思います。いえ、大丈夫、治せます」

　不安そうなロッテの表情を見てオットー助祭が言い切った。

　人間ができてるなー。俺やユリアーナとは大違いだ。

「良かった。じゃあ、悪徳司教が失敗した後はオットー助祭様が信者の皆さんの治療をされるんですね」

「もちろんそのつもりです」

　チラリと視線を俺とユリアーナに走らせた。

　ユリアーナを見ると「どうするの？」とでも言いたげに俺を見ている。

「それこそ縋る思いでここに来た重傷者や重病人を見捨てる訳にはいかないだろ。悪徳司教が退場した後は俺たちとオットー助祭は別行動にしよう」

「ありがとうございます」

「シュラさん、やっぱり優しいです」

　オットー助祭とロッテ。この二人から無垢な感謝の気持ちや尊敬の念を向けられるとどうも居心地が悪い。

　その時礼拝堂から切実な声が響く。

「父は大工なのですが、仕事中に足を踏み外して右肩と右腕を骨折してしまいました。どうか奇蹟の力で治療をお願いいたします」

　神官に促された付き添いの男が涙ながらに訴えると悪徳司教が鷹揚にうなずく。

　憎たらしいくらいに得意満面の顔である。

「心配はいりません。たちどころに治して差し上げましょう」

　悪徳司教が怪我人の肩に手をかざした。

　静かなどよめきが起こる。

　悪徳司教の顔がわずかに歪む。

「異変に気付いたかな？」

　歪んだ顔が蒼ざめだした。

「あの悪徳司教、固まったまま脂汗かいてますよ」

「この後どうするつもりかしら」

　何かを振り払うように、一瞬、目をつぶって首を振ると再び怪我人を見つめる。

　神聖石の力が使えないと分かって、自分が本来持っている光魔法に切り替えたか？

　残念だがお前の光魔法のスキルは既に剥奪済みだよ。

「混乱しているのが手に取るように分かるな」

　思わず口元に笑みが浮かばないようにするのも大変だ。

「信者たちがざわつきだしたわ」

「怪我人と付き添いの人、泣きそうですよ」

　礼拝堂に集まった人たちの間からざわめきが起こった。そして疑問と不安が言葉となってあちらこちらからあがる。

「どうしたんだ？」

「何にも起きないぞ」

　ざわつく信者たちと怪我人とを交互に見ながら司教が後退った。

「バカな、こんなはずはない……」

　悪徳司教の様子に不審感を抱いた者たちの声が更に大きくなる。ざわめきが大きくなり不満の声が交じりだした。

「どうしたんだ？　奇跡の力を見せてくれるんじゃなかったのか！」

「何が、お偉い司教様だ！」

「本物の奇蹟の力はどうした！」

「ユリアーナ様から直接授かったんじゃなかったのかよ！」

「このインチキ司教！」

　不満が罵声に代わった。

　血の気の多い者たちが壇上へと向かいだす。

「暴動が起きたりしませんよね？」

「礼拝堂に向かいます！」

　今にも暴動が起きそうな空気にロッテが震え、オットー助祭がそう言い残して脱兎のごとく部屋を飛び出した。

「ま、待て。こ、これは何かの間違いだ！　そうだ、間違いだ！」

　信者たちから浴びせられる罵声と礼拝堂の異様な雰囲気に悪徳司教が怪我人に背を向けて逃げだそうとした。それが合図となって一部の信者が壇上に駆け上がる。

「た、助けてくれ！　だ、誰か」

　悲鳴をあげる悪徳司教が壇上に駆け上がった信者たちの群れに飲み込まれた。

「集団心理って怖いわね」

「やっておいて何だが、信者がここまで血の気が多いとは思わなかった」

「あ、オットー助祭」

　ロッテの言葉通り、騒然とする信者たちの前にオットー助祭が姿を現した。

「皆さん、落ち着いてください！　ルーマン司教に代わり私が皆さんの治療をします！」

　よく通る声が響き渡った。

「助祭様だ！」

「俺はあの助祭様に脚を治してもらったんだ！　本物の奇蹟の力を使われる助祭様だぞ！」

「あたしも知ってる！　あの助祭様のお力は本物よ！」

　図らずも助祭コールが湧き上がる。

「あ、悪徳司教」

　ロッテが目め聡ざとく悪徳司教を見つけた。

　オットー助祭を讃える信者たちの中から、ボロ雑巾のようになった悪徳司教が数人の神官たちによって救助されるところだった。

「悪徳司教が救助されるのに信者のうち何人が気づいたと思う？」

　クスクスと笑うユリアーナに言う。

「移動するぞ」

　俺たちは悪徳司教にとどめを刺すべく部屋を出て廊下を進む。

　階段を下りていくと、階下から悪徳司教の独り言と二人の神官の声が聞こえてきた。

「なぜだ、なぜだ……」

「ルーマン司教、大丈夫ですか？」

「信者が追ってくる様子はありません」

　オットー助祭が悪徳司教に代わって奇蹟の力を使って怪我人や病人を治療すると明言した。実績を証明済みの若い英雄が現れたんだ、信者の関心はそちらに向かうのは当然だ。

　とはいえ、なかには血の気の多い信者もいる。数人くらいは追ってきても不思議ではないが、そこはオットー助祭がうまいこと対処してくれたようだ。

「なぜ、奇跡の力が、使えなく、なったんだ……」

「司教？」

「私は選ばれた者だ、有う象ぞう無む象ぞうとは違うのだ。こんなことがあっていいはずがない」

　混乱する司教に神官が促す。

「一先ず人目のないところへ避難しましょう」

「避難だと？」

　虚ろな目で聞き返す司教に神官が返す。

「お怪我もなさっています。治療されて少し落ち着かれるのがよろしいかと。その……、司教の治療は私がさせていただきますので、ご安心ください」

「貴様まで私をバカにするのか！」

　逆鱗に触れたようだ。

　掴みかかるような音が聞こえ、続いて苦しげな神官の声が聞こえた。

「し、司教。け、決してそのようなことは」

「黙れ、黙れ、黙れ、黙れ！　無む知ち蒙もう昧まいな信者どもばかりか、お前まで！　お前まで私を愚ぐ弄ろうする気か！」

「し、司教。落ち着いてください」

　別の神官の声が響き、揉み合う音が聞こえてきた。

　神官二人で司教を取り押さえているようだ。

「離せ！　私に触れるな！」

「ともかく、ここではいつ信者がなだれ込んでくるか分かりません」

「今信者が押し寄せてきたら我々だけでは抑えきれません」

　神官の悲痛な声。

　オットー助祭が抑えていることを知らないのだから、先ほどのように暴徒となった信者が押し寄せてくるかもしれない、という恐怖は相当なもののようだ。

「不敬であろう！　降格処分にするぞ！　いや、破門だ、破門にしてやる！」

　揉み合う音と声が次第に遠ざかっていく。

　力ずくで取り押さえるのに成功したようだ。

「あの悪徳司教、神官さんに八つ当たりしていましたよ」

「いい感じに混乱しているわね」

　引き気味のロッテと今にも踊りだしそうな軽やかな足取りで階下へ向かうユリアーナの声が重なった。

「司教の後を追うぞ」

　神罰の仕上げをするべく俺たちは司教が運び込まれた部屋へと向かう。

　悪徳司教の居場所を捜すのに苦労はなかった。彼らが消えた廊下へと差しかかると相も変わらず知性の感じられない罵声が響き渡る。

「貴様ら！　どういうつもりだ！」

「先ずは落ち着いてください」

「そうです。ルーマン司教は奇跡の力などに頼らなくても高位の光魔法が使えるではありませんか」

「き、貴様……！」

　悪徳司教が言葉に詰まった。

　それを扉の外で聞いていた俺たち三人の視線が交錯する。

「あの神官、さっきも触れちゃいけないところに触れていませんでしたか？」

「いるのよねー、空気の読めない大人って」

「さっきも言っただろ、その手の煽りは部屋の中でやってくれ」

「本当にうまく行くでしょうか？」

「雑な作戦だものね」

　ロッテの懐疑的な言葉にユリアーナが苦笑した。

　作戦はこうだ。

　悪徳司教と神官たちの神経を逆撫でして、神官二人に俺たち三人を部屋から追いださせる。

　一瞬でいい。部屋に悪徳司教一人になった瞬間、俺の錬金工房へ取り込んで神罰の仕上げを行う。

「ダメなら三人まとめて取り込むだけだ」

「結局そこに落ち着くんですね」

「やっぱり雑ー」

　肩を落とすロッテとコロコロと笑うユリアーナに背を向けて扉をノックした。

「作戦開始だ！」

　軽快な音が響くと、扉の向こうから神官の不機嫌そうな声が返ってくる。

「誰だ！　呼んだ覚えはないぞ」

　呼ばれた覚えはないがこちらにも都合がある。付き合ってもらおうか。

「失礼します」

「お前たち！　何のつもりだ！」

「ここはお前たちが来ていいところではない。すぐに出ていけ！」

　扉を開けると神官の一人が背後に悪徳司教を庇うようにして立ちはだかり、もう一人の神官が俺たちの方へと踏み出した。

「そちらに用事がなくてもこちらにはあるんですよ」

「おじゃましまーす」

「はーい。信者から逃げ出した泥棒さん」

　俺たちというよりも主にユリアーナの言葉に悪徳司教が鬼の形相を向けた。視線で射殺すことができるとしたらあんな眼なのかもしれない。

「無礼者！　衛兵を呼ぶぞ」

「衛兵ですか。歓迎しますよ」

「何だと？」

「今朝、オットー助祭の部屋が荒らされましたよね。あの教きょう唆さ犯はんと実行犯についてルーマン司教とお話ししたくてきました」

「平たく言うと下手くそな泥棒とそれを指示した間抜けな黒幕ね」

　俺の言葉に彼らの表情が強張り蒼ざめ、ユリアーナの言葉に顔を真っ赤にして憤ふん怒どの表情を浮かべた。

「うわー、人の顔ってこんな簡単に変わるんですね」

　いいぞ、ロッテ。

「手下の後ろに隠れてないで出てきたらどう？」

「大勢の信者と神官たちの前で大恥をかいたんだ。そりゃあ、隠れていたいだろうさ」

「大嘘ついて暴動まで起こしかけたものね」

「その暴動を止めた本物の神の力を使えるオットー助祭は信者たちの尊敬を一身に受け、片や嘘つき司教は手下の後ろでこそこそしている。比べると惨めなものだよな」

「えーと、あたしも何か言った方がいいでしょうか……？」

　追撃の罵声を浴びせる必要がありますか？　とでも言いたげにロッテが俺とユリアーナの顔を覗き込んだ。

「出ていけ！　この部屋から出ていけ！」

　唾を飛ばして喚き散らす悪徳司教に向けて、俺はことさら穏やかな口調で返す。

「ルーマン司教、繰り返します。今朝ほどオットー助祭の部屋に侵入した者とそれを指示した者についてお話を伺えませんでしょうか？」

「お前たち、こいつらをつまみ出せ！　私の視界から消してしわわわええ！」

　最後は言葉にならないほどに興奮したルーマン司教の意を読み取った神官二人が俺たち三人を扉の方へと押しやる。

　かかった！

　形だけ抵抗して俺たち三人は神官二人に押しやられるように部屋の外へと出た。そう、神官二人を道連れにして。

　神官が後ろ手に扉を閉めた瞬間、悪徳司教を錬金工房へと取り込み、予定通り言語スキルを剥奪してすぐさま部屋へと戻す。

　この間、二、三秒。

「必ず後悔させてやるから覚悟しておけよ」

「お前たちのことは覚えたからな」

　神官たちが扉を背に立ちはだかって恫どう喝かつした。

　まるでチンピラだな。

「分かりましたよ。では、今夜改めてお伺いします。そちらこそ忘れないでくださいよ」

　目的を達成した俺たちは踵きびすを返す。

　とその時、

「うー、うー、うおぉぉぉー！」

　室内から意味不明の咆哮が聞こえた。振り向くと、俺たちを睨み付けていたはずの神官二人が互いに顔を見合わせていた。

　そして、すぐさまルーマン司教の待つ部屋へと飛び込んだ。










エピローグ　旅立ち




　俺とユリアーナとロッテの三人は礼拝堂を見下ろせる二階の部屋へと来ていた。

　礼拝堂では大勢の神官たちの先頭に立って怪我人や病人を治療するオットー助祭の姿があった。

「信者の皆さんがオットー助祭のことを拝んでますね」

　窓に張りついて礼拝堂を見下ろしていたロッテが感心したように言った。

　彼女の言葉通り、大勢の信者がオットー助祭を拝んでいた。治療してもらった人はもちろん、礼拝堂に集まった人たちのほとんどがそうだ。

　治療にあたっているのはオットー助祭だけではなかった。

「軽い怪我や病気の人たちは他の神官に任せたのね」

「さすがオットー助祭だ」

　人気取りのために病気や怪我の程度に関係なく傷病者を一人で治療しようとしていた悪徳司教とは大違いだ。

「あんなに大勢の神官が集まるのは初めて見ました」

「見習い神官も含めて総動員したみたいだな」

　光魔法が使える神官たちは治療にあたり、それ以外の神官・見習い神官たちはその補佐や人々の誘導をしている。

「司祭様がオットー助祭に指示を仰いでいるように見えますよ」

　ロッテの視線の先には、オットー助祭と会話した後、軽く会釈して踵を返す司祭の姿があった。

　それを見たユリアーナが言う。

「人は圧倒的な力の前にはひれ伏すのよ」

「この場合は力だけじゃないけどな」

「まあね」

　俺の反論にユリアーナが渋々と同意し、ロッテが嬉しそうに振り返った。

「ですよね」

　ユリアーナの言うことも確かに真理だ。

　圧倒的な高レベルの光魔法に裏づけられた治癒の力があるとはいえ、自分よりも高位の神官たちの協力を引き出せているのはオットー助祭の素晴らしいひととなりにあるのは間違いない。

「とはいえ、力があるに越したことはない」

「光魔法のスキル付与も大盤振る舞いしたものね」

「そんなに高位の光魔法を付与したんですか？」

　とロッテ。

「オットー助祭に付与した光魔法のスキルはこの世界でも二番目に高レベルだからな」

「一番は誰なんですか？」

「一番はロッテだ」

「え？　やだ、そんな……、いきなり何を言うんですか、もう！」

　突然、頬を赤らめて身体をよじりだした。

　ときどき、突然、自分の世界に入り込むな。

「盛大に勘違いするんじゃない」

「え？　勘違い？」

　紅潮した頬で可愛らしく小首をかしげるロッテに言う。

「お前に付与した光魔法の方が高レベルだという話をしているんだ」

「ああ、昨夜の！」

　胸の前で両の手のひらを打つ。

「昨夜も説明したと思うが、使えるようになった魔法やスキルは光魔法だけじゃないからな」

　ロッテが身に付けているアクセサリー類――、指輪、腕輪、ネックレス、アンクレット等に付与した魔法やスキルを全て剥奪し、彼女本人に付与し直したことを改めて告げた。

「昨夜までは魔道具だったそれらが、今は何のスキルも付与されていないただのアクセサリーだということだ」
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「それじゃこの指輪や腕輪も、もう必要ないんですか」

　少し残念そうな表情で身に付けたアクセサリーを見つめる。

「そんなものがなくてもたくさんの魔法やスキルが使えるんだ、嬉しいだろ？」

「やっぱりー。生まれて初めて男の人からプレゼントされたアクセサリーだったのにー……」

　不幸のどん底のような声と表情。

　これまでは魔道具の力を借りなければ発揮できなかった能力が自分自身の能力となったのだからもう少し喜ぶと思った。だが、能力を得た喜びはさておき、アクセサリー類を手放すのは悲しいようだ。

　泣きべそをかきながら指輪を外そうとしているロッテに言う。

「あー、なんだ。指輪も腕輪も、何だったらアクセサリーは一つも返さなくていいぞ」

「本当ですか！」

　途端、表情が明るくなった。何とも現金なものだな。

　内心で苦笑しながら言う。

「もっと良いヤツと交換しようか？」

「必要ありません。あたしはこれがいいんです」

　嬉しそうな表情を浮かべたロッテが、指輪を包み込むように両手を重ねた。その表情と仕草にドキリとした瞬間、足に痛みが走る。

「ほら、もう行くわよ」

「何も蹴ることないだろ」

「この町には四つ目の神聖石はなさそうだし、そろそろ次の町へ行きましょう」

　そう言って先ほどまで礼拝堂を見下ろしていた窓に視線を向けると、こちらも可愛らしい笑顔で話を続ける。

「あの様子なら、当面はオットー助祭に任せても大丈夫そうでしょ」

「人格者だからな」

「そうですよね！　オットー助祭はとても良い方ですから」

　今後も孤児院の運営に力を貸してくれると約束してもらったことで、ロッテのオットー助祭に対する信頼は青天井だった。だが、ユリアーナの言いたかったことは違う。

　そのことには触れずにユリアーナが言う。

「そうね、これであなたも安心してあたしたちと旅に出られるでしょ？」

「はい！　少し寂しいですが、あたし、ユリアーナさんやシュラさんと旅をしたいです」

「町にはロリコン代官もしるしな」

　俺の一言に肩がピクリと反応したきり無言で固まるロッテをスルーして、ユリアーナが聞く。

「ロリコン代官に挨拶していく？」

「このままってのもなー。挨拶くらいしていくか」

「代官様は良い方ですよ。そりゃ、あたしにとってはとても困った方ですが、この町や孤児院にとってはとても良い方です」

　俺とユリアーナの会話を誤解したロッテがロリコン代官の擁護に回った。

　カール・ロッシュが優秀な代官であることは間違いない。

「分かってるって」

「ロリコン代官に神罰を下すつもりはないわ」

　ロリコンという悩ましい短所はあるが、それを補って余りある長所――、権力と財力と行動力があるのも事実だ。

「孤児院の経営にも協力してくださると約束してくれました」

　その孤児院の運営が心配なんだが……。第二、第三のロッテが現れないとも限らない。まあ、そのあたりはオットー助祭にも頼んであるし何とかしてくれると信じよう。

「取り敢えず挨拶くらいはしていこう。他の町にも顔が利きそうだし、紹介状の数枚くらいは書いてもらっても罰はあたらないだろ」

「そうね！　そうしましょう！　紹介状を書いてもらいましょう」

「騎士団へは行かないんですか？」

「何で？」

　とユリアーナ。

「そこまでの義理はないかな」

　第一部隊と第二部隊の失脚で得したのは第三部隊と第四部隊だが、特に面識がある訳でもない。

「そう、ですか」

　ロッテの寂しそうな顔に思わず言葉が出る。

「町でお世話になった人たちには一通り挨拶してから出発するか」

「それが良いと思います！」

　無言で渋じゅう面めんを作るユリアーナだったが反対はしていない。

　弾む足取りで扉へと向かうロッテに聞く。

「出発は明日にして、今夜は孤児院に泊めてもらえるよう頼めるか？」

「もちろんです！　院長にダメだと言われても泊まれるようにしてみせます！」

　溌剌とした答えが返ってきた。内容はともかく、俺の心もどこか弾む。

「ほどほどにな」

　そう言って俺も二人に続いて扉へと向かう。

　この広い世界に散らばった百個余りの神聖石。全て探し出すにはまだまだ時間がかかりそうだが、この二人となら多少時間がかかってもよいかもしれないな。

　幸い、この異世界で生きていくのに困らないだけの力はある。どうせならこの異世界を巡り、楽しみながら探すのもありだろう。そんな風に考えると心が弾む。

「たっくん、急ぐわよ。のんびりしていたら神聖石を悪用するヤツやこの間みたいなアンデッド・オーガみたいにこの世界の住民じゃ手に負えない魔物の出現に繋がっちゃうかもしれないんだから」

　ユリアーナの言葉が俺を現実に引き戻した。
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　翌日の早朝、孤児院の子どもたちが起きるよりも早く俺たち三人はラタの町を後にした。町を出て程なく、馬車の操車をするロッテが寂しそうな表情で何度も振り返る。

　俺は馬車の中からロッテの隣へと移動しながら聞いた。

「やっぱり生まれ育った町から離れたくはないか？」

「そうですね……。何日か前に行商人さんの馬車に潜り込んだ時は感じなかった寂しさがあります」

　ロリコン代官から逃げるのに必死だったのだからそれもうなずける。

「町に残ってもいいんだぞ」

「戻りませんよ。あたしの居場所はお二人の隣なんですから」

　キッパリとした口調で即答した。

「ありがとう」

「どうしたんですか？」

「楽な旅じゃないけど、改めてよろしくな」

「こちらこそよろしくお願いします」

「こら、助手一号と二号。あたしを仲間外れにしないの」

　頬を染めるロッテと俺の間にユリアーナが割り込んだ。

「ユリアーナさんを仲間外れにする訳ないじゃないですか」

「そうそう。俺たちのボスはユリアーナなんだから」

「よろしい」

　ユリアーナの得意げな笑みとロッテの幼い笑顔が映る。

　温かい何かが込み上げてきた。

　慌てて二人から視線を前方へと、隣国へ通じる街道へと向ける。

「ロリコン代官の話じゃ、隣国の町で急に盗賊団が力を持ったそうじゃないか」

「異変のあるところ、神聖石あり、よ」

　ユリアーナが前方を指さした。それを横目で見ながらロッテが呟く。

「それって異変を起こしている原因が神聖石ってことじゃ……？」

「細かいことは気にしないの。目的を達成することだけを考えましょう」

　俺とロッテの視線が交錯し、俺たちの笑い声が重なった。




　――後の世に、神の使徒にして稀代の錬金術師として名を刻む少年と慈愛の大聖女と呼ばれる少女を乗せた馬車が街道を進む。










あとがき




　青あお山やま　有ゆうです。

　この度は『俺だけ使えるチートスキル【錬金工房】で最強の錬金術師になっていた　～ハズレスキルと思っていましたが、【鑑定】【異空間収納】【スキル付与＆剥奪】で敵なしです～』をお手に取って頂き誠にありがとうございます。本書は私にとって十六冊目となる本です。

　初めて私の本をお手に取られた皆様、はじめまして。これを機会にお読み見頂ければ幸いです。二度目以降となる皆様、またお会いできましたこと大変嬉しく思います。




　さて、本作品のみどころです。

　女神のドジにより地上にばらまかれた百余個の神聖石。それは女神の力の源であり、たとえ一つでも地上のパワーバランスを変えるほどの力を秘めていた。

　ことの重大さに慌てた女神は地上にちらばった神聖石を回収するため、異世界の人間を助手として召喚する。

　それが本作品の主人公・神薙拓光です。

　召喚された主人公が授かったのは錬金工房という生産特化のスキル。

　案の定、神聖石が原因で世界各地に異変が起き始めます。

　神聖石を地上にばらまいた張本人であるドジで我が儘な女神と脳天気な現地の少女とともに各地に散った神聖石を回収する神薙拓光の旅が始まります。
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二〇二二年六月




青あお山やま　有ゆう










涙の戦闘訓練




「いーやー！」

　森のなかに甲高い悲鳴を響かせてロッテが全力疾走でこちらへと向かってきた。

　泣きながら走る彼女の後ろには五匹のゴブリン。

　どいつも好色そうな表情を浮かべているように思える。

「シュラさーん！　無理ですー！　助けてくださーい！」

「ゴブリンと戦ったことがあるって言ってなかったか？」

「あります！　ありますけど、一匹ですよー！　それも一対多数です！　皆で袋だたきにしたんです」

　何となくそんなことじゃないかと思っていたが案の定だ。

「へー、大したものじゃないの、彼女」

　ユリアーナだ。

　なんとものんきな口調だ。

「身体強化だけは、あっという間にものにしたようだな」

「たっくんよりも素質がありそうね」

「否定はしないよ」

　ただし、身体強化に関してだけだ。

　ロッテには身体強化だけでなく、基本四属性の魔法が発動できるだけの魔道具を装着させていた。

　逃げるための身体強化は早々に使えるようになったが、属性魔法はというと発動こそするが発動までの時間や精度は酷いものだ。

　ハッキリ言って実戦で使えるレベルにはほど遠かった。

　しかし、業を煮やしたユリアーナの「実戦こそ最大の学習」という言葉に従ってゴブリンとの戦闘訓練となったのだが……。

　実戦でもだめなものはダメかも知れない。

「シュラさんー！　助けてー！」

「何でも良いから後方に向けて攻撃魔法を放ちなさい！」

　泣き叫ぶロッテにユリアーナの厳しい言葉が飛んだ。

「鬼ー！」

　その叫び声と共に本日初の攻撃魔法が放たれた。

　後方へ向けて三発の火球が飛び、着弾と同時に爆発音を轟かせて土煙を巻き上げる。

「いやー！　火属性の魔法なんて大ッ嫌い！」

「おー！　大した威力ね」

「狙いはメチャクチャだけどな」

「実戦経験のほとんどない人間が全力疾走しながら後方に向けて攻撃魔法を放つのよ。命中したらそっちの方が驚くわよ」

「そんなものなのか？」

「たっくんは自信を持って良いわよ」

　ユリアーナの可愛らしい笑顔からロッテの泣き顔へと視線を戻す。

「ロッテ、その調子で他の属性の攻撃魔法もバンバン撃て！」

「分かりましたー」

　続けざまに四つの異なる属性の攻撃魔法が飛び、そのうちの一つ、火球の盛大な爆発がゴブリンを巻き込んだ。

「奇跡ってあるのねー、当たったわ」

「当たりました！　ゴブリンを吹き飛ばしました！　あたしは火属性の魔法と相性がいいみたいですー！」

　現金なものだ……。

「偶然はあるにしても、四つの属性魔法のなかじゃ、火属性に適性があるのは確かね」

「性格的に戦闘には不向きだとおもうぞ」

「順応力はたかいみたいだし、慣れたらなんとかなるわよ」

「それじゃ、次はこれを試してみるか」

　俺は数時間前に作製した光魔法が付与されたブレスレットを手に、駆け寄ってきたロッテを抱き留めた。
















この物語はフィクションです。
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